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副社長と秘密の溺愛オフィス










プロローグ




「これ、落としましたよ」

　振り向くと、ひとりの素敵な男性が、わたしが落としたカメオのブローチを拾ってくれていた。

　今の自分が置かれている状況などすっかり忘れて、思わず見とれてしまう。

　清潔に整えられた髪に、きりりとした眉。形のいい切れ長の目は、鋭さよりも知的さを感じさせた。

　スーッと通った鼻筋、品のある薄い唇。背もすらっと高く、高級そうなスリーピースのスーツを華麗に着こなしている。

　リクルートスーツに身を包んだわたしは、最終面接の行われる会議室に向かうため、『株式会社甲か斐い建けん設せつ』のエントランスにいた。

　緊張していたわたしは、少しでも心が落ち着くように、母親の形見でもあるブローチをポケットに入れていたのだけれど、ハンカチを取り出した時に落としてしまったようだ。

「ありがとうございます！」

　深々と頭を下げたわたしに、その男性はニッコリと笑った。

「これから面接？　頑張ってね」

「はいっ！」

　ほんのひと言だったけれど、その男性の応援が心に響いた。




　＊　＊　＊




『これは、わたしが二十歳の誕生日に母にもらったブローチなの。これからなにか困難なことがあっても、これがあなたを守ってくれるわ』

　二十歳の誕生日。そう言って母から譲り受けた。

　ふたりのキューピッドがモチーフになっている、年代物のカメオのブローチ。二十歳の、まだ円熟していないわたしが使いこなすには少々難しいものだ。しかしそれを手にした時、ふと気持ちが温かくなったような気がした。

　母の言ったことを鵜う呑のみにしたわけではないけれど、それはわたしのお守りのような存在になった。

　今思えば……あの数ヶ月も、このカメオのキューピッドたちが起こした奇跡だったのかもしれない――。
















第一章










副社長とわたし




「かしこまりました。では、そのように手配いたします」

　副社長室の隣にある個室で電話応対を終えた、わたし、乾いぬい 明あ日す香かは、すぐにパソコンでスケジュールの更新をする。

　来週も、既にいっぱい……と。

　ぎっしりと詰まった予定を見て、これ以上のスケジュール変更がないことを祈る。

　わたしの勤める甲斐建設は、国内最大手のゼネコンである。ビルやマンション、鉄道など、国内外でありとあらゆるものを作り、その名を世界に轟とどろかせている。関連会社を含む連結従業員数は十万人を超える大企業だ。

　その本社の秘書課に配属されて五年、副社長の秘書となって三年になる。

　辞令は、入社三年目の春だった。複数の役員の補佐を行うグループ秘書から、副社長の就任と共に個人秘書へと抜ばっ擢てきされた。

　今までは、ベテランの課長クラスが個人秘書を務めるのが今までの習わしだったものの、当時副社長に就任したばかりの甲斐紘ひろ也やが『彼女を秘書』にと言い出したのだ。

　わたし自身、分不相応だとは十分理解していた。しかし辞令を跳ねのけて、仕事を失うようなことはできない事情があった。

　わたしの両親は、わたしが大学を卒業する年に、小型飛行機の事故で亡くなった。既に成人しているとはいえ、突然のことに『どうして？』という思いで涙を流した。

　あの時を思い出すと、今でも悲しみが体を駆け巡る。しかし、いつまでも落ち込んでいるわけにはいかなかった。

　わたしには五つ年下の弟がいる。当時十七歳だった弟の翼つばさを支えるために、がむしゃらに働いた。

　正直、他の女性秘書のように人の目を引くような華やかさはわたしにはなかった。頑張ってお化粧をしてみてもどうにもうまくいかず、結局社会人として――よく言えばナチュラルメイクを、失礼じゃない程度にするだけ。洋服も流は行やりのファッションに挑戦してみようと思ったこともあるけれど、そもそも自分に自信がなくてお店に入る勇気さえなく……結局のところ、無難なスーツを身につけることが精一杯だった。

　そんなわたしは、接待向きではない。しかしそれを理解して、地道にコツコツと経験を積み上げてきた。武器になるものを持っていないのならば、努力をするしかないからだ。

　そして地味で目立たないまま、平穏無事にずっとやっていくつもりだった。それこそがわたしの望んだことだから。

　周りよりも早く出社し、どんな小さな仕事でも一生懸命、文句も言わずにこなしていった。迅速に、正確に、そして笑顔で。秘書に必要だと思うものはすべて身につけた。失敗することもあったが、二度と同じ間違いはしない。常に上司の動きを頭に入れ、先回りして動いた。

　とにかく弟に不自由な思いをさせないためにも、わたしは多くの時間を仕事に費やしていた。

　それゆえに副社長付きの秘書になった時は、周囲を納得させるべく、よりいっそう仕事に没頭したのだった。

　その努力が実り、副社長の秘書になって四年目の今となっては、おおっぴらにわたしを批判する人はいなかった。それどころか『完璧が服を着て歩いている』とまで言われ、一目置かれるようになった。

　そして……わたしが仕事を頑張ったのには、他にも理由があった。今の仕事に抜擢してくれた副社長のためだ。

　御曹司である彼の秘書になること。それは、ゆくゆくはこの大会社である甲斐建設の社長秘書になるということを意味する。

　一番の出世といわれるトップ付きの個人秘書になるのを目標とする男性秘書にはじまり、あわよくば未来の花嫁に……という思いで副社長のそばにいたいと願う女性秘書など、誰もが就きたがるそのポジションに、競馬でいうところの〝大穴〟であるわたしに声がかかったのだ。

　わたしが副社長の秘書を望んだわけではない。けれどやっかみは、それを決めた彼ではなくわたしにすべて向けられた。

　それまでグループ秘書として二年間、自分に注目が集まることなどなかったわたしにとって、副社長の秘書になってからの数ヶ月間は胃の痛い日々が続いた。

『小娘になにができる？』と言わんばかりの、ベテラン秘書の目。『地味で目立たないあの子が、なぜ？』という、若い女性秘書からの辛辣な態度。

　それに耐たえて、失敗できないというプレッシャーに押しつぶされそうになっているわたしを救ったのは、他でもない副社長だった。

　初めこそ、『どうしてわたしが……』という恨み言を心の中で漏らした。

　しかし副社長の言葉で、わたしの気持ちが一変した、今でも心に強く残っている出来事がある。それは、副社長秘書となって半年ほど経った時のことだった。

　――わたしはその日、初めてスケジュールのダブルブッキングをしてしまった。

　直前になって気がついたわたしは動転してしまい、なにもできずにただ青ざめるだけだった。皆の言うとおり自分には荷が重すぎる仕事だったのだと落ち込み、なすすべもなかった。

　一生懸命やったところで、結果がこれでは無駄な努力というもの……。

　しかし、目の前で立ち尽くすわたしを前にして、副社長はニッコリと笑った。

「乾、やっとミスしたな。これまであまりにも完璧だったから、俺はサイボーグを秘書にしたのかと思ってたよ」

「へ？」

　ど、どうしてこんな時に笑ってられるの？

　アポイントの時間まであと一時間。先方の移動時間を考えれば時間がないも同然だった。

　唖あ然ぜんとして副社長を見つめていると、彼は内線で営業部長に連絡をとる。

「あ、守もり谷や部長？　確か、『福ふく田だ建けん材ざい』の社長とはゴルフ仲間でしたよね？　あと一時間ほどしたらいらっしゃるので、少しお相手願えませんか？　――はい、えぇ」

　どうやら一方のアポイントにピンチヒッターを立てることにしたらしい。受話器を置くとすぐに、別のところに電話をかけ始めた。すぐに、相手方に断りを入れる電話だということがわかる。

「すみません。はい、わたしもお会いできるのを楽しみにしていたのですが――」

　電話の最後には和やかな笑い声を上げていた。

「――これで、よしっ」

　わたしは目の前で副社長が問題を解決する様さまを、ただ眺めることしかできなかった。

　はたと気がついて、思いっきり頭を下げた。

「も、申し訳ございませんでした」

　ミスをしたうえ、その後始末を上司である副社長にさせてしまった。どんな叱責でも受けるつもりだった。

「真面目を絵に描いたような謝罪だね」

「あの、はい。申し訳――」

　ますます深く頭を下げる。

「あ、別に責めてるわけじゃないから。ほら、いつまでも下向いてないで」

　恐る恐る顔を上げ、息を詰めた。そんなわたしに副社長は諭すように続ける。

「ミスはミスとして反省しなくてはならない。けれど、ここで萎縮してしまってはダメだ。しっかりと次に活かしてほしい。もう少しリラックスして。それに、たまにはミスしてくれないと、上司としてカッコいい姿が見せられないだろ？」

　最後はこちらを気遣うように、肩をすくめてみせた。

　わたしがずっと肩に力を入れているの、わかってたんだ……。

　他の人はおそらく気がついていない。それは、わたしがそう見えるようにしていたからだ。アヒルと同じように、悠々と泳いでいるようで、水面下では必死に足をばたつかせていた。

「まぁ、とにかくあんまり頑張りすぎない程度に頑張って。ほら、行くぞ」

　副社長はわたしの肩をポンと叩たたいて、出口に向かう。

　しかし、ぼーっとしていたわたしは動けないでいた。

「置いていくぞ」

「え、あっ……すぐに、まいります」

　戸惑ってしまったのは、その時に見た副社長の柔らかい笑顔が、落ち込んだわたしの心の隙間にスッと入り込んでしまったからだ。

　それまでも、上司としては尊敬と信頼を寄せてきた。しかし、わたしの中に今までとは違う、胸が甘く締めつけられるような思いが芽生えた瞬間だった――。




　あの時の笑顔は、今もずっと胸の中に残っているのだけれど……そろそろ彼を諦めるいい時期かもしれないな。

　ふと、手元に置いてある週刊誌に目をやる。表紙には大きな赤い字で【㈱甲斐建設の御曹司、次のお相手は女優！】と記載されている。

　今年に入って何人目だろうか。副社長のお相手と噂うわさされる人物を見聞きするのは。

「はぁ……」

　誰もいないのをいいことに、大きなため息をついた。見ないほうが精神衛生上よいことはわかりきっているのに、つい好奇心に負けてページをめくってしまう。

　するとすぐに、自分のボスである副社長の顔が誌面に現れた。モノクロの写真だったが、それでも輝くほどの魅力が伝わってくる。

　甲斐建設の御曹司。仕事もできて、皆が振り返るほどの容姿をしていて……。世の中の女性たちが放っておくわけがない。そして彼自身も、美しい女性たちとの時間をそれなりに楽しんでいた。

『それなり』といったのは、彼は特定の女性と長く付き合うことはなかったから。気がつけば、いつも隣に新しい女性が立っているような状態だ。

　しかしどの女性も、彼に釣り合うような素敵な女性ばかりだった。タレントやモデル、旧華族の名家のお嬢様、彼と対等に渡り合えるような企業を経営しているバリバリの女社長さんなんかとも噂になったことがある。いくらわたしが思いを寄せ、懸命に尽くしたとしても、到底太刀打ちできるような相手ではない。

　そのことは最初からわかっていたはずだ。自分が周りからなんと言われているのか、こと悪いものに関してはすぐ耳に入ってくる。

　それは、副社長の秘書になってすぐのことだった。給湯室で後輩の秘書たちが噂をしていた。

『副社長が乾さんを秘書にしたのって、彼女を女として見てないからでしょう。だって、副社長は仕事とプライベートはきっちり分けるタイプらしいから』

『そうなの？　だったら、わたし、個人秘書にならなくてよかった～。まだチャンスがあるってわけよね？』

『あはは……可能性だけの話ならゼロじゃないかもね。女に見られないなんて最悪』

　あの時は、悲しみと悔しさをこらえて、そっとその場を離れた。

　もちろん、自分の思いが届くだなんて思ってもいない。けれど、事実を突きつけられるのはやはりこたえた。

　それからは、憧れの人にせめて仕事で認めてもらえることを目標に頑張ってきた。おかげでずいぶん信頼され、さまざまな仕事に関わらせてもらった。

　たとえば、海外での鉄道事業の入札に同行し、実際に現地を確認して、自分たちの会社がどんな仕事をこれから請け負うのか、間近で感じることができた。世界の経済を動かすといっても過言ではない企業経営者たちの話を身近で聞くことができた。こんな経験は、グループ秘書だったころにはまったくなかったことだ。

　しかし近くにいれば、忘れられるものも忘れられないわけで……。それどころか、思いはどんどん大きくなっていく。

「はぁ……」

　二度目の大きなため息をついた時、コンコンッとノックの音が響き、そして返事をする前に扉が開く。

　副社長室に通じる扉だ。向こうからやってくるのはひとりしかいない。

「いかがいたしましたか？　甲斐副社長」

　立ち上がり出迎えると、髪をかき上げながらこちらに歩いてくる。見ると、その顔にどこか不満の色が見て取れた。

「まいったな。これ」

　わたしのデスクの上にある週刊誌を指さした。掲載された記事のことを言っているらしい。

「ここって、この前無理して取材受けたところと同じ出版社だろ？　これくらいの記事、もみ消すくらいしてくれてもいいと思わないか？」

「まぁ、お気持ちはわかりますけれど、出版社には出版社の事情があるでしょうし」

　わたしの言葉が気に入らなかったのか、彼はますます不満を募らせた。

「俺にだって、俺の事情があるんだ。あ～、また面倒なことになるぞ」

　言い終わるか終わらないかのところで、彼のスマートフォンが鳴り響く。

「チッ、思っていたよりも早いな。……もしもし、あぁ」

　前髪をかき上げながら電話に応え、副社長室に戻っていった。

　記事の出たタイミングと電話中の態度で、彼の母親からの電話だろうと予想できた。そして彼の口にした『面倒なこと』とは、おそらく彼の結婚について。この手の噂がたつたびに、見合いの話が持ち込まれる。彼の両親は、家庭を持たず浮いた話ばかりの息子を結婚させたがっているのだ。

　副社長になって三年が過ぎた。既に仕事でも大きな実績をいくつも残している。となれば、生涯の伴侶を……そして跡継ぎとなる孫の誕生を心待ちにしているのだろう。それは、彼がそういう立場にある人間だから仕方ない。いつか誰かと結婚をして、家庭を築く。世界に名を轟かせる甲斐建設の跡継ぎともあれば、私生活も周りに期待されるものだ。

　相手は、彼の周りにいる女優やモデルというような絶世の美女かもしれない。もしくは彼のご両親が選んだ、甲斐家の嫁としてふさわしい人と見合い結婚するかもしれない。いずれにしても……そう遠くない未来に、彼の隣には彼の妻の姿があるだろう。

　そしてそれは、決してわたしではない。女性であれば〝来るものは拒まず、去るものは追わず〟の副社長――その例外がわたしだ。

『身近な女には手を出さない。だから安心しろ』と、秘書になりたての時にはっきりと釘くぎを刺された。それは暗に『俺のことを好きになるな』と言われているようなものだ。

　思い出しても、チクンと胸が痛む。しかし、そんな資格さえない。

　不毛な恋は、できるだけ早く終わらせよう。

　引き出しの奥にしまっていた退職願に、日付を書き込む決心をした。

　副社長が誰のものでもないなら、そばにいて淡い恋心を抱きながら片想いを続けるのもよかった。彼のそばにいられるだけで幸せを感じることができたから。でも、彼の口から奥様の名前や、幸せに満ちたエピソードを聞かされるとなると、とても我慢できそうになかった。

　むなしい片想いを終わらせる時がきたのだ。

　わたしが副社長の秘書として過ごす時間はあとわずか。新しい一歩を踏みだすと心に決めたのだった。










事件は突然……やってきた




　いくら退職を決意したからと言って、すぐに仕事を放り出せるわけもなく……。

　わたしはいつもどおり――いや残された時間がわずかだと思うと、いつも以上に、きちんと仕事をしていた。

　週末の金曜日、二十二時。繁華街を一台のリムジンが走る。

　そこには懇意にしている取引業者の社長との接待を終えた副社長と、同行していたわたしが乗っていた。

　副社長はリムジンの後部座席でため息をつきながら、少々疲れた様子でネクタイを緩める。

「はぁ……あの社長の話、長すぎると思わないか？」

　確かに、今日はすごく時間がかかった……。いつもなら食事をしても、長くて三時間程度。それなのに今夜は十七時からずっと――既に五時間も経過していた。副社長が疲れたというのも、理解できる。

「あの年代の方には多いですけれど、それも人柄のよさかと」

　一緒になって愚痴を漏らすわけにもいかず、わたしは隣であたりさわりのない返事をした。

　仕事の移動は、多くをこの運転手付きのリムジンを使う。最初こそは緊張したものの三年目となると慣れたものだ。タブレット端末を取り出し、この隙間時間に副社長に来週の予定を伝える。

「月曜の午前中は定例会議が入っております。それまでに午前中の決済必要書類に目を通しておいてください。午後は――」

「ストーップ！」

「え、はい」

　いきなり止められて驚いた。なにか不都合があったのだろうか？

　副社長を見ると、疲弊した様子で革張りのシートに深く座り、ヘッドレストに頭をもたげていた。

「お疲れのところ、申し訳ございませんでした」

　今日は長かった分、疲労も大きいのだろう。気遣いが足りなかった。

「いや、悪い。今日はいつもより疲れてるみたいだ。乾が癒してくれるっていうなら、もうちょっと頑張れそうだけど」

　わずかに目を細めてチラリとこちらを見るその瞳に、一瞬にして心拍数が上がる。おそらく特別な意味などない言葉なのに、意識してしまう自分が恥ずかしい。

「そういう役目は秘書よりも他の女性にお願いしてください」

　女として見ていないはずのわたしに、なぜそんな言葉をかけるの？

「どうして？　俺は秘書に頼んだつもりはない。乾だから、癒してほしいって言ったんだ」

　ふざけているのかと思い、彼の顔を見る。しかしわたしの予想に反して、すごく真剣な顔をしていた。

「……ど、どういうことでしょうか？　わたしは――きゃあ！」

「危ないっ！」

　わたしが話をしている最中に体に〝ドンッ〟という強い衝撃が走った。前のめりになったわたしの体を、副社長のたくましい腕が引き寄せて包み込む。

　突然のことにパニックになったわたしは体をこわばらせた。すると、もう一度大きな衝撃が加わる。

　わたしは副社長に抱きしめられたまま、ウィンドウに叩きつけられた。

　な、なにが起こったの？

　体の痛みに耐えながら目を開き、副社長の胸の中で彼の様子を窺うかがう。

「……っう、い、乾。大丈夫か？」

「はい、えっ？」

　返事をした瞬間、わたしのグレーのスーツにポタリとなにかが落ちた。暗がりの中でよく見ると、真っ赤な血だ。

「ふ、副社長！　お怪け我がを!?」

「大丈夫だ。大きな声を出すな。頭に響く」

　慌てて顔を上げ確認すると、副社長の額から鮮血が流れ出ていた。

　嘘うそ！　どうしよう、どうしたらいいの？

　早く助けを呼ばなくてはならない。しかし、スマートフォンはどこかに転がってしまったのか近くにはない。それより、なによりも全身が痛くてまったく動けそうになかった。

　どうやらわたしたちは、交通事故に遭ってしまったようだ。周りにはガラスが散らばっている。つぶれた車体が目の前に迫り、わたしたちを閉じ込めていた。この悲惨な状態が、事故の激しさを物語っていた。

　運転手の田た中なかさんのことが気になり、目を向けたがピクリとも動かず、うめき声さえ聞こえず、安否の確認ができない。

「誰か……！　誰か助けてください」

　大きな声を出したつもりだったが、実際はか細いものだった。

　事故に気づいた人が、きっと救急車を呼んでくれるはずだ。そうは思っても、不安に押しつぶされそうになる。

　副社長は救助を待つ間も、「大丈夫だ。守ってやるから」と、わたしを安心させようとしてくれる。

　自分のほうが、ひどい怪我なのに。

　しかし、わたしを抱きしめる腕の力が弱くなっている。

　どんどん出血する傷の様子を見て、一刻も早く助けが来てくれるように祈る。その時、母の形見のカメオのブローチが近くに転がっているのが見えた。わたしはそれを拾い、ぎゅっと握りしめ祈る。

　お願い。助けて――！

　周りから聞こえる野次馬らしき人の声に交じり、遠くからサイレンの音が聞こえた。

　ようやくホッとしたわたしは緊張の糸が切れてしまい、そのまま意識を手放してしまった。

　……痛いっ。

　ズキンズキンと脈打つような激痛が、全身に走る。特に右側の額の辺りの痛みはひどかった。

　そういえば、わたし……事故に遭ったんだった。

　うっすらと目を開けると、見慣れない真っ白な天井が目に入る。何度か瞬きすると、はっきりと周りが見えるようになった。

　首だけを動かして、誰か周りにいないかと確認する。すると、見慣れない六十代くらいの品のいい女性がベッドの脇で座っている姿が目に入った。

　その女性は、目覚めたわたしを見て、ホッとした表情を見せた。

　誰だろう？　事故の相手だろうか？

「よかった！　目が覚めたのね。今、お医者様呼びますから」

　枕元のナースコールのボタンを押して、女性が医師を呼んだ。

　ほどなくして、廊下からパタパタと数人の医療スタッフが病室に入ってくるのが見えた。

「失礼します」

　腕をとり脈の確認をして、その後まぶたをこじ開けられ、ライトで照らされた。

「これ、何本かわかりますか？」

　五十代ぐらいの眼鏡の医師が、人差し指と中指を立ててピースサインを作っている。

「二本です」

「けっこうです」

　ニッコリと微ほほ笑えんだ医師の顔を見て、わたしも安心した。

「先ほど撮ったＣＴもレントゲンも異常が見受けられませんでした。全身打撲と額の傷のみです。運がよかったですね」

「はい、ありがとうございます」

　どうやら大事には至らなかったようだ。丈夫な体に感謝しなくては。

「今日一日入院して様子を見ましょう。問題がなければ退院して大丈夫ですよ」

　ベッドサイドにいる初老の女性に医師が説明した。

「ありがとうございます。よかったわね」

「あ、はい」

　見知らぬ女性だったが、本当にわたしの心配をしてくれていたようで、彼女もまたホッとした表情を見せていた。

　そこに来て、ハッと気がつく。

「うちに電話しなきゃ……」

　仕事で帰宅時間が遅くなることはザラにある。その時はいつも翼に連絡を入れるようにしていた。

　ふたりで暮らすようになって決めた最低限のルールのうちのひとつだ。

　起き上がろうとしたわたしを、女性が止める。

「まだ寝てなきゃダメよ。それに、どこに電話するっていうの？」

「え？　あの、弟に……」

　わたしの言葉に、女性は怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「わかった。わたしから連絡を入れておきますから、とにかく今は横になって」

「あの、わたし自分で……」

　しかし強引にベッドに押さえつけられた。

「いいこと、とにかく今は休みなさい。わかった？」

　最初こそは上品そうだと思った女性だったが、今は有無も言わせぬ強さを感じて、思わず「はい」と返事してしまった。

「よろしい。じゃあ、あとは看護師さんたちにお願いしておきますからね」

　わたしの答えに満足したのか、女性は瞬時に柔らかい笑顔を浮かべる。

「あの、はい。よろしくお願いします」

　わたしはこれ以上逆らわなかった。

　皆が病室から出ていくころ、痛み止めのせいか眠気が襲ってきた。眠りに落ちるその瞬間、わたしが最も気にしていたのは呑気にも、今いる個室の病室の代金がいくらぐらいなのかということだった。




　翌朝。

「お目覚めですか？　脈とお熱計りますね」

　かわいらしい看護師さんが、白衣の天使スマイルを浮かべている。腕を取って脈を測っている間もこちらを見ていて、目が合うと照れくさそうに頬を赤らめた。

　ん？　わたし、なにか恥ずかしがらせるようなことした？

　腑ふに落ちず、先ほどからの行動を思い返してみるが、理由がわからない。

「あの、どうかしましたか？」

　思いきって尋ねてみたけれど、看護師さんはブンブンと首を左右に振るだけだ。

　変な感じはするが、そこまで気になるようなことではない。しかし彼女が握っている自分の腕を見て、そっちのほうに大きな違和感を感じてしまう。

　ん？　わたしの手、腫れてる？

　確かに全身を打ったけれど、手はそこまで重症ではなかったはずだ。今も痛みはなく、感覚も正常だ。しかしあきらかに色が黒く、筋張っている。それにひとまわり、いやそれ以上大きくなっている気がする。

　看護師さんが手を離すと、わたしは自分の手を目の前に持ってきて凝視する。

　見るからに昨日までの自分の手とは違う。しかし、握ったり開いたり、自分の思いどおりに動く。いろんなものに触れても、しっかりとその感触が伝わってくる。

　ふと、自分の顔に手を触れてみた。頬をなでると、ザラリとした感覚に驚き、ビクッとして手を離してしまった。

「な、なにこれっ！」

「どうかしましたか!?」

　わたしがいきなり大声を上げたので、看護師さんをびっくりさせてしまったようだ。

「い、いえ。あの、なんでもありません」

「そうですか、なにかありましたらおっしゃってくださいね」

　血圧を測り終え計器を片付けている彼女に尋ねた。

「あの、わたしの顔、ひどい傷ありますか？」

　もしかしたらさっきの感覚は、事故の時のキズかもしれないと思い尋ねる。昨日は、顔に傷となるとわたしがショックを受けると思い、医師も話をしなかったのだろうかと予想してみたのだ。

　しかし彼女は、思いきり頭を左右に振る。

「とんでもない。この世のものとは思えないほど整った顔をしていらっしゃいますよ！　思わず見とれちゃいます」

「見とれる？」

　いまだかつてそんなことを言われたことがなく、驚いた。

「いえ、もう、わたしったら……。とにかく心配でしたら、一度鏡を見てみるといいですよ。きっと安心なさるはずです。では、わたしはこれで」

　片付けを終えた彼女は、次の患者の元に向かった。

　残されたわたしは、とりあえず彼女の言葉に従うことにした。

「そうね。百聞は一見にしかずだものね。え～っと鏡……っと」

　その時になって、ふと気がついた。自分の声が恐ろしく野太くなっていることに。

　一気に不安が大きくなる。

　自分の体に起こっている変化は、事故そのものが原因ではないことのような気がする。それよりももっと重大ななにかが起こっているのでは……。

　嫌な予感に襲われながら、恐る恐る自分の姿を鏡に映す。するとそこには、副社長がいた。

「え？」

　後ろを振り返っても誰もいない。鏡に映っている人物がいるはずなのに……。

　もう一度、鏡を確認する。

　しかし何度見ても、映し出されているのは間違いなく甲斐副社長だ。いつものわたしの姿など、ひとかけらもない。

「わたしが……副社長!?」

　受け入れられない現実を目の前に突きつけられた、その瞬間。

「きゃあぁあああああぁあああ！」

　某二丁目で聞こえるような雄叫びを上げて、わたしは意識を手放した。そして薄れていく意識の中で、遠くから「嘘だろー！」という金切り声が聞こえてきた気がした。










こんにちは、わたし。




　――濃い霧の中をひとりでずっとさまよっている。周りが見えなくて心細い。

「どうしよう……。誰かいませんか？」

　わたしの呼びかけに誰かが答えた。

「い……乾っ！」

「副社長？」

　必死になって、声の方に走る。霧の中で今頼りにできるのは、副社長の声だけだ。

　手を伸ばして、必死で彼を探す。

「乾！」

　はっきりとした声が聞こえた瞬間、パッと目の前が開けた――。

　しかし、目の前には副社長の顔ではなく……。

「え、ど、どうして、嫌ぁー！」

　地響きのような声を上げるわたしの口を、目の前の〝わたし〟がふさぐ。

「シー！　いいから落ち着け」

　どうやって！　この状況で落ち着ける人なんて、目の前にいるこの人ぐらいだろう。

　病院着を着てわたしの姿をしているこの人は、わたしのように取り乱してはいない。真剣な顔の自分の姿を見て、わたしは息をのんだ。

　いったいこの人は誰だろう。

　しかし、そう難しく考えなくてもわかった。わたしが目の前にいて、わたしが副社長の姿をしているのならば、目の前の相手は彼に違いない。

「もしかして、副社長ですか？」

　わたしの姿をしたその人は、わたしの口をふさいでいた手をゆっくりと退けた。

「そうだ。やっぱり乾が俺なんだな」

　なんだかもう頭が混乱して、なにがなんだかわからない。

　目の前にいるわたしが副社長で、今ベッドに横になっている副社長がわたし。

　わたしの姿をした副社長が、髪をかき上げた。

　あ、その仕草……。

　いつも彼がなにか面倒なことに直面した時にする癖だ。目の前にいる人物は、姿はわたしだが、中身は副社長で間違いない。

「俺たち、入れ替わったみたいだな」

　ベッドに腰かけた副社長が、信じたくない事実をわたしに突きつけた。

「そ、そんな。バカな話あるわけ……」

「そうだな、俺も夢であってほしい」

　大きなため息をつくその姿で、副社長もこの状況に困り果てていることがわかる。

　なにか問題が起きても、いつも『大丈夫だ』と言って、その言葉どおりなんでもやってのける副社長。今回もわたしは、彼の『大丈夫だ』を聞いて安心したかった。

「あの、大丈夫ですよね？　すぐに元に戻りますよね？」

　しかしわたしの問いかけに、彼は力なく笑った。

「どうだろうな。俺も初めての経験だからなんとも――」

「やだ……っ」

　不安に押しつぶされそうになり、目に涙がにじむ。

　自分の人生にまさか起こるはずのない事態に、なすすべもないなんて……。

「おいおい、俺の姿でめそめそ泣くな」

「……っ、でも、わたし」

「大丈夫だから、落ち着いて」

　社長の〝華きゃ奢しゃな〟手が、わたしの〝広い〟背中をさする。

　聞きたかった『大丈夫』が聞けた。その魔法の言葉と、背中をなでてくれる副社長の手のおかげで、なんとか取り乱さずにいられた。

　深呼吸をして――一度ではダメで、二度、三度と繰り返し、わたしはようやく副社長と話ができるようになった。

　お互い今の状況を整理しながら、なんとか打開策を一緒に考える。

「わたしたちがこんな状況になったのは……やっぱりあの交通事故のせいですよね？」

「あぁ、間違いない」

「あの、運転手の田中さんは……」

　自分のことに必死で、一緒に事故に遭った運転手の田中さんの状態を今まで確認していなかった。

　そんなわたしを見て、社長が目を丸くする。

「こんな状況の時に他人の心配かよ。まぁ、乾らしいな」

　確かに今は、自分たちのことをどうにかしなくてはならない。だけど気になるのだから仕方ない。

「田中さんも大事に至っていない。ただ、左腕を骨折してしまったらしい。しばらく仕事は無理だな」

「骨折ですか……でも、命に別状がなくてよかったです」

「そうだな。それにおそらく、体と魂が入れ替わるなんて事態にもなっていないはずだ」

「まぁ……そうでしょうね」

　他になんと答えていいのかわからず、黙り込んでしまう。

「どうにかして元に戻らないとな。とりあえずスマホで検索してみたんだけど……ろくな情報がない」

　それはそうだ。いまだかつて、現実に心と体が入れ替わった人物に出会ったことがない。

「お医者様に相談しますか？」

「バカ言うな。頭がおかしくなったと思われて、入院期間が延びるだけだ。仕事を放っておくわけにはいかない」

　副社長がなによりも仕事を大切にしていることは、秘書であるわたしはよく知っている。

　彼中心に動いているプロジェクトも多くある。皆から頼りにされていることから、目上の人物と若い社員とのいい潤滑油にも自ら進んでなっていた。取引先も、副社長を担当に指名してくるところが多く、外部からの信頼も厚い。彼不在となれば、今の甲斐建設には大きな打撃だ。その損失を最大限に抑えなくてはならない。

「一番いいのは、事故の時と同じくらいの衝撃を受けることだ。しかし、命の危険を伴う。一か八かでやるにはリスクが大きすぎる」

　確かに言うとおりだ。もし元に戻らなかったら……いや、それ以上に命を落とすような事態になる可能性もある。

「じゃあ、どうすれば――」

　――ウーウー。

　わたしの言葉は、ベッドサイドに置かれている副社長のスマートフォンが震える音で遮られた。

　副社長がさっと手に取ると、一瞬にして顔を歪ゆがめた。

「チッ、面倒なヤツからかかってきた」

　そう言ったかと思うと「もしもし」と電話に出た。

　しかし今の副社長の声は、わたしの声だ。相手になにか言われたのか、気がついて「コホン」と小さな咳せき払ばらいをして、仕切り直した。

「もしもし社長、乾でございます。はい、ご無沙汰しております、え？　先週会いましたか？」

　ほんの少しの会話にもかかわらず、ボロが出てきている。

　副社長はわたしの反応を見ながら話をするほうがいいと思ったのか、スピーカーに切り替えて話を進めた。

　わたしはハラハラしながら、副社長が電話をする様子を見守る。

《それで、紘也のヤツはどうした？》

「あいにく今、副社長は診察中でして、わたしが電話を預かっておりました」

《そうか、それなら仕方ない。乾くんも大変だったね、君は大丈夫なのか？》

「えぇ、ご心配かけて申し訳ございません。たくましい副社長が身を呈してわたしを守ってくださいましたので、ほぼ無傷です」

　確かに見たところ、かすり傷程度だ。

《そうか、紘也がねぇ……》

「はい。あんなに男気あふれる方の下で働けて、わたしは幸せ者です」

　自分を賛辞する副社長の言葉。わたしが言っているわけでもないのに、なぜか恥ずかしくなってしまう。

《そうか、よかった。わがままで乾くんを困らせているんじゃないかと心配だったんだ。とりあえず様子を聞こうと思っただけだから、また明日にでも連絡する》

「わがままだなんて、とんでもないです。彼は理想の上司ですから。社長からお電話があったこと、申し伝えます。では、失礼いたします」

　通話ボタンを押した副社長が「どうだった？」と得意げにこちらを見る。

「どうだったって……社長はうまくごまかせたみたいですけど……ちょっと自画自賛すぎません？」

「いいだろ、事実なんだから。でもせっかく守ってやったのに、結局君が痛い思いをしてるんだな。大丈夫なのか？　額は？」

「はい、見かけほどひどいわけじゃないですから」

「ならよかった……」

　ホッと安心した表情を浮かべたのを見て、本当に全力でわたしを守ってくれたのだということがわかった。

　そういえば、まだお礼も伝えていなかった。

「副社長、わたしをかばってくださりありがとうございました。あの時お言葉をかけていただいたおかげで、安心しました」

　副社長は、わたしの言葉に一瞬、面をくらったような顔をした。そしてすぐに目を逸らす。

「いやほら、俺、昔から有言実行の男だから」

　またもや自分を褒める副社長に半ばあきれながらも、あながち彼の言うことは間違っていないと思う。

「確かにそうですね」

「あぁ。だから、この変な状況も俺が必ずなんとかしてやる」

　小さなわたしの姿の社長なのに、たくましく見えた。

　人というのは中身でこんなにも違って見えるものなのかと感心してしまう。頼もしく思い、わたしはしっかりとうなずいた。

「ただわかってると思うが、今回のことは俺だけではどうすることもできない。乾、君の協力が必要だ」

　副社長の言うことはもっともだ。今は彼がわたしであり、わたしが彼なのだから。

「わかりました」

　自分ひとりでは途方に暮れるような問題でも、副社長と一緒ならば安心できた。

　暗闇の中で唯一の灯り……今のわたしには、副社長の存在がまさにその灯りだった。

「とにかく、予定よりも早いが今から退院だ！　医者には了承してもらった。ほら、さっさと準備しろ」

　よく見ると、副社長は昨日わたしが身につけていた服に既に着替え終わっている。

　わたしは追い立てられるように、用意されていた副社長の私服に着替えて病院を後にした。

　病院前でタクシーを捕まえ、ふたりで乗り込む。副社長が告げた住所は、彼のマンションだった。

「とりあえず、俺の部屋に行くぞ」

「はい」

　これからのことを、いろいろと話し合わなければならない。かといって弟もいるわたしの部屋で、こんな訳のわからない話をするわけにはいかないので、やっぱりひとり暮らしをしている彼の部屋が適切だろう。

　そして後部座席に座ったわたしたちは、ふたりともしっかりとシートベルトを締めたのだった。
















第二章










自分と、ファーストキス!?




「お、お邪魔します」

「どうぞ」

　本来の主である副社長の姿をしているわたしは、キョロキョロしながら玄関に足を踏み入れた。

　四年前に完成した、都心の一等地にある高級タワーマンション。別棟は商業施設が入り、休日となるとたくさんの人でにぎわっていた。完成時にはメディアでも大々的に大きく取り扱われ、今では観光スポットのひとつになっている。

　もちろん、甲斐建設が作り上げたものだ。そしてこの仕事を成功させたことにより、彼が副社長に就任することになった。

　そこの住居棟の最上階である四十二階に、副社長の部屋がある。出入り口も複数あり、プライバシーも守られることから、芸能人や著名人も数多く入居している。

　彼の秘書になって三年、マンションの受付までならば何度も訪れたことがあったが、実際に中に入ったのは初めてだ。

　その豪華さに呆あっ気けにとられたまま、リビングに入って言葉を失った。

　見渡すほど広いリビングは、わたしが弟と住んでいるマンションの部屋がまるまる入ってしまいそうだ。

　一番に目に入ってくるのは、大きな座り心地のよさそうなグレーのソファで、確かイタリアのブランドのものだったと思う。

　きっとわたしなら、あそこで寝てもまったく狭く感じないだろうな……。あ、でも今の副社長の大きな体では到底無理だな。

「いつまでそこに立ってるつもりだ。こっちに来い」

　そう言いながら副社長は、ジャケットを脱ぎソファの背もたれにかけた。そのままキッチンに向かい、冷蔵庫をのぞいている。

「乾、水でいいか？」

「はい」

　わたしは副社長が脱いだジャケットを手に取った。昨日の事故でところどころ汚れている。どこかに引っかけたみたいで、一ヶ所破けていた。

　お気に入りだったのになぁ。仕方ない。形あるものはいつかは……なんて言うしね。

　このスーツは、初めて副社長の秘書として出張に同行した時に買った、自分にとっては思い出のものだ。

　少し切なくなりながら、先ほどキョロキョロした時に見つけたハンガーにジャケットをかける。

　ソファに戻ると、副社長は既に優雅に足を組んでミネラルウォーターをペットボトルからそのまま飲んでいた。座るように目で促されて従う。

「失礼します」

「どうぞ。ほら」

　わたしは、手渡されたペットボトルを受け取った。

　そういえば、昨日から飲まず食わずだ。

　急に喉の渇きを覚えて、ペットボトルの水を三分の一ほど飲んだ。ふーっとひと息つくと、副社長が話を始めた。

「さっそくだけど、今日明日は休みだからなんとかなるとして……」

　なんとかなる？

　わたしはその言葉を聞いて、既にどうにもならない状況に陥ってしまっていることに気がついた。

　さっき一気に飲んだミネラルウォーターがいけなかったのだ。それが呼び水となってしまったのか、わたしの体……いや副社長の体に異変が起こってしまった。

　どうしよう……トイレに行きたいかも。

　一度意識し始めたら、そればかりが気になってしまう。

　そうなってくると、副社長の話す言葉など、いっさい頭に入ってこなくなってしまった。

　トイレ……トイレ……でも、トイレってことは……。

　想像しそうになってブンブン頭を振った。しかし現実問題はそこまで迫っている。そうこうしているうちに、限界が近づいてきた。

　足を内股にして、なんとか耐えようとするが、そんなものは一時、気を紛らわせる程度だ。

「おい、俺の体で内股はやめ……おい、乾」

　副社長は様子がおかしいのに気がついたのか、わたしの肩に手をかけて上を向かせる。

「もしかしてトイレに行きたいのか？」

　わたしは思いっきり首を振って否定した。そうしたところでどうすることもできないのに、恥ずかしくて言い出せない。

「嘘つくな。我慢せずに行ってこい」

「でも、あの……」

　そう簡単に言わないでほしい。わたしだって、行けるものならさっさと済ませてすっきりしたい。けれど体が副社長のものなのだ。となると……。

「あ……」

　わたしがなにに戸惑っているのか、やっと副社長は理解したようだ。

　頭の中をのぞかれたようで、思わず赤面してしまう。

「恥ずかしがってる場合じゃないだろ、ほら目をつむってでもなんでもいいから、済ませろ」

　副社長は急にわたしの手を引っ張って立たせると、スタスタと歩き始めた。

「そんな……」

　涙目のわたしを、トイレのドアを開けて押し込んだ。

「それとも一緒に入って手伝ってやろうか？」

　いくら自分の体ではないといっても、まさかトイレの様子を見られるなんて死んでも嫌だ。

　しかし我慢が限界を迎えた。

　わたしは覚悟を決めてトイレのふたを開け、ベルトのバックルに手をかけた。そして目をつむって便座に座る。

　しかしそこからは……思い出したくもない惨事だ。

「え、嘘……どうして！　嫌ー！」

　目をつむったら平気っていったじゃない！

　しかし実際のところは、ただ座るだけでは無理で……。

「おい、どうした！　大丈夫か!?」

　扉の向こうから、副社長が心配して声をかけている。

　しかしショックを受けたわたしは、立ち直るまでしばらくその場で放心状態になった。〝無〟の状態になったわたしに、ふと疑問が浮かぶ。

　もしかして、副社長も……？　入れ替わってからかなりの時間が経過している。

　副社長がミネラルウォーターをがぶがぶと飲んでいた姿が頭をよぎり、わたしはトイレから飛び出した。

「お、出てきた」

「あの、副社長……もしかして、もしかして――」

　混乱してうまく言葉にできずに、副社長とトイレを交互に指さす。

　その意味を察した彼は「あ……」と小さな声を出した。それだけで理解するのには十分だった。

「い、嫌ぁぁあああああ！」

　わたしはさっきトイレで叫んだよりも大きな声を上げた。それは閑静な高級マンションの強固な防音機能をものともせず、マンション全体に広がった。




「おい、そろそろ泣きやめって」

　いつまでもめそめそと泣いているわたしに、彼は少々あきれ顔だ。

　そう言われても、このショックはちょっとやそっとで癒されない。自分の好きな人に、裸を見られるなんて……。しかもロマンチックな場面ならまだしも（いやそれでも十分恥ずかしいが）、まさかトイレだなんて。

　またジワリと涙がにじみそうになる。

　そんなわたしの目の前で、副社長がまたミネラルウォーターを口にしている。

　わたしは慌てて立ち上がり、彼の手からペットボトルを奪い取った。

「こ、これ以上、水分取らないでくださいっ！」

「なに言ってるんだ？　殺す気か？」

　わたしの手からペットボトルを奪い返した彼は、それを一気に煽あおった。

「ちょっとくらい努力してください。わたしだって我慢してるんだから――っんっ」

　嘘……でしょ？

　一瞬の出来事だった。気がつくと、ソファの背もたれに押しつけられ唇が重なっていた。そして彼の唇からミネラルウォーターが流れ込んでくる。

　驚いて目を見開いたまま、コクンとそれを飲み下した。

「文句ばっか言ってると、毎回こうやって飲み食いさせるぞ」

　もう一度ペットボトルの水を口に含んだ彼を見て、わたしはとっさに自分の唇をふさいで身を守る。

　そんなわたしを見下ろしていた彼は、諦めたように隣にどさりと腰を下ろした。

「自分にキスしてるみたいで気持ち悪い」

　ぼそっとつぶやいた副社長だったが、わたしだって同じ立場だ。しかも……これがファーストキスだなんて。これから先、ファーストキスの相手を聞かれたら『自分』と答えることになってしまう。

　そんなくだらないことを考えてしまうほど、わたしは混乱を極めていた。

　相変わらずウジウジイジイジしているわたしを見て、副社長は大きなため息をついた。

「この状況に、頭がついていってないことはわかる。俺だって同じ立場なんだからな」

　そうだった……。副社長だってわたしと入れ替わっているのだから、同じように悩んでいるはずだ。

　やっと現実に向き合い始めたわたしは、顔を上げて話をする副社長を見つめる。

「とりあえず、いつ元に戻れるのかわからないのが現状だ。だから今は、その間どうやって過ごすのかを考えるほうが、現実的じゃないか？」

　副社長の言うとおりだ。この状況を受け入れるしかない今、わたしは副社長として当分の間、生きていかなくてはならない。

　途端に不安になった。

「わたしに……できるでしょうか？」

「やるしかないだろ。逃げ道はない」

　きっぱりと言い切られた。変に期待を持たせないのが、実に彼らしい。

「でも、君はラッキーだったな」

　いきなり男性の体になったわたしが、ラッキー？　不安に押しつぶされそうになっているのに？　この世の中のアンラッキーベストテンには入るくらいの不幸なのに　理解できない……。

「入れ替わったのが俺でよかったなってことだ。イケメンで長身、お金持ち。皆の憧れの人間だ」

　まさにそのとおりだ。

「ハイスペックな人間の人生を歩めるんだ。ラッキーだろ？　俺の生活を満喫するくらいの気持ちでいろよな。女にもてまくりだ」

　〝女にもてまくり〟の人生に憧れたことなど一度もない。しかし副社長の代わりに過ごすならば、そういうふうに日々を過ごすということだ。しかしそんなことよりも、わたしはもっと気になることを思い出した。

「仕事は、どうしましょうか？」

　彼になるということは、甲斐建設の副社長になるということだ。

　副社長はいつも飄ひょう々ひょうと仕事を進めているように思われがちだが、実際のところは分刻みのスケジュールを毎日こなしている。決してお飾りの副社長ではない。彼は誰よりも努力して、創業者一族の名を汚さぬように、日々たゆまぬ努力をしていた。

　わたしは彼の秘書になって以来、その仕事ぶりをずっと一番近くで見ていたのだから、十分承知している。

「あぁ、そうだな」

　副社長も難しい顔をする。今みたいにふたりっきりでいる間は問題ない。けれど週明けからは日常がスタートするのだ。

　副社長が眼光鋭くわたしを見つめた。

「君がやるしか、ないな」

「え？　今なんておっしゃ――」

「今は君が俺なんだから、君がやるしかないだろう？」

「わ、わたし、無理ですっ！」

　どう考えてもやっていく自信がない。わたしは即座に断った。

「無理でもなんでも、やるしかないだろ。さっきから言ってるけど、俺たちはこのまま前に進むしかないんだ」

「そんな……」

『前に進むしかない』と言われても、すぐに覚悟できるわけはない。彼の肩にのっている責任の重さにわたしはこらえられそうにない。

　目を伏せて絶望に打ちひしがれるわたしの肩に、副社長がポンッと手を置いた。

「なぁ、俺たちはずっとふたりで仕事をしてきただろ。今からだってそれは変わらない。ずっとそばについてるから、そんなに悲観的になるな。よかったな、俺は秘書としても優秀なはずだ。なんせ、副社長の仕事が全部頭に入っているんだからな」

　彼は人差し指で自分のこめかみをトントンと叩きながら、わたしにウィンクをした。

　その表情を見て、悲観的な状況なのにもかかわらず、肩の力がフッと抜けた。

　見かけは完全に自分なのに、自信に満ちあふれるその姿はわたしの知っている副社長そのものだ。

「とにかく、元に戻るまではなんとかやっていくしかないだろう。どんなことがあっても」

　副社長の言うとおりだ。それ以外の方法を思いつかないのだから、今できることで最善を尽くすしかない。それにわたしはひとりじゃない。副社長はいつも、どんな大変なことにもバイタリティを存分に発揮し、乗り越えてきた。そんな彼と一緒なのだ。なんとか時期が来るまでやりとげるしかない。

　ふたり、真剣な目で見つめ合う。そこには、これまでのふたりにはなかった、新たな絆きずなが感じ取れた。










おさわり厳禁！




　副社長の言葉でなんとかこの緊急事態を切り抜けようと覚悟を決めたまではよかったものの……やっぱり問題は山積みだ。ほんの少し一緒に過ごしただけで、不安要素がいくつも出てきた。

　目下わたしが気になっているのは、副社長の男らしい態度だ。いつもならばそれは好感度が上がるものだが、今はわたしの格好――どこからどう見ても女性なのだから、その大股開きはいただけない。

「あの、大変申し上げにくいのですが、足をもう少し閉じていただけませんか？」

「ん、足？」

　わたしがうなずくと、開いていた足の幅がほんの少し閉じられた。

「いえ、そうじゃなくて……膝を合わせて座ってほしいんです。今はパンツをはいているので大丈夫ですが、スカートだと完全に中身が見えちゃいますから……」

「あぁ、そっか。悪い。スカートはなるべくはかないようにする」

「そうしてくださると、助かります」

　わたしの言葉に、副社長はハァとため息をついた。

「女って面倒だな。あーあ」

　そう言って、ソファに仰向けで倒れ込んだ。思いっきり足を開いて。

　今度はわたしがハァとため息をついた。前途多難だと頭を抱えながら。

「あの、そんな態度だと、弟にすぐに怪しまれてしまいそうなんですけど」

「え？　あぁ、そっか。君、弟と一緒に住んでるんだっけ？」

「はい。退院したので、自宅に戻らないわけにはいきません」

　かといって、今のわたしが自宅マンションに『ただいま』と帰るわけにはいかない。副社長にわたしのふりをして帰ってもらうしかないのだ。

「それはまずいだろ」

「わたしもそう思います。でも他に行くところもありませんし」

　当分ホテル暮らしをする？　それも考えたけれど、期間がいつまでとは決まっていないのだ。当面はよくても、そのうち資金面でいきづまる。

　どうしたものかと悩んだ。

「仕方ない。乾、君はここで俺と暮らせ」

「は？　え？　あの、どういう意味ですか？」

　突拍子もない提案に、思わず目を瞬かせる。

「どうもこうも、その言葉の意味のままだ。なんとか理由をつけてそうするしかないだろ？　お互い仕事でもプライベートでもなるべく一緒にいたほうが、トラブルが起きた時に対処しやすい」

「確かに、おっしゃるとおりですけど」

　頭では、副社長の言うことが合理的だとわかる。しかし、たとえ体が入れ替わっていたとしても、男性と、それも好きな人とひとつ屋根の下というのは、わたしにとってはかなりハードルが高い。

「なにをそんなに渋る必要があるんだ？　じゃあ、俺が乾の家で君と弟と三人で暮らすのか？」

　ぼんやりと想像しただけでも、パニックになる。

「そ、そんなの無理に決まってるじゃないですか！」

「じゃあ、ここでふたりで暮らすの決定な。とりあえず、君の弟には海外出張に同行するとでも言っておく。対外的な理由はまぁ、後から考えるか」

　半ば強引に決められてしまった。だけど他にどうすることもできないのだから、仕方がないのかもしれない。

　前途多難、八方ふさがり……にっちもさっちもいかない状況に、わたしはただ流されるしかなかった。

「事故後すぐに出張とか、ちょっと無理がありませんか？」

「大丈夫だって。大学生のガキなんて、だますのは簡単だ。しっかし、腹が減ったな。でも、この時間だと出前も時間かかるんだよなぁ」

　わたしは心の中で盛大なため息をついているというのに、副社長はとても呑気だ。

　こんな状態の時に……。とはいえ、退院してからなにも口にしていないので仕方ないか。

　壁にかかっている時計を見ると、時刻は既に十三時になっていた。時間を確認したことで、わたしもなんだかお腹がすいてきた。

　ふと立派なキッチンに目がいく。

「よかったら、わたしがなにか作りましょうか？」

　昔から母親の代わりにずっと台所に立っていた。面倒だなって思うこともあったけど、料理中は無心になれる。今、頭の中も心の中も混乱を極めている。料理をしたら少しは冷静になれるかもしれない。

「マジで!?　ありがたいな。キッチン、適当に使って」

　副社長はよっぽどお腹がすいていたのか、寝っ転がっていたソファから勢いよく体を起こしてうれしそうに笑った。

　副社長の許しが出たのでキッチンに向かう。ひとり暮らしには似つかわしくない大きな冷蔵庫の中身を確認したけれど、見事にワインとミネラルウォーターしか入ってない。

　さすがに卵の一個もない状態で、料理は無理かも……。

　そう思って戸棚の引き出しを開けると、パスタが目についた。その近くにトマトとアンチョビの缶詰があったのを見つけた。

　これでパスタが作れるっ！

　わたしはシャツの腕をまくり、さっそく料理にとりかかった。

　ひととおりの道具を探して作業を始めると、副社長がキッチンをのぞき込む。

「なに作るの？」

「アンチョビとトマトのパスタを作ります。お好きですか？」

「あぁ、うまそうだな。聞いてるだけで腹が鳴りそう」

「そうお待たせすることはないと思いますが、少しお時間くださいね」

「あ～腹減った！　紛らわすために、シャワーでも浴びてくる」

　副社長は腕をぐるぐる回しながら、バスルームに消えていった。

　わたしはシャツの腕をめくり、野菜室の隅にあった玉ねぎとニンニクのみじん切りから始めた。

「この包丁、すごく使いやすい。どこのだろう」

　トントンと小気味いい音を響かせながら、小さく刻んでいく。集中している間は、面倒なことを忘れていられる。

　……そう、忘れていた。とても大事なことを。

「ん？　副社長、シャワーって言ってた？」

　料理に夢中で、重要な発言を聞き逃してしまった。わたしは急いでバスルームに向かい、鍵のかかっていない扉を開けた。

　そこでわたしが目にしたものは……副社長が鏡の前で、わたしの胸をすくい上げるようにして触っている姿だった。

「な、なにやってるんですかっ！」

「ん？　君、けっこう胸あるんだな」

　なんだかうれしそうに、こちらに振り向いた。

　その顔を見た瞬間、わたしは後先考えず、手を振り上げていた。

　――ばちーん！

「いってー！」

　バスルームに、副社長の甲高い悲痛な叫び声が響いた。




「おい、いつまでふてくされてるんだよ」

　ダイニングテーブルで向かい合って、わたしと副社長は座っている。目の前には、わたしが怒りのままに作り上げたトマトとアンチョビのパスタと、冷蔵庫にあった高そうなチーズ、副社長が冷蔵庫から持ってきたよく冷えた白ワインが置かれていた。

「ほら、機嫌直せって」

　副社長がわたしの方にワインの瓶を差し出して、グラスを持ち上げるようにと促した。

　わたしは唇をとがらせたまま、それに従う。ワインに罪はないし、飲まずにはいられない心境だ。

　わたしの持つバカラのグラスに副社長がワインを注いでくれる。普段のわたしなら上司にお酌をさせるなんてことはない。けれど今はそれくらい許されるはずだ。

「ほら、これからの俺たちに乾杯」

　しぶしぶグラスを突き出し、カチンと乾杯した。

　怒りながら飲んだワインだったが、フルーティで飲みやすい。きっと、女性でも飲みやすいものを副社長が選んでくれたのだろう。

「そんなに怒るなって、仕方ないだろ。風呂に入らないわけにはいかないんだから」

　確かにそうなんだけど……。

「あんなマジマジと見る必要ないですよね？」

　わたしの抗議を、社長は鼻で笑った。

「いいだろ、別に処女でもあるまいし」

「……っう」

　言葉に詰まったわたしを見て、副社長は心底驚いたように「嘘だろ」とつぶやいた。

　その言葉にイラッとしたわたしは、副社長の前に置いてあったパスタをこちらに引き寄せようとした。

　すると副社長は、慌ててそれを止める。

「待った！　悪かった、俺が全部悪い！」

　必死に謝られて、わたしは許したわけではないけれど、とりあえずパスタを没収するのはやめた。食べ物に罪があるわけじゃないから。

　とはいえ、上司にプライベート――しかも最も知られたくないことを知られてしまったわたしは、恥ずかしさと気まずさで唇を噛んだ。

　そんなわたしを気遣ってか、副社長はワインのボトルを再び差し出した。グラスに三分の一ほど残っていたワインをぐいっと飲み干し、カラになったグラスにワインを注いでもらう。

「いい飲みっぷりだな」

「ありがとうございます」

　よく考えてみれば、副社長がなにか悪いことをしたわけではない。この歳にもなって男性経験がないことに単純に驚いただけだ。それなのに、羞恥心から責めるような態度をとってしまった。

「すみません、副社長に八つ当たりするような態度をとってしまって、そりゃびっくりしますよね、まだ経験がないだなんて」

　こうなったら開き直るしかない。今の彼はわたしなのだから、こういう情報も共有しておいたほうがいい。いや、いいわけではないけれど、こうなった経緯を説明しておくことにする。

「わたしに、両親がいないことはご存知ですよね？」

「あぁ飛行機の事故でふたり共亡くされたという話は聞いている。残念なことだったな」

　わたしを労るような言葉に、副社長の持つ優しさが感じられる。

「学生の時は勉強ばかりしていて、卒業の年には両親が突然亡くなってしまって……。頼れる親戚もなく、弟のことだけ考えて必死に仕事をしていたら、この歳になってしまいました」

　ワインの力を借りて、できるだけ暗くならないように話をした。

「彼氏は？」

　わたしは黙ったまま首を左右に振った。副社長付きの秘書になってからずっと、目の前にいる彼に片想いしているなんて、口が裂けても言えない。

「そっか。まぁ、人それぞれタイミングってもんがあるからな。まぁ、この際だから最高の思い出にできる相手がいんじゃない？　あ、ちなみに俺なんかどう？　初っぱなからイカせる自信あるけど――うぐっ、おひ、なにひゅるんだ」

　わたしはフォークに刺した高級チーズを、副社長の口に思いっきり押しつけ、それ以上彼が余計なことを言えないようにした。

　冗談でもそういう言葉は聞きたくない。わたしなんて対象外のくせに。

　モグモグと口を動かし、わたしに突っ込まれた特大チーズを咀そ嚼しゃくしている副社長を尻目に、わたしは食べ終わった食器の片付けをさっさと始めた。

　まったく、わたしに対してデリカシーがなさすぎじゃない？　それだけ、女と見られてないってこと？

　自分で出した答えにガッカリしながら、スポンジを手にとって泡立てた。

　副社長もわたしが不機嫌になったことに気がつき、キッチンまで追いかけてきた。

「おい、なに怒ってるんだ――」

　――ピンポーン。

　その時、部屋の中にインターホンの音が鳴る。

　お互い顔を見合わせて、一時休戦。わたしとしては、これ以上あの話はしたくなかったので助かった。

「ったく……誰だよ」

　副社長が慣れた様子でインターホンの液晶パネルの前に立ち、応答した。

「はい」

　話をしている最中だったせいか、すごく不機嫌な声だ。しかしパネルの中の人物を見た途端「やべっ」とつぶやいたのを、わたしは聞き逃さなかった。

　スピーカーから相手の声が漏れる。

《失礼ですが、甲斐紘也の部屋ではないですか？　わたくし、紘也の母ですが》

「はい、そうですが……」

　副社長は向こうの反応に不思議そうにしている。お母様がここを訪ねるのは初めてではないはずだから、今さらなにを？と思っているのだろう。

《あなた、どなたかしら？》

　お母様が訝いぶかしがるのも仕方がない。息子の部屋を訪ねたら、見知らぬ女が応答したのだから。

　病室で心配そうにわたしの顔をのぞき込んでいた副社長のお母様の顔を思い出しながら、副社長がどう切り抜けるのかハラハラしながら見守った。

「わたしは秘書の乾です。すぐにロックを解除します」

《そう、お願いするわね》

　とっさに副社長がわたしのふりをして、すぐに解錠した。

「やっかいな相手が来たな。俺たちの最初の試練だ。なんとか乗り切るぞ」

「え、なんとかって……」

「俺も知らん」

　さっきまでずいぶん頼もしいことを言っていたのに、ふたを開けた途端これだ。

　いきなりのピンチにどうしたらいいのかわからず、おどおどするわたし。しかし副社長は「まぁ、どうにかなるさ」と、わたしの背中を軽くポンポンと叩いた。

　そうこうしているうちに、次は部屋前のインターホンが鳴る。副社長は玄関に向かい部屋のドアを開けた。

　わたしはその様子を、固唾をのんで見守っていた。

　ドアが開いた途端「紘也……」と副社長を呼んだお母様の顔が、目の前にいる女性を見て、一瞬にして引きつった。

　その顔を見た瞬間、『しまった！』と思った。そして副社長も同じことを思ったに違いない。

「あなた……その格好」

　お母様は出迎えた副社長の姿を、頭からつま先までマジマジと見た。

　紆う余よ曲きょく折せつを経てシャワーを浴びた副社長は、自分の寝室のクローゼットからＴシャツとハーフパンツを見繕って身につけていた。しかしそれはわたしの体には大きく、まさに〝いきなりのお泊まりで彼の服を借りちゃいました〟に見えてしまう。

　こんな状態じゃ、わたしと副社長の間になにかあったと思われたに違いない。

「いえ、あの、それは違うんですっ！」

　わたしは誤解を解こうと、キッチンから飛び出した。

「なにが違うというんですか？　説明しなさい、紘也」

　お母様はそう言って、鋭い目でわたしを射抜いた。

　その時になって、バカなわたしはやっと気がついた。

　今は、わたしが副社長だったんだ……。










最初の関門




　豪華なマンションのリビングに、重い重い空気が流れる。

　わたしと副社長が並んで座り、その前にお母様が難しい顔をして座っている。先ほどから三人、誰ひとり言葉を発することなく、物音さえも立てずにいた。

　張り詰めた空気に耐えられない。

「あの、お茶を淹いれてきます」

「あら、紘也がわたしにお茶？　槍やりでも降るのかしら？」

　わたしはお客様であるお母様に、秘書としていつもどおりお茶を用意しようと思ったのだけれど、副社長の姿の今、それは逃亡を図ろうとしたと思われたようだ。

　あきれた様子でこちらを見るその目に、わたしは震え上がった。

　またやってしまった。わたしは今副社長なのに……。なにか行動を起こすたびに失敗してしまう。こんな時はどうしたらいいんだろう。

　焦っているわたしに気がついた副社長が立ち上がる。

「お茶は秘書の役目ですから、わたしが淹れてきます」

　そう言ってキッチンの方へ消えていった。

　え、ひとりにしないで……。いくらオープンキッチンとはいえ、お母様とふたりで取り残されるわたしの身にもなってほしい。

「とにかく今の状況を説明してちょうだい」

　腕組みをしたお母様が、怖い顔でこちらをにらみつけている。

　わたしはどうしたらいいのかわからず、小さく縮こまり、キッチンのカウンターでお茶を淹れる副社長にチラリと視線で助けを求めた。

　なにか口ぱくで伝えようとしてくれているが、なにを言っているのかさっぱりわからない。

「聞いてるの、紘也！」

「はぃいい！」

　思わず背筋を伸ばして返事をした。

　そんなわたしを見て、副社長はキッチンで頭を抱えている。

「下手な言い逃れはできませんよ。彼女とはどういう関係なの？」

　やっぱりきた。完全に誤解している。

「あの、お母様……」

「お母様ですって!?　そんなことで機嫌を取ろうとしてもそうはいきませんからね。きっちり説明を聞いて納得できるまで、今日は帰りませんから」

　はっきりと宣言されて、途方に暮れる。

　なにを言っていいのかわからず口をつぐんだままのわたしの元に、やっと副社長がお茶を持って戻ってきた。お母様の前にお茶を置いた後、わたしの隣に座るやいなや話を始めた。

「紘也さん……もう、お母様に話してしまいましょう。わたしたちのこと」

「ひ、紘也さん？」

　わたし、副社長を一度も名前で呼んだことないのに、いきなりどうしたんだろうか？

　面食らうわたしに副社長は、お母様に見えないように小さくウィンクをした。

　話を合わせろってこと？

　反対しようにも、既に副社長は話を進めている。このまま彼の戦略にのるしかない。

「このような格好でお話することではないのですが、わたしたち、真剣に付き合っているんです」

『えーー！』と思わず声を上げそうになったが、なんとかこらえた。しかし驚きすぎて、一瞬息が止まった。

　いったいなにを言い出すの？

　慌てたわたしは副社長の暴走を止めようと、彼の足を膝でコツンとつついた。もちろんお母様には見えないように。

　けれどそんなわたしのことなど気にも留めることなく、副社長の口からはすらすらと嘘が飛び出した。

「実はわたしたち、出会ったころからお互いに惹ひかれていたんです。でも恋愛に発展したら仕事に支障が出ると思い、お互いそういう気持ちは閉じ込めていました。ですが、やっぱりわたしが副社長の男らしい包容力、実行力、優しさ、ダンディズム――」

「ゴホン」

　自画自賛がずっと続きそうなので、とりあえず咳払いで話を本筋に戻した。

「まぁ、とにかく彼のすべてを好きになって……頼み込んで付き合ってもらうことにしたんです」

　ん？　どうしてそうなった？

　しかし、こんなデマカセがお母様に通用するだろうか？

　ハラハラしながらお母様の様子を窺う。

「紘也、彼女の言っていることは本当なの？」

　急に真剣な顔で尋ねられて、どう答えたらいいのか判断できず、思わず目が泳ぐ。

「あ、えーっと――痛いっ」

　テーブルの下で、副社長に足を蹴られた。彼の顔を見ると、鋭い目で『話を合わせろ』と訴えている。

「あの、はい。実はそういうことになっていまして」

　恐る恐るお母様の顔を見ると、最初は難しい顔をしていたものの、その表情が次第に柔らかくなり、最後には満面の笑みになった。

「あぁ！　なんてことなの！　神様っ！」

　そう叫ぶと副社長の手をぎゅっと握って、目を輝かせた。

「乾さん！　本当にありがとう。こんなバカな息子と真剣に付き合ってくれるなんてっ！」

　え？　どういうことなの？　まさか歓迎されてる？

　副社長くらいになると、付き合う相手だって最上級の女性を求めるはずだ。母親が出す条件なら厳しいものに違いない。

「あの、いいんですか？　わたし……じゃない、俺たちが付き合っても」

　わたしの質問に、お母様は副社長の手を握りしめたまま答えた。

「当たり前じゃないの！　乾さんのことはお父様も褒めてらっしゃったわ。本当は自分の秘書にしたいっておっしゃってたぐらいだもの。あぁ、やっと紘也にも素敵な女性が見つかったわ。いつまでもふらふらして、のらりくらりと見合いの話からも逃げて。どうしようもないバカ息子がこんな素晴らしい人を射止めたなんて！」

「どうしようもない……バカ息子ですか？」

　思わずお母様の言葉を繰り返しながら副社長を見ると、苦虫を噛みつぶしたような顔をしてお母様をにらんでいた。

　ちょ、ちょっとそんな顔しないでほしい。わたしの印象が悪くなっちゃう。

　しかし、わたしの思いなど届くはずもなく、副社長は「お言葉ですが」と反論を始めた。

「俺……おっと、紘也さんの本当の姿は、おふくろ……じゃない、お母様がおっしゃているようなどうしようもない男性ではありません。あれは世を忍ぶ仮の姿。本当は誠実で真摯で男らしくて、色気もあって――」

「はいはい。あなたが紘也を思う気持ちは十分伝わりました。乾さん……っていうのも他人行儀ね。明日香さんってお呼びしてもよろしいかしら？」

　お母様の言葉に、副社長がニッコリ笑って「もちろん」と答えた。

「これで甲斐家も安泰ね。こんな素敵なお嫁さんがきてくれるんだもの！」

「お、お嫁さんっ!?」

　驚いたわたしが声を上げて立ち上がると、お母様はギロリとこちらをにらんだ。そして小さな子を叱るような口調でお説教を始める。

「あなた、あろうことか秘書に手を出しておいて、なんの覚悟もないわけじゃないでしょうね？　まさか今までみたいに遊びなわけじゃないでしょうね？」

「え、あ、あの……」

　遊びもなにも、わたしたちの間には実際のところ上司と部下という以外なんの関係もないのに、どうやって答えたらいいんだろう。

　お母様に攻められて冷や汗をかくわたしを、副社長がすかさずフォローしてくれたのだけれど……。

「紘也さん、お母様にきちんとお話しましょう。わたしたちが結婚の約束をしていることを」

「あ、え？　結婚!?」

　なんで、そんなこと？　まったくフォローになってないじゃない！

「そうでしょう！　やっぱり。そうだと思ったのよ！」

　副社長の言葉を聞いたお母様は立ち上がって、手を組んで神に感謝をささげている。

「神様、紘也にこんなに素敵なお嫁さんをくださってありがとうございます」

「あの――」

「さぁ！　忙しくなるわぁ」

　お母様はいきなり目を輝かせ、前のめりになって、わたしの姿をした副社長に目を向けた。

　もうこちらの言葉などいっさい耳に入らないようだ。

「明日香さん、ウエディングドレスと打ち掛け、どっちがお好み？」

「どっちも、好きです」

　女優のような作り笑いを浮かべる副社長に、あきれてものも言えない。

　なに、お母様の提案に悪ノリしちゃってるの！

「そうよね。女の子だもの、どっちも着たいわよね。わかった。わたしに任せて。それと式場は甲斐家とお付き合いのあるところに頼みますから、いいわよね？」

「はい。楽しみにしています」

　ニッコリと笑う副社長の顔が（実際は自分の顔だけど）憎らしい。

　反論しようと口を開きかけると、副社長がこちらを見てウィンクした。

　お母様は舞い上がっているし、肝心の味方であるはずの副社長もなぜだかお母様の話にノリノリで答えている。四し面めん楚そ歌かになったわたしは、盛り上がるふたりの話をただ呆ぼう然ぜんとして聞いているしかなかった。




　散々あれやこれやと話した後、お母様が腕時計を見て「あら嫌だ！」と声を上げた。

「もうこんな時間。今からお茶の先生のところに行くの、忘れてたわ！」

「タクシー呼びます」

　そう言って副社長は席を立ち、キッチンのカウンターに置いてあったスマートフォンでタクシーを呼ぶ。

　その間、お母様がこっそり顔を寄せて小声で話をする。

「あの子、お茶淹れるの下手すぎない？　秘書として完璧だと思ってたけど、案外抜けてるところがあるのね。まぁ、そこもかわいらしいわ。本当にいい子を見つけたわね」

　わたしはテーブルの上に置いてある、お母様が一度だけ口をつけた紅茶を見た。

「たぶん緊張したのだと思います。次回はちゃんと淹れてくれると思いますよ」

　きっと副社長は紅茶なんてまともに淹れたことがないんだろうから仕方ないんだろうけど。わたしの代わりをするというなら、お茶の淹れ方から特訓しないとダメだな。出社する日のことが思いやられる。

　ふとお母様に視線を向けると、さっきまでの笑顔はなく、じっとこちらを見ている。無言のまま二・三秒凝視した後、わたしの手を包み込んだ。

「事故に遭って、お互いの大切さがわかったのね。いろいろと心配したけど、こんなにいい方向に進んで本当によかった」

　慈悲に満ちた母親の顔。病室で青白い顔で心配そうにそばについてくれていたことを思い出す。

　少し涙ぐんだお母様に、罪悪感で胸が締めつけられた。

　結婚なんて嘘なのに……。

　ぐっと下唇を噛んだ瞬間、副社長が声を上げた。

「タクシー、下に呼んだ……呼びました」

「はい。ありがとう。じゃあ紘也、結婚の話進めますからね」

　そう言い残すと、お母様はすぐに部屋を出ていってしまった。

「あ～、やれやれだな」

　お母様を見送った後、副社長は大きく背伸びをして首をコキコキと鳴らしていた。

　そんな彼の前に、わたしは仁王立ちをした。

「なにが、やれやれですか！　いったいどういうつもりなんですか？」

「どういうつもりって、あぁ～あれ、結婚のこと？」

　まるで今思い出したようだけれど、それ以外にいったいなにがあるというのだろう。

「どうしてそんなに余裕なんですか！　結婚ですよ？　意味わかってるんですか？」

「乾、君ってそんなに怒れるんだな。いつも俺がなにを注文しても『かしこまりました』なんて言ってたから、なんか新鮮」

　こちらの焦りなどまったく無視で、わたしの様子を見ておもしろがっている。

「ふざけないでください！」

「ふざけてなんてない。俺と乾が結婚する。あのおふくろを納得させるには、あれが最善の策だろう？　それ以外の方法あるのか？」

「な……いですけど」

　確かに、〝結婚〟の二文字を出すとお母様は今にも躍り出しそうなくらい舞い上がり、そして颯さっ爽そうと帰っていった。

　それに、体がこんなことになってしまってなにが正しくて正しくないのか、それを判断するのも難しい。結局のところ、〝今〟を乗り切るにはこの方法しかなかったのだろう。

　とはいえ……結婚なんて。恋愛下手のわたしだって、一応女性だ。結婚に憧れだってある。

　好きな人にプロポーズされ、将来を誓い合う。明るい未来をふたりで少しずつ築いていく。そんなふうに思っていたのに……。思い描いていたものとかけ離れていて、悲しくなる。

「君も知ってると思うけど、ずっと『結婚しろ』って口うるさく言われてたんだ。だから俺にとっても都合がいい」

「都合がいい……ですか」

　自分との結婚を『都合がいい』なんて、ちょっと胸が痛い。もちろん本当の結婚じゃないことはわかっているけれど、それでも好きな人が相手だと余計に傷ついてしまう。

「面倒だよな。結婚とか跡継ぎとか。俺ってば種馬じゃねーっての」

　ソファにドカッと横たわった副社長は、腕を組んだまま天井をにらんでいた。

「大変ですね。なんだか」

　両親がおらず弟とふたりで暮らしてきたわたしには、わからない苦労だ。

「プライベートも仕事も充実して、なに不自由なく暮らしているように見えても、本当はとても大変な思いをされてるんですね？」

　わたしの言葉に、副社長がわずかに体を起こして肘枕でこちらを見ている。

「まぁな。その立場になってみないとわからないことだらけだ。君も、化粧お化けで香水ばっかりきつい女と、見合いなんてしたくないだろ？」

　化粧お化けって……。

　白塗りの幽霊みたいな女性を想像して、思わず吹き出してしまった。

「だから、俺たちの結婚話は今のふたりにとって渡りに船ってわけ。わかったか？」

「はい」

　確かに名案のような気がしてきた。いつ元に戻れるかわからないのならば、常に近くにいられる口実が必要なのだから。

「と、いうことで……さっそく出かけるぞ」

　副社長はソファから体を起こし、立ち上がった。

「え？　どこにですか？」

「どこって、買い物だよ。こんな格好でこれからどうするんだ」

　確かに、着の身着のままだったわたし。着替えなどまったくない。

「今から、わたしのマンションに取りに行きますか？」

　別に買う必要なんてないと思い、尋ねた。

「でっかい図体した君が、〝明日香〟のクローゼットを漁る姿を見て弟はどう思うだろうな」

　想像しただけでも、おかしなことになっている。

「わかりました。必要なものだけでも取り急ぎそろえましょう」

　副社長に手伝ってもらいながら着替えを済ませ、この奇妙な新しい生活の準備のためにマンションを出たのだった。










セレブ入門




　なんとか手伝ってもらって着替えたわたしは、副社長の運転する（見かけはわたしだけど）高級スポーツカーでショッピングに出かけた。一応免許は持っているものの、ペーパードライバーのわたしが運転する姿を見るのは、とても違和感があった。

　なにもかも、今までとは違う……。

　そんなことを考えていると、目的地である老舗デパートに着いた。

　しかし到着するなり、副社長が受付の人となにか揉もめ始めた。わたしは少し離れた場所でその様子を見ていたのだけれど……。

「ですからご本人様でないと――」

「だから、俺が本人……って、そうか。乾っ！　じゃなかった、副社長！」

「はい？」

　え？　わたし？

　人差し指で自分の顔をさすと、うなずいた副社長がわたしを手招きで呼び寄せる。急いでカウンターに行くと、受付の女性の顔がパッと華やぐのを感じた。

「甲斐様、大変失礼いたしました。今、担当の者をお呼びします」

　さっそく電話をかけ始めた受付の人の前で、副社長の顔はあきらかに不機嫌だった。

「今からうちの外商担当が来るから、最初にこの受付の女の教育をやり直すように注意しろ」

　小声で言われた言葉に驚く。

「嫌ですよ！　どうしてわたしがそんなこと……ご自分でおっしゃってください」

「だって見ただろ、さっきの俺を見る態度。見かけが違うからって、あんなあからさまな態度じゃ、接客業失格だ」

　ぷんすか怒っているけれど、わたしは受付の女性に同情する。

　こんなパッとしないみすぼらしい女が甲斐建設の副社長の名前を連呼したところで、ただの不審者扱いだ。きっといつも、どこへ行っても最上級のもてなししか受けたことのない副社長にはきっとわからないことだろう。先が思いやられる。

　肩を落としていると、四十代後半ぐらいの、品のある女性が焦った様子で下りてきて、わたしの前で深々と頭を下げた。どうやら外商の担当者のようだ。

「甲斐様、大変お待たせいたしました。お連れ様にも先ほどは失礼がありましたようで、申し訳ございません」

　わたしの方でなく、副社長の方へ向いてきちんと頭を下げている。

　さっきまでイライラしていた副社長も、溜りゅう飲いんを下げたようだ。

　その態度からも、彼女がすごく仕事のできる人だということがわかる。副社長の周りにはこういったプロフェッショナルな人たちばかりなのだろう。類は友を呼ぶ。まさにその典型だと思った。

「甲斐様、本日はなにをお探しでしょうか？」

「……あ、えーっと彼女の洋服を」

『甲斐』と呼ばれ慣れておらず、返事が遅れて隣に立つ副社長がコツンと足を蹴ってきた。

「かしこまりました。わたくし藤ふじ島しまと申します。本日はご満足できるお買い物ができますよう、お手伝いさせていただきます」

　藤島さんと名乗ったその女性は、初対面であるわたしの姿をする副社長に向かって、丁寧に挨拶をしていた。

「よろしく」

　尊大な態度の副社長の様子にも、ニッコリと微笑む。さすがこの道のプロだと感心した。

「ではサロンにご案内いたします」

　藤島さんに、奥まったところにあるＶＩＰ専用エレベーターに案内される。一般人はほぼ立ち入ることができないエリアだ。

　慣れないわたしは副社長の後から歩いてついていく。

　初めて案内されたサロンを、キョロキョロと見回した。何部屋かあったが、一番奥の重厚な扉の部屋に通された。おそらく一番立派な部屋だろう。使われている家具、飾られている絵画やオブジェなどからそれがわかる。

　革張りの高級ソファに案内され、緊張が増した。

「急に来て悪いね。彼女――じゃなくて、わたしに似合いそうなものを見繕って持ってきてください。普段着から少しかしこまった場所に出られるドレスも何着かお願いします」

　ド、ドレス？　そんなもの必要ない。

　ブンブンと頭を振るわたしを副社長がチラッと見る。けれど無視して担当者と話を続けていた。

「では、ご用意する間にお茶をお持ちします」

　それまで副社長と話をしていた藤島さんが、急に話をこちらに振ってきた。

「はい！　お願いします」

　突然のことで驚いて、けっこう大きな声が出てしまった。

「かしこまりました。しばらくお待ちくださいませ」

　サロンの担当者がお茶を運んできた後、室内でふたりっきりになる。

「副社長、わたし初めてです。こんなふうに買い物するの」

　出された紅茶をさっそくいただく。おそらく高級なものだろう。香りがすごくいい。

「いつもなら事前に連絡して、用意しておいてもらうんだけどな。急だったから、準備ができるまでもうちょっと待て」

　そう言ってカップを傾ける姿は、外見はわたしなのにものすごく堂々としていて、この豪華な雰囲気にも負けていない。

　感心して見ていると、カップをサイドテーブルに置いた副社長があきれたように続ける。

「なぁ、そんなことよりもその〝副社長〟って呼ぶのやめないか？」

「え？」

「これから毎日、しかも一日中顔を合わせるのに、それじゃ俺の肩がこる」

　そんなこと言われても、ずっと『副社長』だったのに、どう呼べばいいのか困る。とりあえず……失礼のないように無難な選択がベストだろう。

「でも……じゃあ、甲斐さん？」

「はぁ？　なんでそうなる!?　紘也でいいよ。俺も明日香って呼ぶ」

　そっちのほうが『なんでそうなる!?』だ。今まで『副社長』としか呼んでいなかったのに、いきなり飛躍しすぎな気がする。

「甲斐さん……」

　つぶやいたら、ジロッとにらまれた。どうやらお気に召さないらしい。

「紘也……さん」

「とりあえず合格だな」

　副社長――紘也さんはしぶしぶといった表情でうなずき、カップの紅茶を飲み干した。

　お互い、今の自分の姿に慣れるまでは時間がかかりそうだ。

　そうこうしていると、藤島さんが数人の従業員を連れて戻ってきた。それも大量の洋服と共に。どうやら婦人服フロアの担当者のようだ。ハンガーにかかった服を、わたしたちの見やすいようにてきぱきと並べた。

「こ、こんなに」

　目を見開くわたしをよそに、立ち上がった紘也さんはさっそく洋服を手にしている。

「これはダメ、これもダメ。こっちは……まぁ保留だな」

　副社長は目の前の洋服をぱっぱと仕分けしていく。しかしそのどれも原色や大胆なデザインなど派手で、わたしには似合いそうにないものばかりだ。

　真剣な顔で洋服を選んでいる副社長の腕を引っ張り小声で話す。

「どれもこれも、華美すぎます。これなんか、いいと思うんですけど」

　副社長が初っぱなに『ダメだ』と言ったグレーのツーピースを指さすと、とんでもないものでも見るような顔をされた。

「俺に、あんなダサいの着ろって言うのか？」

「シンプルでいいじゃないですかっ！　それに、副社長の選んだ服は普段使いできません。ディナーショーでも開くつもりですか？」

　小声で言い合いをしているわたしたちを、店の人が止める。

「まぁ、ご本人が気に入るものが一番ですから。一度ご試着なさってください」

　その言葉を合図に、何着かの服を持って、副社長がフィッティングルームに消えた。

　あんな高価な洋服着こなせるわけないのに。きっとガッカリして出てくるに違いない。その時に、あのシンプルだけど上品なものを勧めればいいだろう。

　ソファに座って、紅茶と一緒に用意されていたケーキをいただく。濃厚ガトーショコラに、たっぷりの生クリームをつけて頬張ると、数日間に起きた目まぐるしい日々の疲れがほんのわずか癒されるようだ。

「はぁ……おいしい」

「よければ、おかわりをお持ちしましょうか」

　ニコニコと微笑む藤島さんは、話をしている感じから副社長とは長い付き合いのように思えた。

「いえ、これでけっこうです。ありがとうございます」

「左様でございますか。本日はあと、バッグとアクセサリーのご準備をしておりますので、先にご覧になられますか？」

「え？　そんなに？」

　彼女が手を差し出した方に視線をやると、いつの間にか新たな商品が並べられていた。

「はい。お気に召すものがありましたら、おっしゃってください。後ほどご自宅にお届けすることも可能です」

「そ、そんなにたくさんは大丈夫ですから！」

　おそらくどの商品ひとつとっても、わたしのお給料では手の出ないような高級な商品だ。恐れ多い。

「すみません、甲斐様がご家族以外の女性の方に贈り物をするのは久しぶりでしょう。わたくし、つい張り切ってしまいました」

　彼女の言葉に引っかかる。

「久しぶり……でしたか？」

「はい。わたくしの記憶が正しければ、三年ほどは女性へのプレゼントのお買い上げはありませんでしたよ。お忘れですか？」

　不審がられてはいけないと思い「そうでしたね」と答えたが、腑に落ちない。

　秘書になって三年間、いくつもの恋の噂があったのに、その誰にもプレゼントをしてこなかったってことだろうか。付き合っていれば、誕生日やクリスマス、いろんな記念日にプレゼントを渡す機会はいくらでもあっただろう。

　もしかして、副社長ってケチなの？　いや、そんなはずはない。秘書課の女子会や忘年会など、いつもこっそり支払いを済ませていたり、成績優秀な社員にはポケットマネーで贈り物をしたりもしている。きっとこのデパートを使ってなかっただけだ。

　墓穴を掘って失礼なことを口走ってはいけないので、ニッコリと笑ってごまかした。

　ちょうどいいタイミングで、副社長の着替えが終わったようだ。

「どうだ？」

「え……わぁ、素敵！」

　思わず口元に手を持っていき、感嘆の声を上げた。その姿が鏡に映り、あまりにも女らしくて慌てて手を膝に戻した。

　危ない、危ない。

　姿勢を正したわたしの前で、副社長がクルリと一回転してみせた。

　深い海の色のような濃いブルーのドレスは胸元のドレープが上品だ。きちんと体にフィットしていて、くるぶし丈で揺れるスカートの裾のカットが美しい。

「よくお似合いですね」

　藤島さんの言葉に、力強くうなずいた。いつものわたしなら絶対に選ばない色と形のドレスだ。

「完璧だと思わないか？」

　副社長は腰に手を当てて、ご満悦の表情だ。

「確かに、すごく素敵です」

　隣に立ってマジマジと見つめていると、顔を寄せて小声で話しかけてきた。

「俺の見立てに狂いはなかったな。ずっと思ってたんだよ。君はもっと洋服で冒険してもいいって。だから今日は俺が満足するまで買い物するから、覚悟しておけよ」

「え、でも――」

　わたしがまだ話しているのを無視して、さっさとフィッティングルームに消えていってしまった。




　そこからはもう副社長の独壇場で……車のトランクにはいっぱいの紙袋が積まれ、地下の駐車場ではデパートの社長まで見送りに来るほどだった。

　ミニスカートにサングラス姿の副社長が運転する車が駐車場を出る。ご機嫌な彼は鼻歌交じりに楽しそうにハンドルを握っていた。

「あんなに買わなくてもよかったんじゃないですか？」

　わたしは最初こそは、普段足を踏み入れない高級感あふれる空間に興味津々だったけれど、すごい値札のついた洋服が積み上げられていくのを見るにつれて、恐れ多くなりげっそりしていった。

「どうして？　どれもよく似合ってただろう？」

「確かにそうですけど……わたしのためにあんまりお金を使わないでください。なんだか申し訳なくて」

　入れ替わってしまって以降、副社長におんぶにだっこだ。決して望んだわけではないけれど、マンションにも住まわせもらうことになっている。この上必要のないお金まで遣わせるのは申し訳ない。

「別に俺が好きでしてることだ。今、君の体は俺のものだから、俺の好きな格好をさせてもらう。それに、君にはキレイに着飾る価値があると思うよ」

　運転をしながら、さらりと言われた。

　お世辞か、わたしを納得させるために適当に言った言葉かもしれない。けれどわたしにとっては、まるごと自分が肯定されているような気がして、心が温かくなった。

「とにかく君と俺は一心同体なんだ。何度も言うが、悲観的になっても仕方ない。今のこの状況を楽しもう」

　いきなりそんなふうには思えない。どう考えても異常事態だ。けれど副社長の言葉を聞くと、不思議と恐怖や戸惑いが薄れていくような気がした。

　たとえ姿が変わっても、甲斐紘也は、甲斐紘也なのだ。

　そしてわたしの中の彼への思いも変わらない。いや、むしろ共に過ごす時間が増えたことによって、諦めようと思っていた彼への思いが余計に強くなるのを感じていた。
















第三章










受難に継ぐ受難――ｓｉｄｅ紘也




「ぎゃぁあ～」

　男の野太い声で乙女チックな悲鳴が聞こえる。

　おいおい、何度目だよ。次はいったいなにが起こったっていうんだ。

　やれやれと思い寝室から出ると、明日香も自分の部屋から飛び出してきた。顔がん面めん蒼そう白はくで涙目のまま俺に訴えかける。

「こ、ここ……これどうすれば……」

　内股でモジモジしている。彼女が指さしているのは……。

「ああ、朝勃――」

「きゃあーー！　言わないでいいです。言わないでっ！」

　青かった顔を赤くして、耳をふさいでいる。どうやら事情は把握したようだ。

「とにかく生理現象だから、出せば治まる」

「だ、出す!?」

　なにか勘違いしたようだ。顔どころが首まで赤い。

「なに考えてるんだよ。スケベ。トイレに言って用を足せば治まるから。ほら、行ってこい」

「わ、わかりました！」

　弟がいるのに、そういうことなにも知らないんだな。小走りでトイレへ駆けていく姿は、とても甲斐建設の副社長の姿だとは思えない。今日から出社する予定だが先が思いやられるな。

　しかし、あの取り乱した姿……思い出すだけで笑える。いつもはなにか問題が起きても冷静に対処していた明日香が、さすがに今回のことはそうもいかなかったらしい。彼女の新しい一面が見られたと喜ぶのは不謹慎だろうか。

　冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを取り出し、ゴクゴクと半分ほど飲んだ。ひと息ついて、改めて今日までを思い返す。

　あの事故の時、急ブレーキの音に次いで、体に大きな衝撃が走った。とっさに隣にいた明日香を抱きしめ思った。

　どうか、彼女だけでも無事でいてほしい。

　生まれて初めて神頼みをした。その思いが通じてか……結果、お互いの体が入れ替わってしまうという事態になってしまったのだが。

　けれどお互い生きて、こうしてふたりでいる。その事実だけでも感謝したかった。

　それに、こうなった相手が彼女でよかったと思う。おかげで、今までよりも多くの時間を明日香と過ごすことができるのだから。

　これは、気持ちを伝えることができずグズグズしていた俺に対しての、天からの罰かそれとも褒美なのか。

　考えても仕方のないことだと思い、残りの水を飲もうとすると背後から声がかかった。

「わたしにも、お水ください」

「いいけど、またトイレに行きたくなるぞ」

　意地悪くそう言うと、彼女はさっと手を引っ込めた。

「やっぱり、我慢します」

「嘘だって。それに、トイレぐらい慣れろ。ほら、飲め」

　おいしそうに水を飲む姿は、間違いなく俺なんだけれど、それでもその仕草はやっぱり明日香のもので、思わずじっと観察してしまう。

　飲み終わった彼女が、自分を見つめる俺を不思議そうに見返す。

「とりあえず、さっさと着替えるぞ。とりあえず、お前の準備から手伝ってやる」

「はい。お願いします」

　クローゼットに向かうと、明日香は俺が普段よく着ているスーツを手にしていた。

「これでいいですか？　このスーツカッコいいなって思ってたので」

「あぁ、俺も気に入っている」

　彼女はニコニコ笑うと、引き出しからネクタイを選び始めた。

　なんてことのない会話なのに、この光景に心が癒されるような気がした。




「なんで、俺が電車で通勤なんてしなくちゃいけないんだよ……」

　満員電車に揺られながら、やっとの思いでつかむことができた吊つり革かわを握り、悪態をついた。こんなすし詰め状態の電車に乗るなんて、いつぶりだろうか。

　――いつもどおりの時間に運転手が迎えの車を寄こしたが、当たり前のようにそれに乗り込もうとする俺を明日香が止めた。

『紘也さん、あなたは今、秘書の乾 明日香なんですよ。それが副社長の車で一緒に出勤だなんてありえません』

『じゃあどうしろと？』

　尋ねた俺に彼女がパスケースを渡す。

『これを使って電車で向かってください。では、そろそろ出発しないと秘書課のミーティングに間に合いませんから、急いでくださいね』

　まるでいつも俺のスケジュール管理をしていた時のように言い放ち、自分は迎えの車に乗り込んで出勤してしまった。

　取り残された俺は仕方なく最寄り駅に向かい、電車に乗り込んだのだ――。

　絶対、根に持ってるな。あんなに怒らなくてもいいのに。

　電車が揺れるたびにギュウギュウと四方八方から押されながら、朝のちょっとした出来事を思い出す。

　――俺の選んだ服で出勤しようとしたら、ひどく慌てた様子で止められた。

　胸元の大きく開いたカットワークが美しい桜色のブラウスに、鮮やかなピンクのフレアスカート。自分で言うのもあれだが〝今の〟俺に似合っている。

　しかし、明日香は気に入らなかったようで、無理やり服を脱がされそうになり抵抗した。普段地味な服ばかり着ていてもったいないと思っていたんだ。俺が中身の間くらいは俺好みの服を着せたい。

　しかし『このままだと仕事に行かない』などと、今までの明日香からは想像できない子供のような（しかし大打撃の）脅しを受けて、しぶしぶ着替えると、今度は下着までダメ出しされた。

　ちょっとばかり布面積が少ないだけなのに、いったいなにが問題だというんだ？　いいだろ別に、好きな女に自分好みの服を着てほしい。そんなかわいい男心なのに。まぁ、着るのは俺自身なのだけれど。

「はぁ」と大きなため息をついた時、太ふと腿ももの辺りに違和感を覚えた。

　なんだこれ、なにかが……もしかしてっ！

　そう思った時に、その違和感が確信に変わる。

　痴漢だ。

　ぞわぞわとした悪寒が背中を駆け抜ける。チラリと後ろを見ると、五十代ぐらいのサラリーマンが顔をそむけて立っていた。しかし妙に鼻息が荒い。

　くっそ、汚い手で明日香の体に触りやがってっ！

　瞬時に怒りが頂点に達した俺は、思わず地を這はうようなドスの効いた声を上げた。

「汚い手で触ってんじゃねーぞ、クソジジイ」

　途端に痴漢がビクンと体を揺らした。そして恐る恐るこちらを見る。

　思いっきりにらみつけてやると、「ヒッ」と小さな悲鳴を上げ、手を引っ込めようとしたので思いっきりつかんでひねり上げた。

　その時、電車がちょうど駅のホームに到着し、男はつかまれていた手を振り切って逃げ出した。

　女の体じゃ、あの程度の男の腕を捕まえておく力もないのか。

「逃げるな！　くそっ」

　追いかけて捕まえようと思った時、明日香の『ミーティングに間に合いませんから、急いでくださいね』という言葉が頭に浮かび、電車にとどまった。

　けれど、時間が経つほどふつふつと怒りが大きくなる。同じ電車に乗っていた乗客にチラチラとこちらに視線を送られて、バツの悪い思いをしながら、会社まで耐えたのだった。




　会社に到着して、この不快極まりない出来事を、先に副社長室で書類の整理をしていた明日香に話した。

　今日からこの部屋の主は明日香だというのに、俺が到着するとコーヒーを淹れてくれる。いつもの癖なんだろう。

「女性専用車両に乗らなかったんですか!?」

　驚いた顔の明日香を見て、『あぁ、その手があったか』と思った。

　女って大変なんだな。出社してこれから怒ど涛とうの一日が始まろうとしているのに、既にこんなに疲れてしまった。とにもかくにも、今日から俺の〝乾 明日香〟としての日々が始まる。どうにかやりこなさなくては。

　ソファに座ってコーヒーを飲んでいる俺の前に、明日香が緑茶、紅茶、そしてコーヒーのセットを並べ始めた。

　お茶会でも開くつもりか？

「大変失礼なのですが、副社長がお母様にお淹れになった紅茶、ひどいものでした。ですから、これから最低限のお茶の淹れ方をお教えいたします。その後、秘書室のルールや――」

「はぁ？　それは秘書の……って、俺が秘書か」

　頭をかきながら、明日香のレクチャーを頭に叩き込む。無駄に思える細かな決まりが多くてうんざりするが、彼女にとっては――今日からは俺だけど、これが大切な仕事なのだ。

「とりあえず、最初の難関は秘書課のミーティングです。これをつけてください」

　差し出されたのはマスクだ。

「重ね重ね失礼ですが、紘也さんは少々口が過ぎることがありますので」

　これで黙っていろということか。

「最初に喉を痛めていると言ってくだされば大丈夫だと思います」

「考えたな」

「秘書課ではなにかあれば石いし丸まるさんに頼ってください。彼女は少々噂好きのうっかりさんですが、仕事はできますし素直でいい子ですから」

　石丸さんか……確か、明日香の三年後輩だから二十四歳か。グループ秘書として、評判もなかなかよかったはずだ。小さくてよく動き回るから、役員たちが『シマリスみたいだ』って、かわいがっていたな。

「わかった。とりあえず行ってくる」

　立ち上がった俺を明日香が心配そうに見つめてくる。

「そんな顔しなくても大丈夫だ。俺のほうがお前よりも社歴が長いんだぞ。俺を誰だと思っている」

　そう言った俺に、彼女は既に眉をひそめている。

「はい、存じ上げております。しかし今日からは副社長〝甲斐紘也〟ではなく平社員〝乾 明日香〟ですので、まずは『俺』ではなく『わたくし』に改めてくださいね」

「わかった、わかった！　行ってくる」

　普段物静かな明日香が、ここまで口うるさく言ってくるってことは、相当心配しているってことだろうな。

　副社長室を出て廊下を歩いていく俺を、彼女は不安そうに見送っていた。




　総務部に属する秘書課は、役員フロアの一角にある。男性よりも女性が多い部署なので、小さいけれど華やかだ。

「おはようございます。乾さん、お体はもう大丈夫なのですか？」

　さっそく、さっき話題に出た石丸さんが話しかけてきた。小さな体でちょこまか動く姿は、なるほどシマリスだ。

「あぁ……おかげさまで。かすり傷程度だったから。ただ少し喉の調子が悪いだけ」

　実際のところは、医者でも治せない事態に陥っているけどな。

「よかったです。心配したんですよ」

「ありがとう」

　ミーティングが始まる気配がして、奥に向かい上座に立った。

　すると驚いた顔の石丸さんが、急いで俺の手を引っ張る。

「そこは秘書課課長が立つ場所です。どうしたんですか？　事故のせいでいろいろ忘れちゃったんですか？」

「あぁ、そうだった」

　長年培ってきた癖というのは怖いものだ。とりあえず石丸さんの横に立ち、課長が入ってくるのを待つ。

「やっぱりさっき副社長がおっしゃっていたのは本当のことなんですね」

　心配そうな顔をして、小さな声でささやいた。

「え？　アイツ……じゃあなかった、副社長がこちらにみえられた？」

「はい、朝のずいぶん早い時間に。わたしが給湯室の掃除をしていると、『乾さんのこと、事故後でいろいろ大変だから、頼む』って。本当に素敵な上司ですよねぇ。わたしも副社長の元で働きたい。あんなにカッコよくて紳士で仕事ができて、乾さんうらやましいです」

「だろ？」

　そうだ、そのはずだ。なのに明日香ときたら、まったくそんな素振りも見せず、いつも淡々と仕事をこなしている。俺に夢中になられて仕事ができなくなるのも困るが、三年も経てばそろそろ俺の気持ちを察してもいいころだと思うんだがな。

　ため息をついたと同時に、秘書課の課長が部屋に入ってくる。五分の遅刻だ。

　重役付きの秘書がこんなことでは示しがつかない。ひと言……言える立場ではないので、後で明日香から注意させよう。

　そうしてミーティングが始まる。今週いっぱいの重役のスケジュールの調整だ。みな聞き漏らさないように真剣に話を聞いている。感心だ。

「おい、乾。お前、メモも取らずになにをしている。病み上がりだからって、出社している以上はしっかり働いてもらうぞ」

　秘書課課長は、副社長の俺に反発する専務派だ。だから以前から明日香に対しての厳しい態度も少し気になっていたが、こんな細かいところまでグチグチ言うのか……。

　それまで黙って聞いていたが、我慢ならずにマスクをとって応戦する。

「お言葉ですが、課長がおっしゃったことはすべて頭の中に入っています。それよりも、水曜日の社長の予定は先週中に先方の都合で来週に変更になって、代わりに監査法人との面談の予定になっているはずです。副社長は同席する予定になっておりますが、専務は違ったのでしょうか？　まぁ数字に弱いですからね、専務は……おっと失礼いたしました」

　イライラ任せに、つい思っていたことを口にしてしまった。一瞬場が凍りついて、まずいと思う。

　しかし小さなクスクス笑いが周囲から起こり、課長もバツが悪くなったのか、ゴホンと咳払いをして「静かに」とだけ言って話を続けた。最後までこちらをじっとにらみつけながら。




　はぁ、最悪だな。

　ミーティングの後、課長に残されてネチネチと絞られた。『こんなくだらないことで時間をとるくらいなら、もっとまともな仕事をしろ』と言いそうになったが、今の自分が副社長でないことを思い出しぐっと我慢した。

　副社長室に戻る前に、誰もいないことを確認して女子トイレに向かう。姿形は女性でも、やっぱりなんだか悪いことをしているような気になってしまうからだ。

　個室に入り、とりあえずひと息ついた。

　こんなに張り詰めた気持ちで職場にいるのはいつぶりだろうか。

　そんなことを考えていると、外から数人の女性の声が聞こえてきた。

　やばい。出るに出られないな。

　結局いなくなるまで、個室で待機することにした。

「乾さん、復帰してましたね」

「目障りなのがいなくて、せいせいしてたのに。あのまま辞めてくれればよかったのにね。あんなに辛気くさい女が秘書課にいること自体が間違いなのよ。副社長も今ごろ、後悔してるんじゃないの？　絶対そうよ」

　勝手なこと言うなよ。俺がいつそんなこと言った？

　噂話にイライラしても仕方がない。仕事をしていれば、根も葉もないことを言われるのはよくあることだ。わかっているけれど、自分のことでなく明日香のことだと思うと、怒りが抑えられない。

「あのまま辞めていれば、わたしが副社長の秘書になったかもしれないのに――」

　――バンッ！

　個室のドアを思いっきり開けた。大きな音に、それまでベラベラとしゃべっていた秘書たちの会話が止まる。

「い、乾さん」

　本人がいるとは思わず話をしていたせいで、動揺しているのがわかった。そこにすかさずつかつかと近づき、化粧中の彼女たちの前に立ちにらみつけた。

「その口紅の色も、マスカラでバサバサのまつげも、何重にも塗りたくった地層になっていそうな顔も、全部副社長のお嫌いなものばかりですね。彼の秘書になりたかったら、まずはメイクから変えるべきでは？　まぁ、素材に問題があればそれも厳しいでしょうけれど」

　手を洗いながら言い放つ。

　相手はいきなりのことで驚いて言葉にならないようだ。

「では、失礼します」

　ニッコリと微笑み、トイレの出口に向かう。扉が開く瞬間、女性の金切り声でなにか言っているのが聞こえたが、それを無視して廊下に出た。

　社員やマスコミから、あらぬ噂を立てられることは慣れている。そういった輩は無視するに限る。理解しているけれど、今回はどうにも我慢ができない。

　イライラしながら廊下を歩いていると、「乾さん」と呼び止められた。まだ呼ばれ慣れておらず、気がつくまで数歩歩いたがハッとして足を止めると、パタパタと小走りで追いかけてくる石丸さんがいた。

「これ、副社長から頼まれたものです」

　ファイルの束を手渡された。

「ありがとう」

　受け取った後も、彼女は一緒に歩き出して小声で話しかけてくる。

「あの、この前参加した合コンの相手覚えてますか？」

「合コン!?」

　アイツ、そんなものに参加してたのか。いったいいつの話だ。

　焦りと怒りでついカッとなってしまった。ひと呼吸して話を続けた。

「そんなことあったかしら？　で、その合コン相手がどうしたの？」

「『四よつ葉ば商しょう事じ』の方。ほら、眼鏡で背の高い知的な感じの人」

　しれっと話を聞き出そうとすると、ペラペラと情報提供してくれる。

　明日香が言うとおり、この子は本当に素直でおっちょこちょいなんだろうな。

「あの人がどうしても乾さんの連絡先を聞きたいって言ってるらしくて、教えてもいいですか？」

「ダメだ！　絶対ダメだっ！　……いや、ダメよ。興味ないもの」

「え？　あんなにイケメンエリートなのに!?」

『イケメンエリート』だと？

　途端に対抗心がむくむくと大きくなる。

「それって、うちの副社長よりも、いい男？」

「え？　覚えてないんですか？　それにどうして今、副社長の話が出るんですか？」

　石丸さんはきょとんとして首をかしげている。

「いいから、副社長とその四葉商事の男、どっちがイケメンだと石丸さんは思う？」

「そりゃ、うちの副社長でしょう」

　そうだろう、そうだろう。

　内心ほくそ笑む。

「でも、四葉商事の彼は誠実そうでしたよ。副社長と違って」

「はぁ？　俺だって……いや、副社長も誠実ですよ？」

　思わず引きつりそうになる顔をなんとか耐えた。

　社内の噂ではあまりよく思われていないのも知っていたが、明日香を秘書にして三年間、修行僧のような生活を送ってきたのに、まだその噂が生きていたとは。人の噂も七十五日とか、完全に嘘だな。

　仕事上の付き合いで、いろんな人を紹介される。大勢との食事でも一瞬の隙をついて、モデルだの女優だのが言い寄ってくる。火のないところに煙は立たないなんて言うが、火がなくても、もうもうと煙を立てるのがマスコミというもの。

　彼女たちも『お友達です』と言葉を濁し、否定も肯定もせずその煙の中で高笑いをするのだ。一時的にでも週刊誌に載ることで露出が増えるのが目的なのだろうが……そんな女相手に俺が本気になるはずなどない。

「あはは……もう冗談言って！　でも、今回は彼に諦めてもらいましょうか。乾さん、あんなイケメンの副社長と一緒にいたら、他の男なんて目に入らないでしょう。それに、仕事ひと筋ですもんね」

「えぇ、そうなの。丁寧にかつ〝しっかり〟お断りしておいてね」

　人差し指を彼女の顔に突きつけ、念を押した。

「はい。では、失礼します」

　石丸さんはこちらに来た時と同じように小走りで去っていった。

「はぁ……アイツもいろいろ大変だな」

　女の世界って、こんなにやっかいなんだな。俺の秘書になった時に嫌がらせの類を受けていたのは知っていたが、三年経過して彼女の実力が俺だけでなく周囲にも認められた今でも、こんなに風当たりが強いとは予想外だった。

　いつも冷静に、そして時に笑顔で仕事をこなす彼女の置かれている立場を、こうやって入れ替わってやっと理解したように思う。

　その時、スーツのポケットに入れているプライベート用のスマートフォンが震える。ディスプレイには明日香の名前。

　お互い、私物のスマートフォンは入れ替わる前のものを持ったままにしている。それぞれのプライバシーを守るため、初日にそうすることに決めたのだ。

「もしもし」

《副社長、大変です。社長が今から副社長室に来られるそうです。早く戻ってきてください》

　どうやら急な予定にパニックになっているようだ。散々〝紘也〟と呼ぶように訓練させたのに、呼び方が〝副社長〟に逆戻りしている。

　いや、今はとにかく急いで帰らなくては。

　慣れないヒールによろめきながら、大股で副社長室に向かったのだった。










そしてまたキス




　副社長として会社に復帰してから、二週間が経った。いまだに彼として振る舞うことに慣れず、一日中神経をすり減らす毎日だ。

　副社長室にふたりっきりでいる時は、わたしは秘書として彼のサポートをしている。デスクももちろん以前のままのを使っていたのだけれど、急に秘書課課長が副社長室に来た時に見つかってしまい、わたしの姿で副社長用の立派なデスクで仕事をしていた紘也さんは、こっぴどく怒られていた。

　対外的な仕事に関してはわたしがこなすのは少々難しく、〝事故の影響〟という名目で（まぁ実際事故が原因なのだけれど）、紘也さんのお父様である社長がこなしてくれている。

　とりあえずはなんとかなっているというところだが、首の皮一枚でつながっている感じでわたしは常にびくびくしている。それなのに、彼ときたら……。

「ふぁあ～、なぁ、この引き出しに入ってるチョコレート食べてもいいか？」

　課長に見つかってからは、彼がわたしのデスクを副社長室に移動させて使うようにしていた。二段目の引き出しを開けて、チョコレートを取り出して食べ始めている。

「まだ、いいって言ってないですけど」

「うまいな。もう一個」

　ぽいと口に放り込むと、彼はいきなりパソコンの画面に集中し始めた。どうやらスイッチが入ったみたいだ。

　わたしが周りにびくびくしながら過ごしているのに対して、紘也さんは既に乾 明日香でいることに慣れたのか、のびのびと生活しているように見えた。

　とっくに仕事のペースは事故の前と同じになっているし、もともと人を使うのが上手な彼は、どの仕事においても各部署で信頼のおける人間にうまく任せていた。よって、会社での仕事は問題ない。

　彼は『俺がいなくても、会社は回るな』なんて言っていたけれど、そんなことはない。彼の脳内で描いたことを、華麗なる采配で各部署に回す。それができるのは、見かけはどうであれ、やはり彼が〝甲斐紘也〟であることの証明のように思えた。

　そんな彼の役に立っていないと思うと、落ち込みが激しくなる。なるべく考えないようにして、わたしにできる範囲で彼のサポートを頑張った。




　社内会議をなんとか腹話術戦術――わたしのタブレットに副社長からの指示がメールで届き、それをあたかも自分の考えのように読み上げるというもので――乗り切った後、くたくたになって副社長室に向かう。紘也さんは秘書課に寄っていくと言ってその場を離れたので、ひとりで戻っていた。

「副社長！」

「ひぇ!?」

　社員に見つかって話しかけられるとボロが出る可能性があるため、人目につかないように非常階段を使っているのに、いきなり声をかけられて驚いてしまった。顔を上げると、上から掃除のおばちゃんが駆け下りてくるのが見えた。

「副社長！　事故に遭われたと聞いて心配していたんですよ。復帰されたと聞いてはいたのですが、ここのところ姿を見かけなかったので、お元気ですか？」

「え、あぁ。はい」

　不意のことで戸惑った。

　掃除のおばちゃんとこんなふうに話す仲なの!?

「先日はうちの娘の結婚式に電報までいただきまして、ありがとうございました」

　え？　わたしが手配した記憶がないから、きっとご自分でなさったのだ。

「お、おめでとうございます」

「はい。娘もとても喜んでいました。本当にありがとうございます。これからも一生懸命このビルを磨き上げていきます。あなたのような方が、この甲斐建設の立派な人でよかった。では、失礼します」

　おばちゃんはバケツを持ち直すと、頭を下げて階段を下りていった。

　確かに紘也さんは、どの社員にも気さくに話かける。しかし直接業務に関係のない人にまでとはさすがに予想外だった。

　どんな仕事をしている人でも、うちの会社の社員を大切にしているのだ。彼は仕事に優劣は決してつけない。それは人に対しても同じだ。

　やっぱりすごいな……。

　憧れの人に入れ替わって、ますます彼のすごさを思い知る。それと共に、自分の至らなさを痛感するのだけれど。

　いろいろと考えながら副社長室に戻り、やっとひと息つけると、持参しているタンブラーでジャスミンティーを飲んだ。

　もうひと口。そう思った瞬間、ノックもなく扉が音を立てて開き、思わずむせてしまう。

「ごほっ……ごほ」

「やっと捕まえた！　紘也っ！」

　咳き込みながらも、入ってきた人物を見てますます驚いた。

　うちの会社のＣＭにも抜擢されている、今売れっ子の人物。モデルのＡＫＩＫＯだ。胸まである黒いつやつやのストレートヘアをかき上げて、こちらに歩いてくる。

　ホルターネックのぴったりとした白いミニ丈のワンピースは、凡人には着こなせない。しかし身長が百七十センチ以上で九頭身を誇る彼女にはよく似合い、彼女自身の美しさを引き立てていた。

　大きな瞳は長いまつげと太い黒のアイラインで妖艶さを増している。高いピンヒールを履いているので、今のわたし（副社長の体）と身長は数センチしか変わらないはずだ。

　そんな彼女ににらみつけられて、うろたえてしまった。

　彼女がどうしてここに？

　その疑問は、すぐに詰め寄ってきた彼女によって答えられた。

「どうして、まったく連絡をくれないの？　わたし、こんな侮辱を受けるの、初めてよ」

　ネクタイをつかまれて、彼女のキレイな顔が近づいてくる。美人の怒った顔は迫力だ……なんてどこか他人行儀に考えてしまう。

「わたし、あなたと付き合っているつもりだったけど、どうやら勘違いだったようね」

「そうだったんですか？」

　純粋に驚いて口にした言葉。それを聞いた相手は怒り心頭だ。

「そう、そういうことね。今のでよくわかったわ、あなたがわたしに興味がないこと」

「いや、違うんです。そうじゃなくて」

　慌てて否定する。

　紘也さんと彼女が付き合っているのならば、きちんと釈明しなくちゃならない。けれど、そんなわたしの言葉に彼女はまったく聞く耳をもってくれなかった。

「何度か食事に行っただけの女からの連絡はすべて無視するなんて、いい度胸よね？他の女は黙っていたかもしれないけど、わたしはコケにされて泣き寝入りするような女じゃないの」

　清純派で売っているはずの彼女が、般若の形相でにらみつける。イメージとのギャップに恐れおののく。

「いえ、あの、誤解なんです。そもそもわたし、あなたのことよく知らなくて――」

　言葉にして、『しまった』と思った。が、時既に遅し。

　――バッチーン！

　大きな破裂音と共に、頬に衝撃が走る。目の前に火花が散ってチカチカした。

「最低！　このわたしに手も出してこないなんて、不能なんじゃないの!?　そんな男、こっちから願い下げよ」

　痛みと迫力に押されて言葉が出ず、口をパクパクとするしかできない。

　そんな態度のわたしにますます怒りを大きくしたＡＫＩＫＯさんは、もう一度ネクタイをつかみ直すと、ぐいっと顔を近づけてきた。そしてニヤッと笑った、次の瞬間……。

「んーーっんんんっ！　ぶはっ」

　濃厚な香水の香りを伴って、官能的な唇にキスされた。ぐいぐいと唇を押しつけられ、わたしは目を白黒させる。

　ほんの数秒だったけれど、その衝撃たるや、わたしの頭を真っ白にした。

　片や、目の前の彼女は満足そうに微笑んだ。

「最後にキスくらい、いいでしょう？　ごちそうさまでした」

　ニコッと笑う姿は、先ほどまでの般若の姿など想像できないほど美しい。これが芸能人というものなのか。

　カツカツとヒールの音を響かせて、来た時と同じように扉の派手な音を立てて出ていった。

　ほんの数十分の嵐のような出来事に、呆然とするしかない。

「キ、キスされた。女の人に」

　先日は紘也さん、今回はモデルのＡＫＩＫＯ。どちらも他人からすればうらやましがられるかもしれないけど……わたしはまともなキスもできないのか。

　抜け殻のようになったわたしは、しばらく椅子に座ったままだった。

　すると廊下からバタバタと誰かが走ってくる音がして、またしても扉がバーンと開け放たれた。こうも日に何度も乱暴に開けられる扉の耐久性が気になるところだ。

　焦った様子で入ってきたのは、紘也さんだった。

「おいさっき、モデルのＡＫＩＫＯがそこに……って、もう遅かったか」

　わたしのぶたれて赤くなっている頬と、真っ赤な口紅がべっとりとついた唇を見て、彼は頭を抱えた。この状況でいろいろ察したに違いない。ゆっくりと近づいてきて、わたしの顔をのぞき込む。

「とりあえず冷やしたほうがいいな」

　そう言って部屋を出ていった彼は、冷却材を持ち戻ってきた。

　そのころにはようやく現実世界に戻ってきたわたしは、やっとまともに口をきくことができるようになっていた。

「痛むか？」

　紘也さんは心配そうにわたしの顔をのぞき込みながら、頬を冷やしてくれる。吐息がかかるほどの近い距離にドギマギしてしまう。

「あの、自分でできますから」

　冷却材に手を伸ばしたが、彼はそれを拒んだ。

「じっとして。俺の大事な顔に傷でも残ったら大変だろ？」

　肩をすくめてみせる彼に、ちょっとがっくりしてしまう。

　結局そこなの？

　しかしそんな言葉とは裏腹に、彼の表情はわたしを真剣に心配している。

「悪かったな。こんなことになって」

　赤くなった頬に、そっと手を触れられ労るようになでられる。

「大丈夫です。向こうは女性ですし」

「そうか……これくらいなら赤味もすぐに引くと思う」

　じっと見つめられて、自分の顔なのにドキドキしてしまう。なんだかいたたまれなくなってしまい、ＡＫＩＫＯさんが言っていた気になることを聞いてみた。

「紘也さん、あの方とお付き合いされていたんですか？」

「あ。いや、そんな事実はない」

　間髪入れずに否定した。ちょっと不機嫌そうなのはどうしただろう？

「でも、彼女はそのつもりだったみたいですよ。わたしと付き合っていて手を出さないなんて……いや、やめておきます」

　彼女の言葉のとおりを伝えようとしてやめた。だって、そんな上司のプライベートすぎる話題には触れないほうがいいと思ったから。

　でも、彼はそんなこと許してくれない。

「なんて言ってたんだ？　ほら、言ってみろよ」

　ぐいっと鼻先まで迫られて、その迫力に気圧される。

「いや、あの、その……」

　そのままストレートに言うことがはばかられて、口ごもってしまう。

「いいからはっきり言えってば」

「えっと……不能なんじゃないかって……」

　ごにょごにょとごまかしながら告げたけれど、しっかりと彼の耳には届いていたようだ。

「はぁ？　この俺が不能だと!?　そんなわけあるか、明日香だって知ってるだろ、今朝だってギンギ――」

「ストーップ！」

　わたしはそれ以上聞いていられずに、耳をふさいだ。

　紘也さんは髪をかき上げて、怒りを治めるためか「ふー」と大きく息をひとつ吐いた。

　その様子を見て、わたしが耳をふさいでいた手を元に戻すと、彼は話を続けた。

「彼女とは本当にそういう関係じゃないんだ。仕事上付き合いがあるから、何度か食事しただけ」

「そうだったんですね」

　そう納得したように答えたものの、仕事の関係だけなら、ふたりっきりで食事なんてするだろうか。ましてや〝何度か〟なんてこと……。釈然としない。

「本当だって。確かに向こうはその気があったんだと思う。だけど俺はそういう付き合いはできないから、単なる仕事相手として彼女には接していたつもりだ。誤解させた俺も悪かったんだろうけどな」

「事情はわかりました。痛みも引いてきましたし、もう気にしないでください」

　けれど、紘也さんはまだ納得していないようだ。

「まだ疑っているだろ？　もしかして、俺がいろんな女と遊んでるっていう噂、君も信じてるわけ？」

「まぁ、その……あれだけ週刊誌などで騒がれたら、否応にもそう思ってしまうというかなんというか」

　正直な気持ちを伝えると、彼はがっくりと肩を落とした。

「三年間、俺の秘書をしていて、気がつかないか？　そんなに遊んでる暇なんてなかったはずだ。それに、昔は確かにそういう時期もあったけど、ここ数年は誓って女性との深い関係はないから」

　確かに、わたしが秘書になってからはずっと忙しくされていた。休日も接待だったり、出勤していたりも多く、夜もずいぶん遅くまで仕事をしていた。考えてみれば彼の言うとおりだ。

「そうでしたよね。すみません、変なふうに誤解していて」

「いや、わかればいいんだ。わかれば」

　言いたいことを言ってすっきりしたのか、紘也さんはデスクに戻り、再び引き出しからチョコレートを取り出して口に放り込んだ。もう、わたしに許可も求めてこない。

　そして切り替えの早い彼は、わたしが先ほど用意した新規のリゾート開発の資料に目を通している。その様子からは、噂のようなチャラチャラした様子など微み塵じんも感じられなかった。

　わたしはいったい今まで彼のなにを見ていたのだろうか。こうやって真剣に仕事に取り組み、会社と社員を大切にする人だということはわかっていたはず。だからこそ彼に惹かれ、ずっと片想いを続けてきたのだ。

　それと同時に、これ以上恋心を大きくしないために、彼が女性にだらしないと思い込もうとしていたのかもしれない。そうすれば、自分には合わないからと言い訳ができるからだ。そもそもわたしなんか見向きもされていないのだけれど……。

　でも入れ替わってみて、彼の素晴らしさを身を以て感じることになった。こうなってしまった以上、彼への思いを否定することなんて到底無理だ。

　心の中でくすぶっていただけの恋は終わらせようと決めたはずなのに、諦めの悪いわたしの恋は、この二週間でどんどん大きくなっていた。










わたしたち婚約しました




　入れ替わりの生活が始まってから一ヶ月。なんとかやり過ごしてきたけれど、まったくもって元に戻るような兆候はなかった。

　ほんの少しこの生活に慣れてきたころ、事件が起こる。

「パーティですかっ!?」

　自宅マンションでインビテーションカードを渡され中身を確認すると、社長であるお父様のお誕生日をお祝いする会だと書いてある。しかし本当の目的は、なんとわたしと紘也さんの婚約披露パーティだというのだ。

「誰がこんなこと――」とここまで口にして、思い当たる人物はひとりしかいないと思いつく。

「お母様……ですか？」

「あぁ、まいったな。強硬手段に出やがった」

　わたしたちの婚約を告げたあの日のことを今さらながら後悔する。もっと他にやりようがあったのではないだろうか、と。

　お父様である甲斐文ふみ也や社長には、ご挨拶だけは済ませていた。ただ事故のこともあるので、発表はもう少し先にしたいとお願いしていたのだ。

　それに猛烈に反対したのは、お母様だ。おめでたいことなので先延ばしにすべきではないと、断固として発表すると言い張った。その場ではお父様になだめられ、納得したように見えていたけれど、どうやら水面下でいろいろと画策していたようだ。

「これって中止にすることは――」

「できない」

　やっぱりね。ダメ元で言ってみたけれど、見事玉砕された。

「はぁ」

「はぁああ」

　ふたりして大きなため息を同時についた。そしてお互いの顔を見て、もう一度ため息。

　ため息をつくと幸せが逃げていくなんて言うけれど、今のわたしの体内に幸せなどあるのだろうか……。

「とにかく甲斐家で母親に逆らえるものは、ひとりだっていない」

　そんなはっきりと言い切らなくてもいいのに。

「なにか方法は？」

「ないっ！」

『不可能を可能にする男』と週刊誌に囃はやし立てられた男の発言とは思えない。しかしそんな彼をもってしても、このパーティを中止にすることができないとなれば、覚悟するしかない！……のだろうけれど。

　まだ決心がつかないというのが本音だ。だってわたしたちは本当に婚約したわけじゃない、ましてや結婚するわけでもないのだから。その場をやり過ごすための便宜上の婚約だったはずだ。それがこんな大きな話になるとは思ってもみなかった。

　わたしは自分の浅はかな考えに今さらながら後悔する。本当に自分の好きな人と〝嘘〟の婚約をすることになるなんて。

　――ピンポーン。

　絶望に打ちひしがれる中、部屋のインターホンが鳴る。ここにこんなふうに突然訪ねてくる人はそう多くはない。

「おふくろだろうな」

「えぇ」

　ふたりしてもう一度盛大なため息をついて、お母様を部屋にお通しした。

　玄関から入ってきたお母様はおひとりではなく、きちんとした黒いスーツを着た女性を数名連れてきていた。その中にひとりだけ、ひときわ大きな美しい女性がいる。

　身長は紘也さんと変わらないくらいだから、百八十センチを超えているかもしれない。肩まである明るい栗くり色いろの髪はつやつやで手入れが行き届いており、キリッとした目は品定めでもするように副社長を見ていた。

　なによりも目を引くのは、彼女の身につけている洋服だ。ブラックのブラウスだが肩から袖にかけて細やかな刺し繍しゅうが施されている。形状もアシンメトリーで、世界中でこの洋服を着こなせる人はそう多くないと思う。片や細身のブラックパンツはシンプルに見えたが、計算して作られたデザインなのだろう。思わず見とれてしまった。

　やがて彼女の形のよい唇が開き、歓喜の声を上げたのだが……。

「いやぁああん！　かわいいっ！」

　予想外の低音ボイスを聞いたわたしは、彼がこの世に生を受けた瞬間の性別は男だったのだと悟った。

　い、いったい誰？

　わたしの疑問を察知した紘也さんが、ボロが出る前に先に動きだした。

「初めまして、乾 明日香です。弟の幹みき也やさんですよね？」

　そうか、弟か……。え？　この人が？

　紘也さんに弟がいることは知っていた。会社の経営にはいっさい携わっていないので、顔を見るのは初めてだったが、想像の斜め上をいっていて、驚きを隠せない。

「あら、アタシのこと知ってるのねぇ。うれしいわ」

「はい、お噂はかねがね。『クレール』のドレスを身につけると誰でもシンデレラになれると、日本でも評判なのですよ。先日もパリのコレクションでご活躍だったとか」

　ク、クレール!?　クレールといえば、今世界を席巻するブランドのひとつだ。超有名ハリウッドスターが世界的な映画賞の授賞式で身につけたことから火がつき、今となっては世界のトップブランドのひとつとなっている。

「あら、アタシもデザイナーとして鼻が高いわ！　で、さっそく今日はあなたをシンデレラにするべく、殺人的なスケジュールの合間を縫って、この女傑に連れ戻されたわけ。だからあまり時間がないのよ。ほら、行くわよ」

　幹也さんが黒いスーツを着たアシスタントさんたちに目配せすると、彼女たちはさっと動き出した。

「え？　どこに」

　お母様とふたりっきりになるなんて、檻おりの中に虎と一緒に入れられる気分だ。焦って、紘也さんに目で『ひとりにしないで』とアイコンタクトをする。しかし願いも虚しく、幹也さんはさっさと紘也さんの背中を押して寝室に向かう。

「無粋な兄貴にドレスに口出しされたくないから、あっちで採寸と打ち合わせをしましょう。あ、安心して。アタシ他人の女には興味がないし、いい女は嫌ってほど見慣れてるから、チャオ！」

　ひらひらと手を振りながら寝室のドアの向こうに消えていった。

　あまりのことに固まったままその扉を見つめる。

「紘也ったら、そんなに彼女が心配？　大丈夫よ、餅は餅屋って言うでしょう？　あんなチャラチャラしてるけど、あなたが幹也の才能を一番評価していたんだから、大船にのったつもりでいなさい」

「はい、そうします。あ、お茶淹れます」

　立ち上がったわたしを見て、お母様がぎょっとした顔をする。

「紘也、あなた熱でもあるんじゃないの？　まさか今ごろになって事故の後遺症が!?とにかくお医者さま――」

「いえ、いえ、大丈夫ですから。あのその……そう！　明日香に教えてもらったんです。彼女、お茶を淹れるのがすごく上手だから」

　自分で自分を褒めるのは恥ずかしいが、今は仕方ない。

「そ、そうなの？　前回彼女が淹れてくれたお茶、実ははすごくまずかったのに……。まぁ、そう言うならお願いしようかしら。あなたも変われば変わるものね」

　とりあえずの時間稼ぎはできた。寝室からあの兄弟が出てくるまで、わたしはひとりでお母様の相手をしなくてはいけないのだ。

　紅茶を淹れる間に、気合いを入れ直した。

　いざ出陣！

　トレイに紅茶をのせ、お母様の元に向かった。

「どうぞ」

「ありがとう」

　お母様はカップを手に取り、恐る恐る口をつけている。どうやら前回、紘也さんが淹れた紅茶は相当ひどかったみたいだ。

「あら、おいしい！」

　ひと口飲んだお母様の顔が、パッとほころんだ。

　よかった、おいしいって言ってもらえて。

　無事におもてなしができて、それまでの緊張が少し和らいだ気がする。わたしも一緒に紅茶をいただいた。

　ファーストフラッシュのダージリンは若干色が淡い。けれど香りが高く、爽やかだ。

　ようやく心が落ち着いたわたしは、お母様の話に耳を傾けた。

「紘也、体の調子はどうなの？」

「えぇ、事故の影響もほとんどなく、元気にしております」

「そう、それはよかった。明日香さんも？」

「はい。彼女のほうも大丈夫のようです」

　本当は中身が入れ替わっています、なんて、とてもじゃないが口にはできない。

「そう、それはよかったわね。だったら、すぐに孫の顔も見られるわね」

「そう――ま、孫っ!?」

　サラッと言われて危うく聞き逃すところだった。

「なによ、そんなに驚くこと？　さっさとかわいい孫をわたしに見せて安心させてちょうだい。この際、順番だなんて面倒なこと言わないから」

　それって紘也さんとわたしが……ってことだよね？

　菩ぼ薩さつのような顔でニッコリと微笑んでいるお母様に対して、わたしは変な妄想をしてしまいパニックだ。

「あら、なに恥ずかしそうにしてるのよ？　やることやってるんでしょ？」

　お母様！　な、なんてことを!?

　この親にしてあの子あり。紘也さんがはっきりものを言うのは、きっとお母様に似たからに違いない。

「あの、鋭意努力いたします」

「そう、楽しみだわ。さっさと既成事実でもなんでも作っておかないと、明日香さんに逃げられるわよ。あんな素敵な方、二度と現れないからしっかりしなさい」

　人差し指を突きつけられ、既にお説教モードだ。

　しかしわたしはお母様の言葉に驚き、信じられずに聞き返した。いったいどういう意図があるのだろうかと。

「お母様は、彼女――明日香のこと、受け入れてくれるんですか？」

　家柄に釣り合っていないのは自分でも自覚している。先日の様子から反対されてはいないことは感じていたけれど、こんなふうに歓迎される理由がわからなかった。

　答えを聞くのが怖くて、思わずゴクリと唾をのみ込む。

「お母様？　まぁ、いいわ。明日香さんのことね。わたしはあなたが彼女を選んだ時、『よくやった！』って思ったわよ。これまで噂になったオツムのゆるい女の子たちとはレベルが違うわ」

「そうでしょうか？　地味ですし、育ちも……いいわけではないですから」

　自虐的だが、本当に知りたいことだ。

「あなた、自分の婚約者に対して失礼よ！　それに、いつも実家で仕事の話をしていると『乾が、乾が』って言ってたじゃないの。あなたが女の子の話をするのは彼女のことぐらいでしょ。こうなると思ってたのよ。やっと手に入れた相手なんだから、大事にしなさいよ。わたしたち家族は、あなたが本当に好きな人と結婚してくれることを心から喜んでいるのよ」

　さっきまでの勢いのある様子とは違い、優しい目でこちらを見ている。その包み込むような温かい視線が、息子の幸せを願う母親の愛情の表れのように感じた。

　それにしても、紘也さんが自宅でもわたしの話をしていたなんて意外だった。

「あなたは迷うことなく甲斐建設に入社したでしょう？　幹也みたいに本当にやりたいことがあったんじゃないかって、時々思うの」

　目を伏せたお母様の態度から、ある種の後悔のようなものが感じられた。母親としていろいろ考えることがあったに違いない。

「だから結婚ぐらいは自分の好きな人とするべきなのよ。それにね、甲斐建設の御曹司の妻という肩書だけであなたと結婚したがるような女の子では、甲斐の家の嫁は務まらないわ。着飾ってお金を遣いたいだけ、楽して生活したいだけの子には無理なのよ。夫と同じ方向を見て、同じ夢を持っている相手じゃないと」

　穏やかに、でもしっかりと強い口調で語った。

　わたしはそんな立派な人物じゃないのに……。

「じゃあ、彼女――明日香は、それができる人だと？」

　ここで否定されたら立ち直れない。それでも聞いてみたかった。好きな人のお母様の本音を。

「明日香さんはそれができる人よ。控えめだけれど、しなやかで、愛情深い人だわ。お父さんも、彼女だからふたつ返事で結婚を許したのよ」

「あ……ありがとうございます」

　まさかこんなに自分を評価してくれているなんて、思ってもみなかった。きちんと受け入れられていることがわかって、ホッとしたと同時にうれしく思う。本当のわたしを見てくれて、そして迎え入れてくれていることを。

「だから彼女と幸せになりなさい。絶対に手を放しちゃダメよ」

　真剣な目ではっきりと言われた。

　うれしさと同時に胸がチクリと痛む。

　こんなに温かく受け入れてくれている。けれど、わたしと紘也さんは、やんごとなき事情から仕方なく嘘の婚約者となっただけなのだ。もし元に戻ったら、この関係は解消される。

　だけど元に戻らなかったら？　いつまでも彼のそばにいられるのだろうか？

　そんな自分勝手なことを考えているうちに、寝室から甲斐兄弟が出てきた。

「兄貴、明日香さんってけっこうおっぱい大きいね！」

「な、なに言って――！」

　わたしが真っ赤な顔で立ち上がると同時に、紘也さんが幹也さんの頭をバシッと叩いた。

「痛い！　ひどい、明日香さん」

「あら、ごめんなさい。手が当たったみたい」

　ニコニコと笑う紘也さんの顔は引きつったままだ。そしてその顔のまま幹也さんに詰め寄る。

「とにかく、無駄な話をせずに素敵なドレスを作ってくださいね」

「あ、はい」

　どす黒いオーラを放つ紘也さんに脅されて、幹也さんはおびえた表情でうなずいていた。

「さぁ、これからが本番よ！　幹也はさっさと戻ってドレス作りなさい。あぁ、忙しい」

　お母様は、いそいそと立ち上がって玄関に向かう。

「あなたたちはなにも心配しなくていいから。準備はわたしに任せなさい」

「あの、でも――」

　本当にそのパーティとやらをしなくてはいけないのか？

　そう尋ねたかったけれど、「なに？」とうれしそうに振り向かれると、それ以上お母様になにも言うことができず、玄関から出ていくふたりを見送ることしかできなかった。

「どうしよう……パーティなんて」

　玄関で呆然としてつぶやくわたしに、紘也さんは「まぁ、どうにかなるだろ」と能天気に返してきたのだった。




　かくして、お母様が張り切って準備した、お父様の誕生日会という名目の、わたしたちの婚約披露パーティが華々しく執り行われた。

　都内でも有数の五つ星ホテル。数々の芸能人の結婚披露宴や、世界的な会議などでも使われる会場には、親戚や取引先などの関係者が集まっている。

　キラキラと輝くシャンデリアの下、フォーマルな衣装を身につけた男女がそれぞれ歓談をしていた。

「親父の誕生日パーティなんて、今まで還暦の時しかやったことないのに」

　ぶつくさと文句を言う紘也さんは、深紅のタイトなドレスを身につけていた。こんなに体のラインがはっきり出るドレスは、本来のわたしなら絶対選ばないデザインだ。

　しかし幹也さんの作品であるこのドレスは、素人のわたしが見ても本当に素晴らしい。決してスタイルのよくないわたしが着こなせているのだからすごいと思う。

　あとは、紘也さんのおかげかな。

　見かけは完全にわたしなのだけれど、中身は紘也さんだ。生まれつきの所作が節々に感じられ、それが立派に見えた。ピシッとした姿勢で悠然として過ごす姿は、わたしでも見とれてしまう。

　彼の左手の薬指には、わたしと紘也さんの婚約の証である大粒のダイヤモンドが輝いていた。今日のこのパーティに指輪のひとつもないのでは、わたしたちの偽装婚約話がバレてしまうかもしれないと、紘也さんが慌てて用意した超高級ブランドのものだ。

　ぼーっと見ていると、彼がわたしの耳元でささやいた。

「もしかして、惚ほれ直した？」

　ま、まさか、わたしの気持ちがバレてる？

　そう思って一瞬焦ったけれど、いたずらめいた顔をしている彼を見て、冗談だと悟った。

「なに言ってるんですか。見かけはわたしなんですよ。わたしがわたしに惚れるはずないじゃないですか」

「まぁ、そうだな。でも今日の俺は最高にイケてると思わないか？　やっぱりお前はもっと着飾るべきなんだよ。これで納得しただろう？」

「それとこれとは話が別です」

　日ごろから、紘也さんの選ぶような派手な服装はできない。やっぱり中身が伴わないと着こなせないものだから。

　あれこれとふたりで顔を寄せて話していると、社長の隣に立ってお客様たちに挨拶をしていたお母様が、わたしたちに気がついて手招きをした。

「おい、呼ばれてるぞ」

「呼ばれてますね」

　すぐに社長もこちらに視線を向けた。表向きは誕生日のお祝いに駆けつけたことになっているのに、挨拶をしないわけにはいかない。副社長付きの秘書になってから、社長からもよく声をかけていただいた。

　既に六十歳を超えているが、はつらつとしていて十歳は若く見える。品のよいスーツにロマンスグレーの髪。人当たりもよく、声を荒らげることは滅多にない。しかし社長のお父様から引き継いだ甲斐建設をここまで大きくした手腕は今なお健在だ。

　もしかしたら、わたしたちの様子がおかしいことに気がつかれるかもしれない。そう思い緊張して、思わずゴクリと喉を鳴らしてしまう。

　そんなわたしの小さな変化を、紘也さんは見逃さなかった。

「とりあえず、打ち合わせどおりにやればいい。俺たちならできる」

　小さな声で勇気づけられてゆっくりとうなずき、一歩踏み出した。

「親父、誕生日おめでとう」

　できるだけ冷静に声をかけた。わたしたちの異変に気がつかれないかどうか、いつもドキドキしてしまう。やはり家族は小さな変化に気がつく可能性が高いからだ。

　わたしは記憶の中にある紘也さんをイメージして、本来の彼のように振る舞うように最大限の努力をした。

「あぁ、紘也に、乾君……じゃなくて、もう明日香さんと呼んだほうがいいのかな？」

「どちらでもけっこうですよ。では、わたしもお父様とお呼びしたほうがよろしいですか？」

　紘也さんはお父様の言葉を返すようにして、首をかしげた。

　そ、そんな大それたこと、わたし絶対言いませんからー!!

　わたしがこんなに努力しているのに、紘也さんはどこ吹く風。まったく、やりたいようにやっている。こっちが緊張して頑張っているのがバカらしくなった。

「おぉ！　これは一本取られたな。かわいい娘に『お父様』なんて呼ばれると、鼻の下が伸びてしまいそうだよ」

　ニコニコと満面の笑みを浮かべた社長――お父様は、今は会社の経営者ではなく父親としての喜びに満ちた顔をしていた。

「君みたいな、かわいくてしっかり者の子が嫁にきてくれてうれしいよ。紘也、これからは家庭を持つんだ。ますます仕事に精進しなさい」

「はい。わかりました」

　ボロが出ないように短く返事をしたわたしだったが、周囲の空気が一気に変わったのに気がついた。

　おそらくわたしたちのやりとりを聞いていたのだろう。甲斐建設の息子――実質の跡取りの結婚が決まったということを。

　近くにいた男性がさっそく声をかけてきた。確か建築資材の商社の社長だ。

「甲斐社長、なにやらおめでたい話が聞こえてきたんですが」

「あぁ、山やま内うちさん。いや、実は息子が婚約しまして」

「どちらのお嬢さんですか？」

　わたしの隣に立つ紘也さんに視線がチラッと向けられた。

　やっぱりそうきた。誰もが紘也さんの相手はどこかの令嬢だと思っているのだろう。

　お父様である社長が気を利かせて、紹介してくれる。

「彼女は紘也の秘書なんです。ほら、明日香さん、こちらに来てご挨拶を」

　山内社長は一瞬驚いた顔をして、瞬時に品定めするような視線を紘也さんに向けた。察しのいい彼はその視線の意味を感じ取って、ほんの少し顔を曇らせたが、気を取り直してニッコリと笑顔を浮かべる。極上の営業スマイルだ。

「乾 明日香です。以前、一度ご挨拶をさせていただいたことがあるのですが」

「あぁ、思い出したよ。まさか君と紘也くんがね……」

　その言葉の裏にいろいろな意味が込められていることぐらい、わたしにもわかる。

　周囲の人から見れば、あきらかに釣り合いがとれていないのだから、こういう反応にもなれないといけない。それに、その場しのぎの婚約なのだから、いちいち傷つく必要などない。それよりも自分が嘘をついて周囲を欺いていることのほうが罪は重いのだから。

「――これからもお引き立てのほどよろしくお願いしますね」

　紘也さんに肘でつつかれて、ハッと我に返った。

「次回いらっしゃる時は、社長のお好きな『雛ひな屋や』の芋ようかんをご準備しておきます」

　とっさに思いついたことを口にして、失敗したと思った。

　今は秘書じゃなかったのに。

「よく知っていたね。私があそこの芋ようかんに目がないことを」

「あ、はい。あの……明日香がいつも用意していたので、覚えたんです」

　適当に話を合わせようと必死だ。

「そうか、いい秘書……いや、お嫁さんだね。お幸せに」

　なんとかごまかせたようで、ひと安心した。去っていく山内社長を見てホッと胸をなでおろす。

「紘也さん、お父様はお客様たちとお話があるでしょうから、わたしたちはこれで失礼しましょうか」

　いつまでもその場に立っていたわたしの腕を、紘也さんが引っ張った。

「え、あぁ」

　ぎこちなくうなずくわたしに、お父様が心配そうな顔を見せる。

「大丈夫か？　いつも軽薄なぐらいのお前が、元気がないように見えるが」

　お父様の指摘にビクッとしてしまう。焦ってオロオロしそうになる。

「あら、結婚が決まって落ち着いたってことでしょう？　いい傾向よ」

　そこで助け舟を出してくれたのはお母様だ。事情は知らないにしても助かった。

「そうか、それならいいが」

「わたしが付いていますから、安心してください」

　すかさず紘也さんがわたしをかばう。

「そうだったな。それなら安心だ」

「では、失礼します」

　紘也さんとわたしはふたりで頭を下げて、その場を離れた。

　しかしそこからが正念場だった。会場にいるいろいろな人に声をかけられ、婚約の報告をする。その中には、あきらかに残念そうにする人が多くいた。年ごろの女性は当たり前だが、娘や血縁者を紘也さんと結婚させたがっていた親世代の人たちの隠せない落胆を目の当たりにした。

　紘也さんひとりの結婚がこんなにも周りに影響を与えるとは。今まで漠然と考えてはいたけれど、実際に当事者になると、ここまでとは思いもよらなかった。

　やっと周りにいた人の数が減ったところで、紘也さんに耳打ちされる。

「俺ちょっと、トイレ。スカートって、スースーするな」

「いってらっしゃい」

　慣れないであろうヒールにスカートで、紘也さんも苦労しているに違いない。わたしは彼がいない間にボロが出ないように、壁と同化して過ごすことにした。

　気配を消すすべは身につけている……つもりだったけれど、この容姿と立場だ。周りが放っておくわけもなく、次々に声をかけられる。

　冷や汗をかきながらも、なんとか切り抜けた。彼の秘書だから、お客様の顔と名前を覚えていたのが功を奏した。

　ひと息ついた時に、幹也さんがこちらに向かって歩いてくる姿が見えた。

　萌もえ葱ぎ色いろ絹ぎぬのブラウスは、着物のような和柄が素敵で、会場のどの人物よりも目立ってインパクトを与えていた。ブラックパンツに、十三センチはあろうゴールドのピンピールでこちらに向かってくる様は、周りの皆の注目を集めている。

　わたしは敵陣の中で味方を見つけたような気持ちになって、思わず顔がほころんだ。

「兄貴、そんなところでなにやってるのよ。なんだか捕虜みたい」

　まさに言い得て妙。今のわたしは敵の中に放り込まれた捕虜だ。

「そ、そう？」

　やっぱり親しい人には、態度の違いがバレてしまう。もっと気をつけないと。

　ひっそりと反省した時に、幹也さんの隣に立つ女性に気がついた。わたしよりも少し年下に見える。二十五歳くらいだろうか。

　少し背の低いその女性は、可か憐れんな花のようだ。肩口で揺れるまっすぐでつややかな黒髪は手入れが行き届いていて、清楚な印象にぴったりだ。透き通るような白い肌と、会場の熱気で少し赤くなった頬が愛らしい。大きな瞳で見上げるようにわたしを見つめていて、思わず吸い込まれそうになった。

　この顔には見覚えがある。『つかさ銀行』の頭取の娘さんで、確か……深み山やま千ち佳か子こさんだ。何度かこういったパーティで見かけたことがある。

　以前のわたしはこういったパーティでは、紘也さんに同行していたとしても秘書という立場なので、時にはひどい扱いを受けることもあった。食べたお皿を下げるように渡されたり、汚れたハンカチを洗ってくるように言われたり……小間使いのように扱う人さえいた。

　けれど、彼女は違う。わたしたち一般の社員にも、またホテルなどの会場の人にも気を配っていて、根っからのお嬢様だと感じた。

「深山さん？」

　思わず疑問形になってしまった。

　そんなわたしに幹也さんが突っ込みを入れる。

「いやねぇ。そんな他人行儀な。昨日今日知った仲じゃないでしょう？」

　紘也さんならそうかもしれないが、中身はわたしなのだ。何度か顔を合わせたことはあるが、ちゃんと話すのはこれが初めてだから他人行儀であっても仕方がない。

　しかし続く幹也さんの言葉に衝撃を受ける。

「もう、仮にも婚約するかもしれなかったふたりなのに、なんか冷たい。『深山さん』なんて」

　こ、婚約？

　紘也さんに見合い話も何度もあったし、恋の話は日常茶飯事だ。けれど深山さんの話題は初めてのような気がする。

「幹也さん、それはうちの父が、わたしが甲斐家に嫁げばいいと言っていただけですから」

　彼女は顔の前で手を振り、困った顔で否定している。

「え？　そうなの？」

「はい」

　幹也さんの問いかけにゆっくりとうなずいた顔が、少し寂しそうに見える。

「でも、残念だったわね。兄貴、明日香さんと結婚するみたいだから」

「いえ、残念だなんて。おふたりはとてもお似合いで、さっきから何度も顔を寄せ合ってお話されているのを見て、皆さんが色めきだっていました」

　あれは恋人同士の秘密の会話ではなく、どうやってこの危機的状況を乗り越えていくかの作戦会議だったのだが、いいように誤解されたみたいだ。

「まぁ、確かに、どうせお見合いで親の決めた相手と結婚するなら、紘也さんのような優しい方がよかったと思ったことはありましたけれど」

　千佳子さんの瞳に寂しさが宿る。

　もしかして彼女、本当に紘也さんのことが好きなんじゃないのかな？

　そういう考えに至って、胸がチクリと痛む。

　わたしたちが自分たちの都合だけで嘘の婚約をしたばかりに、こんなに周りを巻き込んでしまった。後戻りはできないとわかっているけれど、どうやったってこの罪悪感は消えそうにない。

「どうかした？」

　背後から声をかけられ振り向いた。紘也さんが戻ってきたのだ。

　共犯者の彼の姿を見て、ますます申し訳なくなった。

　そんなわたしの様子に気がついたのか、紘也さんは一瞬目を軽く開くと、わたしの腕に手を絡めてきた。

「紘也さん、わたしちょっと具合が悪いみたいなの。もう、お暇いとまさせていただこうと思うのだけれど、大丈夫かしら？」

　ぐっと腕に力を入れられた。『はいと答えろ』という合図だ。

「そうしようか」

「悪いけれど、幹也さん。お父様たちによろしく伝えてくださる？」

　本日の主役の社長は、たくさんの人に囲まれている。それを邪魔するわけにはいかない。

「わかったわ。明日香さん大丈夫？」

「えぇ。では失礼します」

　周囲にはわたしがリードしているふうに見えているだろうけれど、実際は紘也さんの手に引かれて、わたしたちはタクシーに乗り込んだ。

「はぁ～疲れたな。女って楽じゃないよな」

　タクシーに乗り込み、行き先を告げた途端、彼は高いヒールを脱ぎ捨てた。

「君のほうは大丈夫……って顔はしてないな」

「えぇ、いろいろと。まぁ無難にやれたとは思いますけど」

　会場では難しい話はなるべく避けて、あたりさわりのない挨拶だけを繰り返していた。

「でも、なにか思っていることがあるんだろう。言ってみろ」

「え、あ、はい……」

　今のこの気持ちを話すべきかどうか迷った。自分の中で消化してやり過ごすべきなのではないかと。けれど彼はその迷いも許してはくれなかった。

「いいから、話してみろ。俺たちは一心同体なんだ。お前の気持ちはちゃんと知っておきたい」

　促されて、結局話をした。

「あの、周りをだましていることに、いたたまれなくなってしまって」

「俺たちが入れ替わっているってこと？」

　わたしはゆっくりと頭を振る。

「それは仕方のないことだから、そこに関してはわたしも諦めているんですが、婚約までする必要があったのかなって。お父様たちご家族の気持ちや、本来あなたと結婚すべき人たちにとって、この嘘の婚約話がどれほど影響を及ぼすかと思うと、申し訳ない気持ちでいっぱいです」

「そうか」

　わたしの言葉に短い返事があった。しかし、それは冷たい感じではなく、むしろ多くを語らず、わたしの気持ちを受け止めてくれているように感じた。

「本来なら、俺の結婚は俺のものだから、最終的には自分で決めた相手とするつもりだった。これは今までもこれからも変わらない。だから君が気にするようなことじゃないんだ。そうはいっても真面目な君のことだから、きっと罪悪感は持ち続けるのだろうけどな」

　彼の左手が伸びてきて、わたしの前髪をクシャッと混ぜた。まるで慰めるようなその手に癒される。

「あ、そうだ。これ、どうだ？」

　そう言って彼が差し出した左手の薬指には、今日のために準備した婚約指輪があった。

　改めて近くで見ると、その豪華さに目を瞠みはる。中央の大きなダイヤモンドを取り囲むように小さな石が埋められていて、とてもきらびやかだ。アームの部分は細く華奢な作りになっている。ため息の漏れそうなほど美しい。

「本当にキレイですね。でも高そう」

　こういう場面ですぐに値段を気にしてしまうのが庶民だと思う。けれど口にしてしまったものは仕方ない。

「値段知りたい？」

「まさか、紘也さんの給料三ヶ月分なんて言わないですよね？」

　わたしの言葉に彼が肩をすくめてみせた。

「えぇえ～！」

　驚いたわたしの顔を見て、彼は声を上げて笑った。

　さっきまで暗い気持ちでいたわたしだったけれど、彼と話をしたことと指輪の衝撃で、タクシーを降りるころには笑顔になっていた。
















第四章










彼女の秘密――ｓｉｄｅ紘也




　女の世界というのは本当に熾し烈れつだ。これまで噂で耳にしたことはあったものの、まさかここまでとは、想像もしていなかった。

　まだまだ俺も経験不足だな。とはいえ、こんな経験が必要だったかといえば甚はなはだ疑問なのだけれど。

　婚約の話を公にしてから二週間、目に見える嫌がらせが増えた。

　秘書課の臨時ミーティングの連絡が回ってこなかったり、配られた資料の間に『ブス』と書かれた付箋が貼ってあるという程度のものから、わざと聞こえるように陰口を叩かれたり（聞こえている時点で既に陰口ではないが）、ロッカールームの扉に落書きをされたり……いつから我が社は小学校になったんだとげんなりする。

　はっきりとしてしまったほうが、甲斐家の嫁の肩書ができて風当たりが弱まると思っていた俺の読み違いか。女の世界はやっぱり難しい。

　その一方で、こんな真っ黒い感情の渦の中にいるのが彼女じゃなくて俺でよかったとは心底思うけれども。

「――紘也さん、聞いていますか？」

「え？　なんだ？」

　仕事中にもかかわらず、気がつけばうわの空だった俺の顔を明日香がのぞき込んでいる。

「お疲れですか？　珍しくぼーっとされていましたが」

「いや、大丈夫だ。で、なんの話だった？」

　まだ心配そうにしている明日香に、話の先を促した。

「あの、この駅前の再開発にまつわる契約の件ですが、大だい乗じょう専務から、試算した金額について高すぎるとの指摘があり――」

「またアイツか」

　専務の大乗は父の妹の子――俺のいとこだ。歳が近いこともあって、小さなころから事あるごとに俺につっかかってきた、いわば面倒なヤツだ。

　相手にして軽くあしらっても怒り、相手にしなければますます怒って面倒ごとを引き起こす。そしてそれは大人になっても変わらなかった。

　いくら問題を指摘したところで、そんなものはどうってことない。俺にとってみれば、ハエがちょっと飛んでいるくらいのものだ。

「アイツのことは放っておけ。まさか、なにか嫌がらせされているのかっ？」

　俺が女め豹ひょうのようなヤツらにいろいろされているのと同じように、明日香もまた専務の嫌がらせに遭っているのではないだろうか。

「いえ、そういったことはありませんから心配なさらないでください」

　ブンブンと頭を振る明日香を見て、ホッとした。

　ただでさえ、慣れない男の体に慣れない仕事。毎日が緊張の連続だろう。ため息をついたり疲労感をあらわにしていたりする日が多い。昔のようにはつらつと働く姿はどこにもなかった。

「ちょっと席を外しますね」

　そう言って疲れた顔で部屋を出ていく明日香の背中を見て、心配になる。

　そうだ、あれがあった。確か彼女が引き出しにいつも入れていたチョコレートがまだ残っているはずだ。

　少しは気分転換になるだろうと思い、自分の座っている彼女のデスクを漁る。

「あった、ん？　なんだこれ」

　チョコレートの箱の下に白い封筒があるのを見つけた。普段なら気にも留めないだろうが、なんだか気になり手に取る。

　こんなふうに隠すように置かれていたら、見たくなるのは人の性さがというもの。俺はその封筒の中身を取り出した。そして、その中身に衝撃を受ける。

「なんだ、これ」

　その紙の上に書かれた【退職願】という文字を見て、一瞬にして心が冷たくなったのを感じた。

　いったいどういうことなんだ。入れ替わってからは四六時中一緒にいるし、このデスクを使っているのは俺だ。だから明日香がこの引き出しに退職願を入れたのは、入れ替わりの前に違いない。

「いつ書いたものだ？　いつごろから俺の秘書を辞めようと思ってたんだ？」

　困惑して独りごちたところで、返事があるわけない。けれどいつも冷静な俺が取り乱すほど、自分の中で大きな焦りがあった。

　いったいなにが原因だ？　確かに仕事は忙しかった。けれど彼女はそれを楽しんでいるように見えたのに。仕事に不満などなかったはず……であれば、プライベートか？

　その時、スマートフォンを確認しながら明日香が戻ってきた。しかし応答はしない。お互いのプライベートの電話に関しては、入れ替わる前のものを所持している。電話に応答すれば声の違いでバレてしまうので、ふたりとももっぱらメールやＳＮＳでのやりとりを主にしていた。

　一度切れた電話が、またもや鳴り始める。それが二、三度繰り返された。

「どうしよう……」

　鳴り響く電話の音に、明日香はどうしたものかと考えているようだ。

　今度は社内の内線が鳴る。

　今は秘書である俺が、受話器を上げて応答した。

「はい。あ、えぇ。そうですか。わかりました、つないでください」

　明日香も電話が気になったのか、うつむけていた顔を上げた。

「君の弟さんから電話だ。とりあえず俺が出る。――はい、もしもし」

「翼がっ？　まさかなにかあったんじゃ……さっきからずっとこっちにも連絡があって」

　スマートフォンを握りしめたまま駆け寄ってきた明日香は、心配そうに傍らに立つ。

　そんな中で、俺は彼女の弟と話を始めた。

《姉ちゃん、会社にまでゴメン。でも携帯にかけても出ないから……。あの週刊誌に載ってた話って本当なのか？》

　焦った様子でこちらの返事も待たずに、一気にしゃべっている。こんなになるほど、なにがあったっていうんだ？　週刊誌って、いったいなんのことだろうか？

「週刊誌って……なんのこと？」

《とぼけるのかよ？　姉ちゃん、嘘なんかつけないくせに。甲斐建設の副社長と結婚するのか？》

　電話を耳に挟んで、パソコンのキーボードを叩き、ネットの記事を検索する。するとすぐに、明日香の弟が言っている記事がヒットした。

　以前、仕事の関係で何度か食事をした女優が、俺についていろいろと語っている。その中に、明日香の話も出ていた。俺と婚約した、と。

　あの女……。手を出さなかったから、プライドを傷つけてしまったのだろうか。とはいえ、最初からそのつもりなどなかったのだから仕方ない。

「あ～その話ね」

　なんとかうまくその場を取り繕おうとする。

《僕に相手の紹介もしないで。それに姉ちゃんは大だい地ちさんと結婚するもんだと思っていたから――》

「大地さん!?　結婚!?」

　男の名前と、『結婚』という物騒な言葉を耳にして声を上げる。

　そんな俺の様子を見て、明日香がいてもたってもいられないのか受話器に耳を寄せてきた。しかし内容が聞き取れないとわかると、心配そうにこちらをじっと見つめている。

　こちらの様子など知るよしもない明日香の弟は話を続ける。

《なんだよ、急にでかい声出すなよ。いいから、一度こっちに戻ってきて話をしよう。海外出張から帰ってきてからも、忙しくてホテルに泊まるなんて……事故の後なのに姉ちゃん働きすぎだぞ。大地さんだって心配してるから》

　そんな男の心配なんて余計なお世話だ。そうは思ったけれど、真相を突き止めたい。それに、弟との話でこの退職願の真実がわかるかもしれない。

　そう思った俺はふたつ返事をした。

「わかった、とりあえず。今日仕事が終わったら、そっちに帰るから。待っていて」

《うん。とりあえず元気なことがわかってよかったよ。事故の後からずっと心配してたんだからな》

　彼女の弟――確か翼と言ったか――は、安心したのか最後には落ち着いた様子で電話を切った。

　俺の心中はまったく穏やかではないけれどな！

　電話を切った俺を不安そうに見つめる明日香に指示する。

「今ある仕事を全部こっちに持ってこい。すぐに片付けて、君の自宅に行くぞ」

「自宅って、でも――」

「いいから、早く！」

「はい」

　反論などさせず、考える時間も与えないことで、有無を言わせなかった。




　次々と仕事を与え、終わらせると車に押し込んで、弟が待つ彼女の自宅マンションへと向かった。

「本当に会うんですか？」

「あぁ。弟を心配させたままにしておくわけにはいなかいだろう？」

　最後の抵抗を見せた明日香だったが、しぶしぶといった様子で玄関の鍵を開けた。

「ただい……お邪魔します」

　あやうくいつものように声をかけそうになった彼女が慌てて言い直す。

「ただいまー！　翼どこー？」

　戸惑っている明日香をよそに、俺は彼女になりきって靴を脱いで部屋の中に声をかけた。

　こういうことは先手必勝。明日香がいろいろと気を回す前に真実を知りたい。

「ちょ、ちょっと――」

　止める明日香を振り切り、さっさと部屋の中に入る。

　慌てた様子の弟が駆け寄ってきた。

　身長は百七十センチあるかないかといった、人懐っこそうな男がそこには立っていた。やはり姉弟きょうだいだからか、目元が明日香にそっくりだ。就職が決まったと聞いてたが、童顔のせいか高校生といってもまだ通用しそうだ。

「姉ちゃん！　体は大丈夫なのか？　心配してたんだぞ」

「あぁ、大丈夫。ものすごく元気。ごめん、なかなか帰ってこられなくて」

「そうだな。……でも、その格好……ずいぶん趣味が変わったんだな」

　上から下まで感心するように見ている弟の顔は、姉の変化に好意的だ。

「よく似合ってる。で、それって……後ろにいる人の影響？」

　顔を寄せて小声で尋ねてきた。

　おっと、すっかり明日香も一緒に来ているのを忘れていた。

「紹介する。彼は甲斐建設の副社長で、わたしの婚約者の甲斐紘也さん」

「ちょ、ちょっと」

　はっきりと言い切ったことに不満だったのか、明日香が俺の腕を引っ張るが、そんなことは気にしない。

「ご挨拶は？」

　促すと、はじかれたように頭を下げた。

「あ、いや。あの、初めまして、甲斐紘也です」

　おそらく小さいころから面倒を見てきた弟に『初めまして』などと言うのは、変な気持ちに違いない。

「初めまして、姉がいつもお世話になっています」

　久しぶりに会う弟に、目を細めて微笑んでいた。

「こんなところで話もなんだから、中に案内して？」

　俺の言葉で、三人ともリビングに移動した。

　明日香と弟の翼ふたりが住むマンションは、ご両親が亡くなる前に購入したそうだ。両親亡き後、きょうだいふたり、支え合いながら生きてきた大切な場所。決して広くはないが、温かみがある。

　カレンダーに書かれているお互いの予定、リビングのテーブルに無造作に置いてある新聞。生活感あふれる空間だったが、なぜか落ち着く。この空間も明日香の一部分だからだろうか。

　おそらく普段は使われていない、ふた付きの湯飲みでお茶が出された。弟はそれまで我慢していたことを、ここぞとばかりに姉――俺に尋ねる。

「いったいあの事故の後、なにがどうなって甲斐さんと婚約なんて話になったんだ。僕だって、ずいぶん心配したんだぞ。海外出張っていうのも嘘なんだろう？」

「あぁ、ゴメン」

　明日香が口を挟もうとしているけれど、視線を投げかけて止めた。

「実はあの事故の後、お互いがお互いのことを大切に思っていることに気がついたの。あんなことがあって、ふたりとも離れていることが怖くなった。だから結婚することにしたのよ」

「そんな、急に……」

　いきなりの姉の告白に、弟は戸惑いを隠しきれない様子。チラチラと視線を明日香に向けて、姉の相手となる男を品定めしているようだ。

「確かに急すぎじゃないですか？」

　そこに、もうひとりの声が加わる。

　リビングの入り口に突然現れた知らない男。視線を向けたが、彼は俺の姿をした明日香を鋭い視線でにらみつけている。今にも飛びかかりそうなほどの殺気を見せていた。

　直観的に理解した。コイツが、弟が電話で言っていた『大地さん』だと。

　ずかずかと家族の団らんの場所であるリビングに入り込んでくるほど、この家族と親しいのか。

　ヤツが明日香をにらみつけているのをいいことに、しっかり観察した。

　歳はおそらく三十二、三……といったところか。背は俺よりもちょっと低いだろうな。体つきは少し頼りない気もする。あの眼鏡に、きっちりとしたスーツの着こなし。爽やかさが売りといったところか。まぁ一般的に見れば、いい男の部類に入るだろう。もちろん俺には遠く及ばないが……気に入らない。

「明日香ちゃん、大丈夫なのか？」

「え、あ、うん！」

　いきなり声をかけられて驚いた。

　これでもかというぐらい敵意に満ちた目で凝視していたことに気がつかれなくてよかった。

　男が近づいてきそうだったので、先制攻撃する。

「紹介するね。わたしの婚約者の甲斐紘也さん……って、もう知ってるのよね？」

　男はチラリと明日香に厳しい目を向けた後、「あぁ」とつぶやいた。

　明日香は戸惑いながらも立ち上がり、頭を下げた。

「黒くろ田だ大地です」

「甲斐紘也です。明日香さんには――」

　明日香が話し始めると、部屋に電話の着信音が流れた。どうやら弟のスマートフォンに電話がかかってきたらしい。

「ちょっとすみません」

　弟が断りを入れて電話に出た。どうやらなにかトラブルがあったみたいだ。チラッとこちらを見た後、「はい、わかりました」と答えて電話を切った。

「ごめん、姉ちゃん」

　弟が両手を合わせながら頭を下げて謝る。

「呼び出しておいて悪いんだけど、バイト先に鍵を届けないといけなくなった」

「そっか……それはしょうがないね」

　こっちもいろいろと聞きたいことがあったのだが仕方ない。退職の件については本人を問い詰めるか。

「甲斐さん、せっかく来ていただいたのにごめんなさい」

　本当に申し訳なさそうに弟が頭を下げた。

「いえ、仕方ないですから。じゃあ帰りましょうか、乾さん」

　この場を去ろうと明日香はさっさと立ち上がった。彼女は内心ホッとしているのだろう。

「はい」

　しかし、動き出した俺たちを黒田が制した。

「明日香ちゃん、せっかく戻ってきたのにもう帰るのか？　退院して一度も家に戻ってないんだから、疲れているだろう。ホテルじゃきっとくつろげなかったはずだ。ほら、自分の部屋に行って休めば？」

　ホッとしたのもつかの間、まさか止められるとは思っていなかった明日香は顔をこわばらせ、急いで反論する。

「え？　いえ、そんな。彼女は十分ホテルの生活に満足――」

　しかし黒田が鋭い目つきでにらみつけると、明日香は驚いて言葉が続かないのか、黙りこくる。おそらく今まで、ここまで怒った黒田を見たことがなかったに違いない。

　明日香には申し訳ないが、俺はこの〝渡りに船〟な状況に飛びついた。

「久しぶりに帰ってきたんだし、そうしようかな」

　俺の言葉に、明日香がビクッと肩を揺らしてこちらを見る。『なんてこと言うの！』と口をパクパクさせて非難がましい目で見てくるが、お構いなしだ。

「せっかくだし、紘也さんに部屋を見せようかな。ね？」

　案内しろという意味が伝わったらしく、明日香がしぶしぶ動き出した。俺がリードするふうに見せて、明日香に部屋を案内させる。

　リビングから続く部屋のひとつが、彼女の部屋らしい。彼女は扉を開き、俺を部屋に押し込んだ。バタンと音を立てて閉じた扉を背に、彼女がこちらをにらむ。

「いったいどういうことですかっ!?」

「なにが？　あそこで頑なに『帰る』って言っても、向こうは納得しないだろう」

「確かにそうかもしれませんが、弟や大地さんもいるのにどうするつもりですか!?」

　明日香が拳を握りしめ、顔を赤くして噛みついてきた。

「大丈夫だって。お前の弟とあの黒田って男くらい、うまくだましてみせる」

　どうせ一泊だけだ。それに、弟に俺のよい印象を植えつけるいいチャンスだ。

　俺はベッドに腰かけて、部屋を見渡した。

「へぇ～、こんな感じか。やっぱりキレイにしてるな」

　会社のデスク同様、きちんと整理整頓されていた。クリーム色のベッドカバーがかけられたシングルベッド。毛足の長いラグにローテーブルが置いてあった。

　ふとベッドの横にあるドレッサーに目を向けると、そこには今よりもずいぶん若い明日香が家族と撮った写真が飾られていた。

「これ、ご両親か？」

「はい。ふたりが亡くなる一ヶ月前くらいだったと思います」

　ドレッサーに近づいて彼女が写真立てを手に取った。そして愛おしそうに写真を指でなぞる。いったい今、複雑な表情を浮かべる彼女がどんな気持ちで両親の写真と向き合っているのか、俺にはわからない。

「明日香――」

　手を伸ばし彼女に触れようとした瞬間、部屋にノックの音が響く。弾かれたように手を引っ込め、「はい」と返事をした。

「まだ寝てないのか？」

　黒田が入ってくるなり、俺に近づいてきた。

「え、まぁ……」

「いいから、早く横になって」

　おせっかいにも、わざわざ俺を寝かせて布団をかけた。

　コイツ、普段からここまで明日香の世話をしているわけじゃないだろうな？

「今日は自分の部屋でゆっくり過ごせばいい。そのうち翼も帰ってくる。いい？」

　命令されるのは癪しゃくだが、ここは素直にうなずいた。

　明日香には悪いが、退職願の真相がわかるまでここに居座るつもりだ。

　そんな様子を不安そうに見ていた明日香に、黒田の視線が移る。

「甲斐さん、お話があります。こっちに来てください」

　口調こそは冷静だったが、そこには怒りにも似た感情が含まれている。

　明日香もそれを感じ取ったのか、部屋を出る瞬間、俺の方を振り向いて、『心細い』と表情で訴えかけてきた。

　しかし今日ばかりは助けてやれないと目を逸らす。

　バタンと扉が閉じた瞬間、俺はベッドから飛び起きて扉にぴったりと耳をつけ、扉の向こうの会話に耳を傾ける。

「甲斐さん、単刀直入に言います。明日香ちゃんとの婚約は本当の話なんですか？」

「あの、それは……」

　はっきりと言い切ればいいのに、明日香はどうやら戸惑っているようだ。

　そんな態度に業を煮やしたのか、黒田が声を荒らげた。

「そんな煮え切らない態度で、彼女を幸せにできるんですか？」

　詰め寄られたであろう明日香自身は、相手の剣幕になにも言えなくなってしまったようだ。

　ドアノブに手をかけ加勢するために外に出ようとしたところで、黒田の言葉に俺の動きがピタッと止まる。

「明日香ちゃんは会社を辞めるはずだったんです。私の事務所で働く予定だった。それなのに急に婚約だなんて。彼女の性格なら、一度約束したことはきちんと守る。その明日香ちゃんが約束を反故にするなんて、よっぽどのことがあったとしか思えません」

　デスクの引き出しにあった辞表の理由が判明した。

　持っていたドアノブを力を込めてつかむことで、なんとか自分の感情を抑えた。

　明日香は俺と働くことよりも、アイツとの新しい道を選ぶつもりだったのか？　仕事上のパートナーとしてはうまくいっていると思っていたのは俺の独りよがりだったのだろうか。

　悶もん々もんとした気持ちが胸に渦巻き、どうにもこうにもならない。

「それはっ！　……彼女はあなたとの約束を忘れたわけではないと思います」

　声の様子から必死さが伝わってくる。

　そんなになるほど、黒田と働くことを楽しみにしてたということか？　胸がつかまれたように痛くて、動けない。

「だからこそ、私にもわからないんだ。翼や私になんの相談もなしに急に結婚を決めただなんて。あなたがなにか理由をつけて明日香ちゃんを丸め込んだんじゃないんですか？」

　近からずとも遠からずというか……確かに、婚約を承諾させた時に丸め込んだ感は否めない。言い当てられて扉の前でドキリとする。

「そ、それは……」

　明日香も多少なりともそう思っていたのだろう。黒田になにも反論できないようだ。

「私は……いや、翼もだから、私たちは、あなたと明日香ちゃんの婚約を認めるつもりはありません」

　よほど腹に据えかねているらしい。さっきまではなんとか穏やかに話をしていたが、語気を強め怒りをあらわにした。

「そんな……」

　言葉が続かない明日香。

　しかし、そんな彼女に黒田が畳みかけるようにして言葉を投げつける。

「そうやって私相手にさえ口ごもっているようじゃ、彼女を幸せにすることなんてできないでしょう？　明日香ちゃんの話から、もっと気概がある人物だと思っていたのに、とんだ肩透かしだ」

　明日香が俺のことをどんなふうに話をしていたのか気になるところだが……これ以上放っておくわけにもいかず、いよいよ外に出ようとしたところで、黒田が明日香を追い出そうとする。

「今日はお引き取りください。明日香ちゃんはこちらで預かります」

「それはダメです！」

　それまで口ごもっていた明日香が、大きな声で否定する。

「は？　あなたにそんなことを言う権利なんてないんですよ。まだ籍も入れてないんですから。いいですか？　何度も言わせないでください。今日は帰ってくれ」

　最後は敬語も忘れるほどの剣幕だった。

「わかりました。でも、帰る前に彼女と少し話をさせてください」

「……どうぞ」

　しぶしぶだったが納得したのか、足音が近づいてきて慌ててベッドに戻る。

　――コンコンッ。

「はい」

　ノックの音に返事をした。

　開いた扉の向こうからは、悲壮感漂う明日香の姿があった。

　おいおい、ひどい顔だな。俺の顔なんだからもっと取り繕えよ。

　そうは思ったけれど扉を閉めた途端、ベッドに駆け寄ってきた。

「どうしよう……あの、えっと」

　混乱でうまく話を整理することができない彼女の背中をポンポンと叩いて落ち着かせる。

「話はだいたい予想がつく」

「じゃあどうして、助けてくれなかったんですか!?」

　彼女の言うこともごもっともだ。けれど、俺にも考えがある。明日香が追い出される前に聞いておかなければいけないことを尋ねる。

「ひとつだけ、あの黒田ってヤツは何者だ？」

　そこだけは確認しておく必要がある。よもや『彼氏』などとは言わないだろうな。

「お隣に住む、幼おさな馴な染じみです。以前はご家族で住まわれていたんですが、彼の両親がご実家である岡おか山やまに帰郷されたので、今は彼がひとりでうちのマンションの隣に住んでいるんです。わたしも翼も兄のように慕っていて……両親がなくなってから、なにかあったら助けてもらっていた家族同然の人です。だから失礼のないように――」

「わかった、わかった！」

『家族同然』と聞いてニンマリする。家族＝恋愛感情がないということだ。にやついた顔を明日香に悟られないようにして、彼女に帰宅を促した。

「とりあえず、俺は平気だから。お前は帰れ」

「え？　そんな無理ですっ！」

　ブンブンと頭を振って、不安そうな顔でこちらを見ている。

「大丈夫だ。俺を誰だと思っているんだ？」

「でも……絶対バレちゃいます。どうしよう。これ以上、周りに心配かけたくない」

　不安そうな明日香を勇気づける。

「俺は今までどんな困難も乗り越えてきただろう。お前が一番近くでそれを見てきた。違うか？　それに俺にも考えがある。だから安心しろ」

　そこまで話をすると、扉の向こうから黒田の「まだか？」と言う声が聞こえてきた。

　しばしの別れを惜しむ恋人たちに、無粋なヤツだな。

「とにかく、お前はなにも心配するな。ひとりで帰れるな？」

「……はい」

　彼女はしぶしぶうなずいた。

「ちゃんとタクシーに乗れよ。俺くらいイケメンになると、外をひとりで歩くのも危ない」

　あきれたような笑いを浮かべた彼女を見て、安心した。

　コンコンと無粋にノックをしてくる黒田に煽られるようにして、明日香がドアノブに手をかけた。

「部屋のモノ、漁らないでくださいね」

「あぁ。わかってる」

　しっかりと釘を刺して出ていく明日香を見送り、俺はベッドに横になって、幼いころから彼女が見ていたであろう天井を見て、考える。

　正直、明日香を先に帰してもらえたことはありがたい。そのほうが俺の思いどおりに事を運ぶことができるからだ。

　俺の格好をした明日香に見せる態度で、黒田の気持ちは十分にわかった。俺の立場を脅かす存在は、さっさとつぶしておくほうがいい。

　面倒な時ほどワクワクしてしまう。うっすらと笑いを浮かべた時、扉の向こうから声がかかった。

「明日香ちゃん、起きてるならこっちで少しお茶でも飲まないか？」

　さっそく相手からの誘いだ。のらないはずはない。

「あ、はい。すぐに行きます」

　俺はベッドから降りると大きく伸びをして、敵が待つリビングに向かった。

　ダイニングにはいつも彼女が使っているだろうマグカップが置かれていた。そこに座ると、向かいに黒田が腰かけた。

　彼女の家の台所まで把握しているほど、黒田と乾家の付き合いは長く、そして深いものだと理解する。

「明日香ちゃんの好きなほうじ茶だ。ほら、とりあえず飲んで」

　さっき明日香に詰め寄っていた時とは違う、気遣うような声に、黒田の明日香への思いを感じる。

「うん」

　アイツ、ほうじ茶なんて好きなのか。

　俺の知らない明日香のことを黒田から聞かされ若干ムッとするが、今大事なところはここではないので、ぐっと我慢した。

　促されて飲んだほうじ茶がうまくて、それもまたムカつく。

「明日香ちゃん……おかえり。大丈夫だったのか？　見舞いに行ったらもう退院した後で、その後はこっちにも帰ってこないし、翼も俺も心配してたんだぞ」

「え、あぁ。悪――ごめんなさい」

　明日香のことだからこまめに連絡はしていただろうけれど、メールやＳＮＳで、だろう。声が違うのだから仕方のないことだが、家族としては心配だったに違いない。

　お互いのことだけで精一杯で、家族のことまで気にかけてやることができなかったことを、今さらながら後悔する。

「それで、事故の怪我のほうはどうなんだ。もうどこも痛くないのか？　昔から、痛いの苦手だっただろう？」

　黒田の手が伸びてきたのをさっとよけると、驚いたような顔をした。

　心配しているところ悪いが、明日香の体を他の男に触らせる気などない。

「大丈夫。紘也さんがきちんとケアしてくれているから」

　牽けん制せいするように『紘也』という名前を出したら、途端に態度が変わった。一瞬にして顔から笑顔が消え、唇を一文字に引き結び、なにかを考えているようだ。

　わかりやすいヤツだな。

　しばらく黙ったままの黒田がやっと口を開いた。

「甲斐副社長とはいつから、そんな関係になったんだ？」

　ずばり本題に入ってきた。

「事故に遭う前から、好意は寄せていたんです。でも、お互いに命の危機を感じて大切なものに気がついた」

　これは紛れもない事実だ。ただし俺の気持ちで、明日香の気持ちではないけれど。

「でも、これまでずっと、そんな素振りは見せていなかっただろう？」

　まぁそうだろうな。事故に遭うまでの俺たちは、お互い信頼はしていたけれど、そういった雰囲気はなかったのだから。俺は一生懸命、ビジネスライクに徹していた。まだ彼女を自分のものにする準備ができていなかったからだ。

　彼女との付き合いやその先にあるであろう結婚について、誰にも文句を言わせないような完璧な状況にしてから、彼女を腕に抱きしめるつもりだったのだ。

　彼女を俺の秘書に抜擢した時にあった、いわれのない誹ひ謗ぼう中ちゅう傷しょうや嫌がらせ。それを彼女は、淡々と仕事をこなし成果を上げることで、周りを見事に黙らせた。

　何度も俺が手を回して守ろうとしたけれど、それではきっと彼女は納得しないだろうと思い、時にサポートをして彼女の頑張りを近くで応援した。そして彼女は見事それに応えた。

　たまに悔しそうな顔をすることもあった。けれど、それに耐え、俺の仕事がうまくいくと満面の笑みを浮かべて喜んだ。

　喜んだ顔が見たくて、出張先でブランドものの名刺入れを渡した時には困惑していたので、それ以降、土産にはチョコレートやキーホルダーなどささやかなものを贈るようにした。今まで俺の周りにいた女どもなら不満を漏らしそうなものなのに、彼女は受け取る時には本当にうれしそうにしていた。

　そもそも彼女は覚えていないだろうが、俺は入社前の彼女に会っている。面接に向かう明日香が落としたブローチを拾ったのだ。

　その後……人事部からの新卒採用者の書類の中に彼女の履歴書を見つけた。まったくの偶然だったのだか、キレイな字で生き生きと語られた志望動機。しかしなによりも、ぶつかった時に見た彼女の澄んだ瞳になにかを感じていた。

　秘書課に配属された彼女を、時々目にすることもあった。小さな子供を心配するような親のような気持ちで、彼女の成長を見守っていた。

　そして自分が副社長になり個人秘書を付けることになった時、迷いなく彼女を指名した。

　それから三年間、いつも静かに寄り添い、そして笑顔を浮かべてくれた。疲れた時に彼女から差し出される一杯のコーヒーと笑顔が、自分を支えてくれていると気がついた瞬間、好意が愛情に変わり、本格的に彼女を手に入れることに決めた。

　勝算はあった。というよりも、どんな手を使っても彼女を手に入れることを俺は決心していた。けれど秘書にした時の失敗を踏まえ、周りの誰からも文句を言われないようにしてから、彼女を自分のものにするつもりだった。

　今回の駅前の再開発プロジェクトが成功すれば――それも間近だったのに、こんなことになって予定が狂ってしまった。いや、彼女を手に入れる時期が早まったのだから幸運だと思おう。俺の足元を確固たるものにして、彼女を自分のものにするという正攻法とは違ってしまったけれど。

「――明日香ちゃん？」

「あ、えっ……」

　自分の思考の海に深く入り込んでいたようだ。我に返り、黒田に向き直る。

「本当に大丈夫なのか？　週刊誌に書かれていることが本当なら苦労するんじゃないのか？」

　ネットで読んだ記事には、俺の私生活のあることないことが書いてあった。あれを読めば心配するのはわかる。

「あの女優が言っていることは真実からかけ離れたことばかりですが、わたしとの結婚の話は本当です」

　はっきりと言い切ると、黒田の顔が引きつった。

「なにか事故のせいで脅されて、仕方なく……とかではないのか？」

　どうして俺が明日香を脅すっていうんだ。

　ムッとしたけれど、得意の作り笑いを浮かべた。

「紘也さんは脅したりなんかしません。わたしたちふたりで決めたことです」

　しかし黒田はまだ納得しないようで、食い下がってくる。

「そうなのか？　以前、アイツは目的のためには手段を選ばない男だと言っていたのは明日香ちゃんだっただろ。なにか理由があって、婚約話を押しつけられているんじゃないのか？」

　半分ぐらい図星をつかれて、ぎくりとする。

　確かに理由があっての婚約話だ。でも、脅してなんてことはない。断じてない……はず。いやいや、こんなところで弱気になってどうする。

「そんなことは、絶対にありません！　あんな素晴らしい人と結婚できるなんて、わたしってば世界で一番幸せだと思ってるんですから」

　ちょっと言いすぎ感もあるが、それくらいの気持ちにしてやる自信はある。

「だったら、仕事を辞めて俺の仕事を手伝うって話は？　開業準備は着々と進んでるんだけど、やっぱり明日香ちゃんと一緒に働くのは無理なのか？」

　ここに来た一番の目的である退職願の話が出た。

「本当にそれでいいのか？　アイツのそばで働くのがつらいから辞めたいって、最初に言ったのは明日香ちゃんだろう？」

「えっ……」

　思わぬところで彼女の本心を知ることになる。

　辞めたいほど俺のそばにいるのが苦痛だったのか？　そんな素振りなかったはずだが。

　わずかに動揺してしまったが、もしそうだとしても、俺は明日香を逃がすつもりはない。

　どうやら明日香は俺の秘書を辞めて、税理士である黒田の独立開業を手伝い、そこで働くつもりだったらしい。しかし、こんなことぐらいで諦めるなんてできない。

「あの時はそう思ってた。けれど今は、どんなことをしてもそばにいたいから」

　これは俺の本心だ。事故に遭った時、大きな衝撃の中で彼女のことだけで頭がいっぱいだった。周りがどうとか考えずに、さっさと自分のものにしておけばよかったと後悔した。

　あんな気持ちはもう二度と味わいたくない。たとえ彼女が俺から離れたいと思っていたとしても、俺は彼女を手放すつもりはない。彼女を幸せにしたい。俺の心がずっとそう叫んでいるから。

　体が入れ替わっても、その気持ちは変わらない。それどころか、女の非力な体になったというのに、庇ひ護ご欲よくが強まった気がする。

　黒田がまっすぐな目で俺を見つめている。その目には、幼馴染みや仕事仲間としての気持ち以外のものが含まれているのに気がつく。それは、同じ女に思いを寄せる男の勘だった。

「悪いけれど、彼と結婚するって決めたから。あなたの仕事は手伝えない」

　はっきりと言い切った。黒田の顔は驚きの後、落胆に満ちた表情になる。

「考え直す気はない？」

　最後の悪あがきだろうが、往生際が悪い。黒田の明日香に対する思い入れの強さを感じた。申し訳ないが、芽吹いた思いはこの手で握りつぶす。

「わたしは彼が好きなの。だから、どんなに説得されても彼との結婚をやめるつもりはない。たとえ誰が反対しても」

　そうだ、たとえ周りの誰が反対したとしても、どんな形であったとしても……たとえ体が元に戻らなかったとしても。彼女を幸せにしたい。俺よりも彼女を幸せにできる人間なんて現れるはずがない。だからこそ、絶対に譲れない。

「俺は納得できない」

　黒田は不満顔だ。だが、知ったことか。

「おたくが納得しようとしまいと、関係ないことだ」

　思わず強くなった口調に、黒田が目を丸くした。

「俺よりもアイツを選ぶってことか？」

　やっぱりそうきたか。鈍い明日香が気づく前に、さっさとコイツの思いをつぶしておいたほうがいい。

「はい。あなたよりもイケメンで仕事ができて、足も長くてスマートで……誰よりもわたしを愛してくれている彼と一緒にいたいんです」

　その言葉に、黒田は悔しそうに唇を噛んだ。

「だから、これからは全部紘也さんに頼るつもりです。今までありがとう、いろいろお世話してくれて」

　ここぞとばかりに引導を渡す俺の言葉に、黒田は諦めの表情を浮かべた。

「……わかった。口出しして悪かったな」

　席を立った黒田は苦笑いを浮かべている。

　そこに弟が戻ってきた。

「大地さん、帰るの？」

「あぁ、連絡くれてありがとう。仕事が残ってるんだ」

　そう弟に声をかけて玄関に向かう。リビングを出る前に振り向いた。

「もし、それでも明日香ちゃんの気持ちが変わるようなことがあったら、また俺のことを頼ってほしい」

　黒田は、なんの反応もしない俺を見て、部屋を出ていった。

　鎮まり返ったリビングに「はぁ」という弟のため息が聞こえた。

「あんな、はっきりと言わなくてもいいだろ。これまで世話になったのに」

「話、聞いていたの？」

　弟がうなずき「少し前からね」と答えた。

「言い方はきつかったかもしれない。でも、どんなに待ってもらっても結果は変わらない」

　俺が明日香を手放さない以上は、黒田の望みは叶かなわない。そうとなれば早々に結論を出してやるのも、アイツのためだと思う。

「確かにそうだろうな。これまで姉ちゃん、全然大地さんの気持ちに気づいていないみたいだったのに、わかってたんだ？」

　……やっぱり。鈍い明日香のことだ。弟さえ気がついていることを知らなった可能性が高い。今はその鈍さに感謝する。

「まぁね。とりあえず……翼は応援してくれるわよね？」

「まぁ、真面目な姉ちゃんがそこまで言うんだから。弟としては応援するしかないでしょう。今まで僕のせいでまったく恋愛できなかったんだから」

「そんなこと気にしなくてもいいのに」

　おかげでまっさらな彼女を手に入れることができた。グッジョブだ、弟。

「用事は終わったの？」

「あぁ、鍵を届けるだけだから」

「そう。あ、そうだ。これ」

　バッグに忍ばせておいたワインを取り出し見せる。

「うぉ！　それってすごく手に入れるの難しいんだ。もしかして……副社長から？」

　明日香から以前、弟の翼はバーテンダーのアルバイトをしていると聞いた。酒の種類にも詳しく、本人もいける口だと。

「副社長だなんて、他人行儀。お兄さんって呼べばいいのに」

　ここでしっかり弟を味方につける作戦に出る。

「うわ～、僕に兄貴か。しかもこんなセンスのいいものを土産に持たせるなんて、やっぱセレブは違うな」

　ワインボトルを眺めながら、ほくほくとした笑顔を見せている。

「今度、彼の知っているお店に連れていってもらえるように聞いてみる？　もちろん、一いち見げんさんは無理な店ばかりだけど」

「本当に!?　やったー！」

　キラキラと目を輝かせる翼を見て、新しい弟はかわいいものだと思う。普段癖のある幹也を相手にしている分、余計に。

「僕、次会ったらお兄さんて呼ぶ」

「じゃあ、あなたも翼と呼んでもらう？」

「いいね～、姉ちゃん。さっそく、これいただこう。退院祝いもまだだったし」

　いそいそとワイングラスを取りに行った翼に、固く誓う。

　君の大切なお姉さんは、俺のすべてをかけて幸せにするからな、と。










膝枕の告白




　紘也さんが口にした言葉が脳内で再生される。

　なにが『お互いがお互いを大切に思っていると気がついたの』だ。その場しのぎの口からデマカセで言ったのだろうけれど、真実はわたしの片想いだ。彼の思いもわたしと一緒ならどんなにいいだろうか。まぁ、夢のまた夢だろうけれど。

　タクシーに乗る気にもならず、電車を乗り継いでマンションへ戻る。ふと、このまま帰っても気持ちが落ち着かないと思い、駅から回れ右をして高級チョコレート専門店を目指す。

　一度行ってみたいとは思っていたけれど、分相応だと思い訪れたことがなかった。しかし今日みたいな日は、高級チョコレートに精神安定を求めてもいいだろう。

　チョコレートに思いをはせると、意識が少しはそっちに持っていかれて足取りが軽くなった。店の前に到着するころには、キレイなチョコレートで脳内が占拠されていた。我ながらおめでたい。

「――紘也さん？」

　あ、わたし？

　一瞬遅れて振り向いた。会社などでは気を張っているので、最近は瞬時に反応できるようになっていたが、今は完全にオフで気を抜いていた。

「あ。千佳子さん」

　軽く会釈すると千佳子さんは少し驚いたような顔を見せて、ふんわりと笑った後、会釈を返してくれた。

　どうやら同じ店に入るようだ。入り口の天井まである自動ドアがゆっくりと開き、先に彼女を通す。

「どうぞ」

「ありがとうございます。紘也さんもチョコレートですか？」

　小首をかしげて尋ねられた。無理もない。紘也さんがこんなところで買い物をするなんて、世の中の誰も想像していないだろう。おそらく本人も。

　ふと店内にある鏡に映った自分の姿を見る。チョコレートを前にはしゃぐ女性たちの中で、紘也さんの姿はいくらイケメンとはいえ異質だった。

「あ、明日香さんにプレゼントですか？」

「えぇ、まぁ。そんなところです」

　確かに食べるのはわたしなのだから、間違いではない。適当にごまかして店内にできている列に並ぶ。

「明日香さんチョコレートが好きなら、このお店のチョコレートをプレゼントすると喜びますよ。とってもおいしいんです。おすすめは……ってわたし、ひとりでしゃべってすみません」

　恥ずかしそうに頬を染めるその姿は、彼女の育ちのよさを感じるものだった。控えめだけれども品よく周りに気を遣える千佳子さんを見ると、自分との育ちの違いを見せつけられるようだ。

「いいえ。初めてなので、いろいろ教えてくださってうれしいです。千佳子さんもご自分のを？」

「え？　あ、いえ。幹ちゃんがチョコレート好きなので、差し入れに行こうと思って。彼が帰国している間に、わたしも何点かドレスをオーダーしようと思ってるんです」

「ミキちゃん？」

　誰のことを言っているのかわからずに、首をかしげた。

「え？　紘也さん、弟のお名前忘れたんですか？」

　千佳子さんはクスクス笑っている。

　そっか……幹也さんのことか。甲斐兄弟と彼女は幼馴染みなのだから、そういう呼び方をしていてもおかしくはない。兄弟そろって甘いものが好きなのか……。

「いいですね。彼の腕は確かだから」

「はい。幹ちゃんが作ったドレスを身につけると、背筋が伸びる気がします。どんなに緊張する場所でも、彼が一緒にいてくれるような気さえするんですよ」

「そうですか――」

　そこまで聞いて、はたと違和感を覚えた。

　確かに幹也さんのドレスは身につける人に自信を与える。そのくらい素晴らしいものだ。ドレスだけが主張するわけでなく本人を引き立てる。それも何十倍にも。けれど、千佳子さんの言葉にはそれ以上の思いが込められているような気がしてならない。

　しかしその違和感がなんなのか突き止める前に、次の話題に移ってしまった。

「明日香さんは幸せものですよね。あの天下の甲斐紘也をこうやって列に並ばせるなんて」

　確かに彼なら、面倒だからと店を貸し切りにしてしまいかねない。

「まぁ、たまにはいいかなと思って」

「おふたりがお似合いでうらやましいです。運命の人に出会われたのですね。いいなぁ」

　千佳子さんは笑っているけれど、どこかその笑みに憂いが込められていて気になる。

「千佳子さん――」

　千佳子さん自身が紘也さんと結婚するかもしれなかったのに、わたしと婚約することになってしまった。彼女を傷つけたと思い、このチャンスに謝ろうと口を開いたが、その前に彼女が話し始めた。

「わたしは……小さいころから父親の決めた相手と結婚することになっていましたから。でも、それが紘也さんだったらきっと大切にはしてくれるだろうなと思っていた時期があっただけです。だから、そんなふうに困った顔なさらないで」

　しかし、彼女の気持ちを思うと、素直に『はい、わかりました』とも受け入れられない。

　彼女の言うことはもっともだ。恋愛感情抜きだとしても、紘也さんは大切にしてくれる。今のわたしがそうなのだから。

　千佳子さんは紘也さんとの結婚を間違いなく意識していたのだ。そこにわたしが割り込んだことで、こんな顔をさせているのならば心苦しい。

　いつもは心の奥底に隠して見ないようにしている罪悪感が心の中に渦巻く。

「ごめんなさい」

「あ、やだ。謝らないでください。紘也さんと明日香さんとのことは本当にうれしくも、うらやましくも思っています。好きな人と結婚できるなんて、わたしには夢みたいな話ですから」

「もしかして千佳子さん、好きな人が？」

　千佳子さんは困ったような顔でうなずいた。

「はい。でも、その人とは結ばれませんから」

　彼女は寂しそうに、ディスプレイされているチョコレートを見つめながら言った。

「それに、好きな人と結婚できないなら、誰と結婚しても一緒ですしね」

　そんな寂しいことを……。結婚がすべてではない。けれど、人生にとっては大切なものだ。それなのに、彼女は既に夢見ることさえ諦めてしまっている。

　本当にそれでいいの？

　自分なんかがそれを質問できる立場にないのはわかっているけれど、それでも聞きたいと思った。

「お次の方、どうぞ」

　しかしそれは店員さんの声に阻まれてしまい、口に出すことができなかった。




　店を出て千佳子さんと別れる。そのころにはいつもの彼女に戻っていた。軽く手を振る彼女に手を振り返して、家路につく。

『好きな人と結婚できないなら、誰と結婚しても一緒ですから』

　なんて悲しい言葉なんだろう。けれど自分はどうだろうか。理由はどうであれ、好きな人と婚約をした。彼のそばにいられることにはなったけれど、思いはわたしの一方的なものだ。向こうにとっては便宜上のもの。わたしの本当の思いが届くわけではない。好きな人のそばにいて愛してもらえないのも、悲しい。

　恋って……結婚って、難しいな。世の中にいる相思相愛のカップルや夫婦が奇跡のようだ。そもそも手の届かない相手を思い続けているうちは、自分にはそういうチャンスがやってこないことにもっと早く気づけば、こんな深みにはまることはなかったのかもしれない。

　ふと顔を上げると、ビルの合間から見える空はどんよりと曇っていた。

　この空はいつか晴れる日が来る。じゃあ、わたしの気持ちは？　……いや、つまらないこと考えてないで、帰ろう。

　胸が苦しくなってどうしようもなくなる前に、考えることをやめて足早にマンションへと向かった。




　翌日の土曜日。仕事が休みだったわたしは、今か今かと紘也さんの帰りを待っていた。

　時計の針はもう既に十六時をさしている。

『迎えに行く』という申し出を断られて、やきもきしながらリビングをひとりうろうろしていた。

　何度スマートフォンを確認しても、昨日の深夜に来た【万事ＯＫ】というメッセージ以降は、なんの連絡もない。もちろん、わたしからは何度もメッセージを送っているが、返信がなかった。

「もう、やっぱり無理にでも迎えに行くんだった」

　あの状況をどうやって万事ＯＫにするわけ？

　だんだんと心配が怒りに変わったころ、玄関のドアが開く音がしてわたしは駆け出した。

「何度も連絡してるのに……って、え？　翼？」

　玄関に現れたのは紘也さんと翼だ。

「いったいどうしたの？」

「お、明日香、ただいま！」

　機嫌よくヘラヘラ笑っている紘也さんが支えているのは、べろべろに酔っ払った翼だ。

　紘也さんも、弟の前でわたしを『明日香』と呼んでしまう程度には酔っているようだ。ふたりともお酒は相当強いはずなのに、昼間っからどれだけ飲んだの!?

「とりあえず、中に入って」

　紘也さんは中身は男だけど、体力はわたしのものだ。男性としては比較的小柄な翼だけれど、酔った男性をいつまでも支えているのはつらいだろう。

　わたしも翼の肩に手を回し、紘也さんとふたりで両脇を抱えた。

　どさりとソファに翼を置くと、紘也さんはバッグと紙袋をテーブルに置き、床に座り込む。ソファにぐでーともたれかかって、目をつむった。

「あぁ……久々に酔っ払った」

　見かけは目元が赤く感じる程度だったが、けっこう酔っているみたいだ。無理もない、わたしはお酒に弱くはないけれど、普段の紘也さんほどは飲めないのだから。

　わたしはキッチンからミネラルウォーターの入ったグラスを持ってきて、紘也さんに渡した。

「サンキュ」

　喉をゴクゴクと言わせながら、一気にグラスの中の水を飲み干した。お行儀悪く手で口元をぬぐう。

　翼を見ると、すやすやと気持ちよさそうに寝息を立てていた。どうやら心配はなさそうだ。

「もう、連絡がないと思ったら、ふたりでこんな時間から飲んでたんですか？」

「あぁ、別にいいだろ。新しく家族ができてうれしかったんだから」

「えっ……」

　驚いて言葉に詰まってしまう。

「明日香の弟なんだから、俺の家族だろ？　だから仲良くしたいって思って、連れ出した。翼、いい子だな。幹也と違って素直だ」

　飲みすぎでぐったりしている紘也さんは、手で目元を覆っているので表情がわからない。けれど口元がゆるんでいる。どうやら翼と楽しい時間を過ごしたようだ。

「とっておきの店に連れていってやったら、すごく喜んでた。それで、俺とお前の婚約も祝福してくれた。『姉ちゃん、思いっきり幸せになって』だって。ちゃんと伝えたからな」

「はい、ちゃんと聞きました」

　きっと翼は、わたしと紘也さんがでっち上げたふたりの恋愛話を信じたのだろう。大事な弟までに嘘をついて心苦しい。

　思わずうつむきそうになった時、紘也さんが眉間に皺しわを寄せて手招きをしている姿が目に入る。

「ど、どうしたんですか？　苦しいんですか？」

　慌てて近づくと、自分の横の床をトントンと叩いた。

「え？　なに？」

「座って」

「え、はい。これでいいですか」

　彼の隣に腰を下ろすと、間髪入れずに彼がゴロンとわたしの膝に頭をのせてきた。

「ちょ、ちょっと」

「……硬いな」

　焦るわたしなど気にも留めず、彼はわたしの膝の上で頭をもぞもぞと動かす。しばらくするといいポジションを見つけたみたいで、動かなくなった。

　はぁ……本当に自由だな。

　わたしの膝の上で目を閉じている紘也さんを眺める。外見は完全にわたしなのだけれど、わたしには大きな彼が甘えてきているように見えて少し微笑ましい。

　わたしにとっては、入れ替わった後も、彼は甲斐紘也のままだ。女性らしくドレスアップをしていても、元の彼と同じように感じてしまう。

　なんとなく頬をなでると、気持ちよさそうに口元を緩ませた。

　かわいい……かも。

　嫌がっていないのがわかったので、なで続ける。なんだか癒されるような気持ちになるのはどうしてだろうか。

　しばらくそうしていると、彼が持っていた紙袋を指さした。おそらくわたしにそれを取ってほしいのだと思い、手を伸ばす。

「それ、大事なもんだろう？」

　紙袋に入っていたのは、わたしの部屋に飾っていた家族写真だ。

「あ、ありがとうございます！」

　毎日眺めていた写真だ。先日マンションに戻った時に持って帰りたかったけれど、大地さんに追い出されてしまったので諦めていたのだ。〝いい歳して〟と思うけれど、こんな状況下に置かれているわたしにとっては、両親の写真を眺めることで不安が幾分和らぐような気がした。

「心配しなくていい」

「え？」

　じっと写真を眺めているわたしに、唐突に彼が口を開いた。

「そんな、不安そうな顔しなくていい。お前のことは俺が幸せにしてやる。お前はもう俺のもんなんだから、黙って愛されていればいいんだ。かわいい弟にもちゃんと誓ったから」

　わたしのわずかな表情の変化に彼は気がついていたのだ。

「心配なんかしなくていいんだ。お前は俺の家族――俺の大事な奥さんになるんだから……な」

　紘也さんは、酔って潤んだ目でわたしを見ていた。けれど最後の言葉を言い終わる前に、ゆっくりと目を閉じた。

　胸が甘やかに締めつけられる。

　すぐに思い詰めてしまうわたしに対するリップサービスかもしれない。けれどその言葉で、わたしの気持ちが救われる。

　もしこのまま――この体のまま戻らなくても、いいかもしれない。そうすればわたしは、彼のそばにいられるんだから。

　そんな邪な考えが思い浮かぶほど、彼の言葉がうれしかった。

「わたしを、本当の妻にしてくれますか？」

　彼が寝息を立て始めたころ、そうつぶやいてみた。きっと彼には届いていない。だから言えた言葉だ。

　わたしはそのまま、気持ちよさそうに眠る彼の頬をしばらくなで続けた。










出しゃばり秘書奮闘記




　あの日から、紘也さんへの思いがますます強くなっていく。一週間経った今も、彼を膝枕したことを思い出せば、苦しいくらい胸がドキドキした。

　しかしそればかりを考えていられるわけではない。なにせわたしは今、甲斐建設の副社長――甲斐紘也なのだから。

「だから言ったんだ。これでは大幅に工期が遅れる」

　甲斐建設の重役会議室に、ひとりの男の不満に満ちた声が響いていた。

「それに関しては既に先方は了承済みです。それに、最終納期については問題ない工期の日程を組んでいます」

　わたしは必死になって、状況の説明をしていた。

　相手は大乗専務だ。いつも細かくいろいろと問題点を指摘してくれるのはありがたいのだが、その内容が難癖と言いたくなるようなものばかりで……正直、苦手だ。

　今回専務が問題にしているのは、我が社が請け負っている駅前の再開発事業の建築現場。これは紘也さんが入札からずっと手がけている大きなプロジェクトで、ここ最近、彼が最も力を注いでいる仕事だった。

　その工事の作業に遅れが出ていた。一部材料の調達が難しいものがあり、なんとかするべく資材部が奔走してくれている。

「ここまで大がかりなプロジェクトにおいて、納期が遅れればどれほどの問題が出てくるのかわからないとは言わせませんよ！」

　勢いあまった大乗専務はその場に立ち上がり、わたしにより厳しい視線を向ける。

　確かに大乗専務の言うとおりで、工期の遅れは資金面、そして安全面でも不都合が生じる。しかしプロジェクトに関わっている皆が、間に合わそうと一丸になって取り組んでいるのだ。それなのに責め立てるばかりで、副社長への責任の追及しかしない。

「それは十分承知して――」

「本当にそうでしょうか？　事故後の副社長は、以前とは違う感じですね。ご婚約が決まって浮ついておられるようだ。なんだか仕事に身が入っているように見えませんがね」

　ニヤニヤと薄ら笑いを浮かべ、ネチネチと責めてきた。

　思わずぎくりとした。理由はどうであれ、以前に比べて仕事の質も量も落ちているのは否定できない。紘也さんと一緒に頑張っているが、こういった公の場では、やはりわたしでは力不足なのだ。ぐっと拳を握り、不甲斐なさに耐える。

「あら、それはわたくしが謝罪しなくてはなりませんね。うれしくてつい、彼を独占してしまっていましたから。今後気をつけますね。それと、こちらの資料をご覧ください」

　わたしの後ろに控えていた紘也さんが立ち上がり、わたしの手元のタブレットを操作すると、注文書が一枚表示された。

「工期の遅れの原因である材料の手配は既に行われています。明日には現地に搬入予定です。既に解決されている問題をいつまでも議論するのは、時間の無駄ですよね？大乗専務」

「あ、う……まぁ」

　ぐうの根も出ない専務はわたしを責めていた時の勢いをそがれて、小さくなって椅子に座った。

　驚いたわたしが隣に立つ紘也さんを座ったまま見上げると、小さくウィンクをした。

　ホッとひと安心したが、ここからがわたしの出番だ。

「資材部が頑張ってくれたおかげで、既に材料の手配はできております。きちんとした工期の修正については後日お知らせいたしますが、今の段階では納期に問題がないと思っています。ご心配をおかけして申し訳ございませんでした。次の議題に移ってください」

　周りも納得したのか、これ以上の話は出てこなかった。わたしは胸をなでおろし、こっそりと紘也さんを見る。

　彼は壁際に用意されていた秘書たちが座る椅子で、誰よりも真剣に会議の様子を眺めていた。その表情は、秘書ではなく副社長の顔だった。

　しっかりしなくちゃ。

　こういう公の場での失敗は、彼の地位に響く。入れ替わっている間は、わたしが切り抜けなくてはならないのだ。ぼんやりしてはいられない。

　再び会議に集中しようとしたところで、自分に向けられた視線を感じた。ふと顔を上げると、大乗専務がこちらをにらんでいる。

　その視線に込められた怒りの感情に思わず身震いしそうになった。さっと視線を逸らせたが、彼からの射抜くような視線は会議が終わるまで続いた。




「暑いっ！　足が痛いっ！」

　ぴったりとしたセクシーなスーツ。八センチのヒール。そして頭にはヘルメット。

　真夏の工事現場にふさわしくない服装で、紘也さんはわたしの隣に立っていた。

　会議の三日後、わたしと紘也さんは駅前の再開発の現場に来ていた。

「そんな格好で来るからですよ。車で待ってますか？」

「それじゃ、視察の意味がないだろ」

　現場は、一時期工期の遅れがあったが資材の調達がうまくいき、それ以降は順調に工事が進んでいた。

　しかし、報告だけでは本当の現場の様子がわからないと言っていた紘也さんは、入れ替わった後も、何度となく各現場に足を運んで自分の目で様子を確認していた。

　ヘルメットをかぶり外から外観を見上げるその姿は真剣そのもので、姿形はわたしなのだけれど、副社長の威厳が漂っていた。

　どんな状況でも仕事に全力で、紘也さんらしいな……。

　わたしは現場監督に次いで内部に入っていく紘也さんの後に続いた。

　設計図を片手に現場監督がいろいろとわたしに向かって説明してくれている。

「この前、指摘した場所はどうなりましたか？」

　わたしは気になっていたことを尋ねた。

「あぁ、これは――」

　一緒に図面を確認していると、横からスッと手が伸びてきた。

「これじゃダメですね。ここの担当者は？」

「え？」

　いきなり話を始めた秘書に、現場監督は困惑気味だ。

「いいから、ここの担当者を出して。話が聞きたい」

「でも……」

　現場監督はわたしの方をチラリと見た

「あの、お願いします。少し話を聞きたいので」

「わかりました」

　現場監督が不審に思うのも無理はない。普通の秘書は、こんな形で現場に首を突っ込むことはまずないからだ。

　しかし紘也さんは気にすることもなく、図面を見てなにか考え込んでいるようだった。

「あの、お呼びでしょうか？」

　呼び出された三十代後半くらいの男性社員が、緊張した面持ちで現れた。

「あなたが、ここの担当者？」

　紘也さんが聞く前に、わたしが確認をする。

「はい。そうです。なにか不手際でも？」

　すると、わたしと担当者の間に紘也さんが入る。担当者は、いきなり前面に出てきた秘書に面を食らっていたが、紘也さんはお構いなしに話を続けた。

「この部分、前回指摘したことが改善されていないように見受けられますが、いかがですか？」

　図面をのぞき込んだ担当者が「それは……」と口を開いた時に、別の男性の声がかぶる。

「それはわたしの指示に従ってもらったんだ」

　背後から聞こえてきた声に振り向くと、そこには大乗専務の姿があった。

　近づいてくる専務を、紘也さんは思いっきりにらみつける。

「これは、以前のままのほうが効率がいい。よって改善しなくていいとわたしが指示を出したんだ」

　専務はニヤニヤと笑いながら、わたしに向かって説明してきた。

　しかし紘也さんがすぐに反論する。

「勝手なことしないでください。俺――副社長の指示をどうして変えたんですか？」

　いきなり詰め寄ってきた秘書に、専務は一瞬たじろいだが、相手は秘書だとすぐに態度が大きくなる。

「いったい誰に口をきいてるんだ。これでうまくいっているんだから、面倒な手間をかける必要などないだろう？」

「これでは現場の安全の確保ができない。至急、前回の指示どおりに変更してください」

　現場の監督と担当者に紘也さんが伝える。

「おいおい、いつからこの小娘はこんなに偉くなったんだ？　甲斐副社長、あなたの教育はどうなっているんだ。結婚するからって、今からこんなに現場に首を突っ込まれたんでは、やりにくくて仕方ない」

　確かに現場にいる人たちは、明日香の姿でいろいろと指図する紘也さんを不審がっている。わたしがちゃんと彼の代わりをできなかったせいだ。

　一歩前に出て皆に頭を下げる。

「そのことについては、申し訳ありません。ですが、彼女の言っていることは間違っていません。至急現場の改善をお願いします」

　わたしの言葉に、副社長の指示だと受け取った現場の人々はすぐに作業にとりかかった。

　紘也さんは隣でもどかしそうに髪をかき上げ、悪態をついた。

「チッ。余計なことばかりしやがって……」

　小さな声でつぶやいたのだが、悪口ほど人に聞こえるもの。彼の言葉は専務の耳に届いていた。

「余計なこととは、どういう意味だ。わたしは現場のことを思って――」

「それが余計なことだって言うんだ。よくわかってないヤツが口出しすると、現場が混乱する。あんたみたいに急にやってきて偉そうな顔をするヤツは特にだ！」

　紘也さんは仁王立ちになり、腰に手を当てて専務の鼻先に人差し指を突きつけた。

「な、なんて失礼なヤツだ」

「も、申し訳ありません……」

　慌ててわたしが間に入る。今できるのは、謝罪してこの状況を収めることだ。

「おい――」

「いいから、乾さんも頭を下げて」

　紘也さんの頭を無理やり押さえつけると、彼もしぶしぶ「申し訳ありませんでした」と謝ってくれた。

　そのうえで、わたしは専務に伝えたいことを口にする。

「確かに彼女の言い方は悪かったです。そこは謝罪しますが、今回の専務の判断は間違っています。大きな事故がなかったからよかったものの、これからは、ご意見がある場合はまずわたしに連絡をいただいてよろしいでしょうか？」

「な、なにを言ってるんだ。まったく反省してないじゃないか！」

　専務は激高していたが、これは譲ることができない。

「上からの指示がぶれれば、下で働くものは混乱します。それが大きな事故につながりかねません。ですから――」

「うるさい。俺をコケにするのもいい加減にしろよ！　いい気になっていられるのも今のうちだからな。俺がお前を引きずり降ろしてやる」

　捨てゼリフを吐くと、彼は怒りをあらわにしたままその場を去っていった。

「はぁ」

　緊張から解放されたわたしは、大きなため息をついた。その隣で紘也さんは「あははは」と声を上げて笑っている。

「明日香、お前すごいな！　あの専務の顔見たか？」

　お腹を抱えて笑う紘也さんの横で、わたしはへなへなと座り込みそうになった。

「お、おい。大丈夫か？」

　とっさに紘也さんに支えてもらう。

「は、はい。わたし、あんなに面と向かって意見したことってなかったので……。でも、今のわたしは副社長だから……あぁ、緊張した」

　わたしの能力は紘也さんには遠く及ばない。けれど、彼の代わりをしている間にできる限りのことはしたかった。だから彼が今の状況ならばどういう態度をとるか考えて行動したのだけれど……プレッシャーで足がまだガクガクしている。

「立派だった。ありがとうな」

　彼に褒められて誇らしい気持ちになる。

「ほら、しっかり立って」

「はい」

　支えてもらいながら体制を立て直し、歩き始めた。

　会社に戻る前に足場が組まれた現場を見上げる。

　紘也さんが契約からずっと携わってきたこの案件。わたしにとっても、またこの仕事に関わっているすべての人にとっても大事なものだ。それをよりいいものにできるようにすることが、今のわたしにできることだ。

「行くぞ、明日香」

「はい」

　待たせてあった車に乗り込んで会社に向かう。

「戻ったら、明日の会議の資料読んでおけよ」

「あ。はい……あれ？」

　あそこにいるのって、大乗専務？　いや、彼は先に帰ったはず。

　現場の裏側を車で通り過ぎる瞬間、現場の事務所代わりにしているプレハブ前に専務の姿を見た気がした。

「どうかしたのか？」

「いえ、なんでもないです」

　きっと見間違いだ。あんなに怒っていた専務が、まだ現場にとどまっている理由などないのだから。

　少し気になったけれど、その後の仕事に追われて、わたしはすっかりその出来事を忘れていた。
















第五章










わたしがわたしに戻る時




　プレジデントデスクに座り、秘書の仕事をこなしているわたしに、紘也さんが明日の会議資料を差し出した。

「これ、大事なところに補足を入れておいたから、確認しといて」

「はい。わかりました」

　内容は、下期の経営戦略についてだ。今日の会議みたいにしどろもどろになることがないように、紘也さんのアドバイスを元にしていろいろと頭に入れておかなければいけない。

　わたしはさっそく、蛍光ペン片手に資料に集中した。

「俺、今日は秘書課のミーティングに顔出してから帰るから。お前も早めに家に戻れよ」

「わかりました」

　彼が部屋を出ていってからも、しばらく資料の読み込みをしていると、デスクの上の電話が鳴った。内線のランプが光る。

「はい。甲斐です」

《もしもし、大乗です。あの生意気な秘書は不在かい？》

　電話の相手を知り、手に力が入る。

　今日反論したことでなにか言われるのだろうか？

「はい。彼女は本日はもう戻りません。わたしがご用件を伺います」

《あぁ、今日言われたことなんだがね。さっそく気になることができたから、連絡したんだ》

　今日現場で話をしたことが、きちんと相手に伝わっていたようだ。

「はい、ありがとうございます」

《資材置き場なんだがね、あの管理の仕方ではまずい。早急に改善が必要だ》

　いつもの癖でメモを取りながら、電話を続ける。

「では、明日――」

《明日では遅い。こういうことはさっさとやるべきだろう？》

　威圧的な物言いに、言い返す言葉が思い浮かばない。

　もしかして嫌がらせ？　具体的なことはなにも言わずに、ただ見てこいと言う。しかし今日は既に紘也さんもいないし、どうしたらいいのだろうか？

《今日は行かないなんて言わないだろうな？》

　悩んでいる間に、行かざるを得なくなってしまった。

「わかりました。確認して明日にでもご報告します」

　わたしは電話を切ると、急いでデスクの上を片付ける。紘也さんの電話に連絡するが、留守電になってつながらない。

　仕方ない。とりあえず現場に向かおう。折り返しの電話で指示を仰ぐか、最悪写真を撮って見せて、問題点の洗い出しを一緒にしてもらうことにしよう。

　そうと決まれば早く現場に向かわなければ。

　今日の予定していた業務は既に終了している。運転手の田中さんももう帰宅しているかもしれない。

　わたしは会社を出て、タクシーを止めると現場に向かった。




　本日二度目となる現場は、既に作業員も撤収していて静かだ。きちんと整理整頓されていて、一見問題がないように思える。

　さっそく、問題の指摘をされた資材置き場に向かう。懐中電灯の灯りを頼りに歩くが、暗くて心細い。

　スーツのポケットの中でスマートフォンが鳴る。取り出すと、ディスプレイには紘也さんの名前。

　しかし応答しようとしたところで、パンッと手を叩かれた。

「痛いっ！」

　振り向くとそこには、知らない若者が立っていた。ニヤニヤと笑うその風貌は、お世辞にも〝いい人〟には見えなかった。彼の後ろにも同じような柄の悪い人が三人ほど立っていた。

　慌てて警戒する。落とされたスマートフォンは遠くに飛んでいってしまっていて助けを呼ぶこともできない。

　じりじりと後ろに下がり距離をとるが、相手が襲いかかってくるほうが先だった。

「嫌、やめて」

　相手は、男性数名。なすすべもなくその場に引きずり倒され、ひとりが馬乗りになった。声を上げようとすると頬を殴られ、パンと大きな音がその場に響いた。

「悪いな、ちょっと怖い思いをしてもらえば済むだけだから」

　そう言われて、縛られたわたしは事務所のプレハブの中に監禁された。

　どうしてこんなことに……。

　猿ぐつわをされて、声を出そうにも「うーうー」とうなることしかできない。

　若者たちは、わたしのスーツのポケットから取り出した財布から免許証と名刺を見つけた。

「コイツ、甲斐建設の副社長だってさ。おい、あのおっさんからはちょっと怖がらせろって指示だったけど、金を巻き上げられるんじゃないのか？」

「マジで？　その金で国外逃亡とかよくね？」

　そんなこと簡単にできるわけないのに、ゲラゲラ笑っている。

　恐怖と悔しさで、目に涙がにじむ。なんとか冷静でいようとするけれど体がガタガタ震えてなにもできない。

　どうしよう……紘也さん。行き先も告げていない。彼がわたしがいなくなったのに気がつくのはいつだろうか。せめてさっきの電話で場所だけでも知らせておけば……。

　そう思うが、スマートフォン自体もどこにいってしまったのかわからない。

　涙が頬を伝った瞬間、遠くから「明日香！」とわたしを呼ぶ声が聞こえた。

「まずい。誰か来た」

　若者のリーダーの声に、事務所内の空気が変わる。その瞬間、わたしは猿ぐつわを外して「紘也さん！　助けて」と叫んだ。

「コイツっ」

　若者のひとりが胸倉をつかんで、わたしを殴りつけた。勢いでパイプ椅子にぶつかり、派手な音が事務所内に響く。

　倒れ込んだ体は痛く、殴られた頬にも強烈な痛みを感じた後、口の中に血の味がにじむ。それでもわたしは、彼の名前を大声で呼ぶ。

「紘也さん！」

「黙れっ」

　激高した犯人は、もう一度わたしを殴ろうとした。その時……。

　――ガッシャーン。

　大きな音を立ててガラスが割られ、そこから紘也さんの顔が見えた。

「お、女か？」

　いきなり割れたガラス、そこから犯人をにらみつけている女性を見て、犯人たちは驚いたようだ。

「おい、捕まえろ」

　犯人たちは自らドアの鍵を開けて、紘也さんを事務所内に連れてきた。

　羽交い絞めにされた紘也さんは「離せ！」と大暴れしている。

「じっとしろ、おい」

「紘也さん！」

　立ち上がろうとしたわたしの脇腹を犯人が蹴り上げた。

「……っう」

　バタンとその場に倒れたわたしを見て、紘也さんの目が血走る。

「やめろって言ってるだろ！　お前ら、誰の指示でこんなこと。後悔することになるぞ」

　紘也さんの怒号に、犯人たちは笑い声を上げた。

「あ～怖い怖い。こんなキレイなお姉さんになら後悔させられたいな」

　ゲラゲラと下品な笑いを続ける犯人たちの足に、わたしは思いっきり噛みついた。

「クソ、コイツっ」

　男が思いっきり足を振り上げた。次に襲ってくるであろう痛みに耐えようと体を縮こませる。

「明日香――！」

　紘也さんの叫び声が聞こえた瞬間、目をつむっていたまぶたの裏に激しく閃せん光こうが走った。

　な、なにっ!?

　次の瞬間、目を開くと、わたしの目の前には紘也さんが両足で男の腹部を蹴り飛ばしている姿があった。

　……どういうこと？

　パニックになって体の力が抜ける。男たちに羽交い絞めにされているこの体は、間違いなく〝乾 明日香〟のものだ。

　驚いて固まっているところに、犯人のリーダー格の男がわたしの足元に倒れ込んできた。

「ひゃっ……」

　いつの間にか拘束を解いた紘也さんが、倒れた男の胸倉をつかみ殴りつけた。

　他の男は恐れをなしたのか、さっさと逃げ出してしまう。

「や、やめてくれ。悪かった」

　それまで散々悪態をついてきた男が、紘也さんに許しを請う。

　紘也さんは自分が拘束されていたロープで相手を縛り上げると、警察を呼んだ。

「大丈夫か？　明日香……」

　へたり込んでいたわたしの体を、紘也さんが支えてくれる。

　そう、わたしは明日香だ。今は身も心も〝乾 明日香〟である。

「紘也さん……わたしたち……」

「あぁ……元に戻ったみたい――おい、大丈夫か？」

　さっきまでの恐怖と、急に体が元に戻ったこと。その両方を受け止められなくなったわたしの意識が薄れる。

　正気を手放す前にわたしが見たのは、心配そうにわたしを見つめる紘也さんの姿だった。




　次に気がついた時に、自分の手を握る紘也さんの姿が目に入った。頭を垂れたままの彼は、わたしが目覚めたことにまだ気がついていないみたいだ。

　周りの様子を見ると、事故の時と同じ病院の病室だということがわかった。どうやらあの時、気を失ってから、ここに運ばれてきたみたいだ。

　右手に力を入れると、彼がはじかれたように頭を上げた。驚いた顔をした後、「明日香？」とわたしに呼びかけた。

　小さくうなずくと、彼は「はぁ」と大きく息を吐いてわたしの手をぎゅっと握りしめ、絞り出すように言った。

「……た。……よかっ、た」

　彼の力強い手から、わたしを心配する気持ち伝わってきた。

「明日香と連絡がとれなくなって、心配で副社長室に戻ったら、机の上のカメオが目に入ったんだ。それでデスクの上のメモに気がついた。あの場所がわかって本当によかった」

　紘也さんがわたしの手を握ったまま、安あん堵どのため息をついた。

　そしてほどなくして、医師が駆けつけてきて、いろいろと確認をする。その時医師がわたしのことを『〝乾 明日香〟さん』と呼んだ。

　そうだ、わたし……元の体に戻ったんだ。

　傍らに立つ紘也さんに目を向ける。さっきは混乱していたのでそこまで気が回らなかったが、今病室にいてわたしを心配そうに見つめているのは間違いなく〝甲斐紘也〟の姿をした〝甲斐紘也〟だった。










間違った婚約




　あれから三週間。わたしは乾 明日香としての日常を取り戻していた。

　紘也さんとわたしは、監禁された際の怪我の程度も軽く、また念のため受けた脳波などの検査も異常なしだった。

　元に戻ったといえど、わたしたちに起こったこの数ヶ月の不思議な現象の間にできた新しい関係は、今も継続中だ。そのため、わたしはまだ〝甲斐紘也の婚約者〟だった。

　事件のことや、入れ替わりの間にいろいろとあった不都合を解消するために時間を費やしているうち、話し合いの時間もとれず、あっという間に時間が経過していた。ゆえに、まだ同居の解消もできず、わたしはずるずると紘也さんの部屋に居座っていた。

　事件のことだが、警察に引き渡された犯人からは依頼者が特定できず、結局、真の犯人はわからずじまいだ。

「すまない。おそらく大乗のヤツが一枚噛んでいるのは間違いないんだけれど、証拠がない限り追及することができない」

「そうですか」

　あの日わたしを呼び出した大乗専務がなにか知っているはずだと思う。けれど彼は頑なにそれを認めなかった。それどころか、事件に巻き込まれるのには紘也さんにも非があると言い出した。犯人につけ入る隙を与えたと鼻で笑ったのだ。

　これ以上はどんなに追及してもどうにもならないと判断した。それよりも専務の余裕の態度のほうが気になる。まだなにか企んでいるのではないだろうか？

　そして、その嫌な予感は見事的中した。

「失礼するよ」

　バタバタと仕事に追われる昼下がりにノックもなしに部屋にやってきたのは、大乗専務だった。いつも人をバカにしたような笑みを浮かべているが、今日は輪をかけてニヤニヤと嫌な顔をしている。

　電話中だった紘也さんは、チラッと視線を彼に向けると眉間に深い皺を寄せた。

　その態度から歓迎されていないことはわかっているだろうけれど、専務はまったく意に介さずポケットに手を入れたまま副社長室に入ってきたので、わたしは立ち上がり会釈をした。

　そして顔を上げた時、彼の後ろにいる人物を見て驚いた。

　千佳子さん……？　どうして彼女が大乗専務と一緒にいるのだろう。

　大乗専務の後ろに隠れるようにして立っていた彼女は、うつむいたままでこちらを見ようともしない。

　浮かんだ質問の答えはすぐにわかった。

　電話を終えた紘也さんが、デスクから立ち上がりふたりの前に出た。

「どうして千佳子が一緒なんだ？」

　紘也さんも同じことを思ったようだ。

「おいおい、せっかくなのにお茶も出さないのか。秘書も気が利かないな」

「申し訳ございません。今、準備いたします」

　慌てて出ていこうとするわたしを紘也さんが止めた。

「話はすぐに終わるから、構わない。要件は？」

「せっかちだな。俺と千佳子さんの結婚の報告に来たんだ」

「えっ!?」

　驚いて、思わず声を上げてしまった。

　いったいどうしてそんなことになったのだろうか。

　大乗専務はわたしの方を見てニヤッと笑った。

「そんなに驚くことかい？　俺だって甲斐一族だ。つかさ銀行の頭取の娘と結婚したって、おかしなことなどないだろう？」

　確かに最初は、紘也さんが千佳子さんのお相手だったと聞いた。それがわたしと婚約したことで、別の人との結婚話になったのだろう。

　でも、よりによってどうして大乗専務なの？　千佳子さんはわたしにも優しくしてくれて、本当に容姿も心も美しい人だ。なのになぜ、彼女の結婚相手が大乗専務なのだろうか。どう考えたって、幸せになれそうにもないのに。

「千佳子、本当なのか？」

　紘也さんは専務を無視して、直接千佳子さんに尋ねた。

「……はい」

　それまでうつむいていた千佳子さんが顔を上げて、力なく答えた。無理やり笑顔を浮かべようとしていたけれど、それがかえって痛々しい。この結婚が彼女にとって不本意であることは明白だった。

「お前はそれでいいのか？」

　紘也さんも、千佳子さんの様子に気がついている。だからこそ、彼女の本心を聞きたかったに違いない。

　しかし千佳子さんが答える前に、大乗専務が代わりとばかりに答えた。

「今さらその質問になにか意味があるのか？　千佳子さんと俺の結婚は既に決まったことだ。外野が口を出すことじゃないだろ？　それともあれか？　今ごろになって彼女が惜しくなったのか？　それも仕方ないか。お前の相手は結婚したところでなんのメリットもない一般人だもんな」

　その言葉が、瞬時にわたしの心に深く傷を負わす。自分でもわかっていたことなのに、改めて指摘されるとダメージが大きい。

　大乗専務はこの場にいる皆をバカにするように声を上げて笑った。

　胸の痛みに耐えるように唇を噛んだその時、すごい早さで紘也さんが専務の胸倉をつかんだ。

「ふざけるな。勝手なことばかり言ってると、二度と俺の前に顔出せなくするぞ」

　震え上がるほどの、地を這うような低く冷たい声。彼の怒りが限界に達した証拠だ。

「紘也さん、ダメです」

　彼を止めようととっさに腕に飛びつく。

　すると、彼の腕からすぐに力が抜けた。すんでのところで感情をぶつけずに冷静になってくれてホッとする。

　専務は紘也さんの力が緩んだ隙に、慌てて手を振りほどき後ずさった。

「お前こそ、いい気になるな！　いつまでも今の地位にい続けられると思うなよ。お前なんか引きずり降ろしてやるっ！」

　顔を真っ赤にして捨てゼリフを吐き、部屋を出ていった。

　千佳子さんはわたしたちに頭を下げて、大乗専務の後を追っていく。

「はぁ……なんだっていうんだ」

　紘也さんはそんなふたりを見て、イライラした様子で髪をくしゃくしゃとかき混ぜている。

「本当にあのおふたり、結婚なさるんでしょうか？」

「あぁ、たぶんな。うちの会社にとって、つかさ銀行とのパイプが強くなるのは有益だから、幹部たちは両手を上げて喜ぶに違いない」

　会社にとってはいいこと。けれど千佳子さんを思う紘也さんは、苦虫を噛み潰したような表情を浮かべていた。

　一度は婚約者候補に上った、幼馴染みの千佳子さん。その結婚相手があの大乗専務となると、幸せになれるとは到底思えない。紘也さんは、千佳子さんの幸せを願っているはずだ。

「あの、わたし。少し千佳子さんと話をしてきてもいいですか？」

　紘也さんはわたしの言葉に少し驚いた顔をしたけれど、すぐに「あぁ、頼む」と言って、自分のデスクに戻った。

　わたしは廊下に出ると、急いで階段に向かう。専務室はひとつ下の階だ。千佳子さんも専務と一緒にいるだろう。

　話をすることができるかな？　専務と一緒だったら、彼女の本心を聞くことは難しい。

　急いで階段を降り、専務室に向かう。すると、扉を開けて出てくる千佳子さんの姿がそこにあった。

「千佳子さん……」

　声をかけると、こちらを振り向いた。覇気のない作り笑いを向け、わたしに会釈をする。

　前にチョコレートの専門店で会った時のような、明るい彼女とは違う。あきらかに、今の状況に耐えているのがわたしにもわかった。

　先に歩き始めた千佳子さんについていく。彼女はエレベーターに足を踏み入れると、「どうぞ」と言ってわたしも乗るように促した。

「申し訳ありません」

　本来ならばお客様よりも先に自分がエレベーターの操作をするべきなのに、そんなことにも頭が回らなくなっていた。今はどうにかして千佳子さんの本当の気持ちを知りたいと思った。

　扉が閉まり、ふたりを乗せたエレベーターが一階を目指して動きだした。

「ごめんなさいね。お仕事中にお邪魔して」

　先に口を開いたのは千佳子さんだった。

「いえ、あの……わたしこそ、こんなところまで追いかけてきてしまって」

「いいんです。そうだ、紘也さんからもらったチョコレート、おいしかったですか？」

　あの日一緒に買ったチョコレートのことだ。

「はい。とっても」

「そう、よかった。紘也さん、女性の中に交じってひとりで並んでらっしゃったんですよ。あなたのために……うらやましい。わたしにはそういう人がいないから」

　微笑んだその顔に、ある種の諦めのようなものを感じてしまい胸が痛む。

「千佳子さん……本当に大乗専務とご結婚なさるつもりなんですか？」

　彼女のつらそうな姿を見ていられなくて、単刀直入に聞く。

　わたしの言葉に、彼女は悲しそうな表情を浮かべた。

「そうなりますね。もともと父親の決めた相手と結婚するつもりでしたから」

「それでいいんですか？　千佳子さんは――」

「本当に好きな人と結婚できないなら……相手は誰だって同じだと思いませんか？」

　千佳子さんがいつか言ったセリフだ。

　彼女の瞳に強い悲しみの色が浮かぶ。

　誰かを思い出しているのだろうか。そんな顔をするほど好きな人がいるのに、他の人に嫁ぐなんて悲しすぎる。

「そんな、諦めてしまわないで――」

　わたしの言葉を遮るように千佳子さんが声を上げる。

「好きな人と結婚するあなたに、わたしの気持ちはわからないわ！」

　初めて聞く彼女の強い言葉に、驚いて目を見開いた。

　千佳子さんは瞳を潤ませ、感情を露わにして拳を強く握っていた。

「わたし――」

　その時、エレベーターが一階に到着した。

「大きな声を出してごめんなさい。完全に八つ当たりね。紘也さんにも、突然訪問したことを謝っておいてください」

　千佳子さんはそう言うと、開いた扉から出て颯爽とロビーを歩き始めた。その背中には、これ以上踏み込めない彼女からの拒絶を強く感じた。

　わたしはエレベーター内で立ちすくみ、なにもできないでいた。

　いたたまれない思いを抱えて、悶々としながら副社長室のあるフロアに戻る。気持ちを整えるためにも化粧室に行ってから業務にとりかかろうと、続き部屋である秘書室へ入る。

　ロッカーから荷物を取り出していると、副社長室へ続くドアが少し開いているのに気がついた。中から声が漏れ聞こえてくる。

　紘也さんと……お母様？

　そういえば、今日は社長を交えてご家族でランチの予定だった。わたしも誘われたが、午後に秘書課のミーティングの予定もあり遠慮することにしたのだ。

　お茶の準備しなきゃ。

　手に持っていたポーチをデスクに置こうと移動した時、偶然、中の会話を聞いてしまう。

「まさか、千佳子が大乗のバカと結婚だなんてな」

「そうね。予想外だったわ。千佳子さんのお父様も娘の幸せをなんだと思ってるのかしら？　愛のない結婚なんて間違ってる」

　お母様も、千佳子さんと大乗専務との結婚には反対のようだ。

「あぁ……そうだな」

　お母様の言葉に対する紘也さんの返事はなんだか歯切れが悪い。

「どうかしたの？　千佳子さんの結婚であなたが心を痛める必要はないのよ。あなたたちの結婚話は、『そうなればいいわね』ぐらいの話だったんだから」

「いや、そうじゃない……俺と明日香の婚約も、間違ってるのかもしれないなと思って」

　その発言を聞いた瞬間、体の力が抜け、全身が凍りついたように動かなくなった。手に持っていたポーチをよく落とさなかったものだと思う。

　わたしたちの婚約が間違ってる……。確かにわたしたちの婚約は、やむにやまれぬ事情があってのことだ。それが正しいだなんて、わたしだって思っていない。

　けれどそれを紘也さん本人の口から聞いたことで、現実を目の前に突きつけられた感じがして、胸が引き裂かれるようだ。

　わかっていたことじゃない。傷つく資格さえないくせに。

　ふたりの体が元に戻った後、いつかは向き合わなくてはいけない現実。ずっとこのままではいられないことくらいわかっていたのに。

　目頭が熱くなり、涙がにじむ。なんとか音を立てないように奥歯を食いしばった。

「もう、紘也ったらなにを言っているの？　ほら、食事の時間に遅れるわ。行きましょう」

「あぁ。そうだな」

　副社長室からふたりの気配が消えた、その途端。

「……うくっ……うっ」

　我慢していた涙があふれ出す。手でぬぐってもぬぐっても追いつかず、いつしか、しゃがみ込んで泣いていたわたしの足元にいくつものシミができる。

　悲しくても苦しくても、間違っているなら正さなければいけない。わかっているのに、わたしの心が悲鳴を上げる。彼が好きだと、離れたくない……と。

　それでも、自分勝手なこの思いを封印して、正しい道に戻さなければ。

　最後にわたしができる精一杯のことを彼にしてあげたい。それが、好きになった彼への最大の愛情表現だと思うから。










最後の晩ばん餐さん




　ダイニングテーブルに並ぶのは、彼が好きなミートローフに、マカロニ入りのミネストローネ。真ま鯛だいのカルパッチョに、炊き込みご飯、茶ちゃ碗わん蒸むし。

　和洋折衷、献立としてはいかがなものか。けれど、どれも一緒に暮らし始めて彼が『おいしい』と褒めてくれた料理の数々だ。

　あとは、よく冷えたスパークリングワインを出せばいい。

『――お祝いしませんか？　わたしたちが元に戻ったお祝い』

　わたしがそう提案したのは、ちょうど一週間前。彼が出張に出る前の日だった。あの日、紘也さんの本当の気持ちを聞き、帰宅後わたしはすぐに行動に移した。

『え？　あぁ、忙しくてすっかり忘れてたな』

　シャワーを浴びて、スウェットにパーカーというラフな格好の彼は、経済誌に手を伸ばしながらわたしの話を聞いていた。

『出張から帰ってくる日はどうですか？　確か帰国便は十六時でしたよね？』

　紘也さんは海外出張の場合、帰国が夕方になる時は、予定がなければ直帰することが多い。

『そうだな、店予約しようか？』

『いえ、それなんですけど……わたしが作ってもいいですか？』

『わざわざ？　面倒じゃない？』

　彼は、読んでいた経済誌から視線をわたしに移した。

『出張帰りでお疲れでしょうから、自宅でゆっくりされたほうがいいと思って。レストランみたいな料理はできませんけど』

『いや、君が面倒じゃなければ、俺は明日香の手料理のほうがいいな』

　その言葉が本心だと、彼の笑顔が物語っている。

『よかった。じゃあ、頑張って作りますね』

　快く提案が受け入れられて、うれしい。

『わかった。機内食は抜いておく』

『そこまでされるとプレッシャーです』

　軽く眉を寄せたわたしに、紘也さんは声を出して笑った――。

　そして今日、まもなく彼が帰ってくる。

『少し寄り道をしてから戻る』と空港から電話をかけてきた彼を、今か今かと待ち構えていた。

　元に戻ってからはなかなか着ることがなかった、紘也さんが選んだ洋服を身につける。中でも地味なものを選んだつもりだが、それでも普段のわたしからすれば、十分勇気のいるものだ。体にフィットしたワンピースはフレンチスリーブで上品だ。けれど背中が大きく開いていた。背中にあるリボンがアクセントになっていて、上品さと艶っぽさ、可憐さが混じり合い、紘也さんのセンスのよさが窺える。

　かわいいって思ってくれるかな……喜んでくれるかな……。

　化粧を整えて、チャイムが鳴るのを待つ。【タクシーに乗った】とメッセージが来ていたので、到着はもうすぐのはずだ。

　そわそわと何度も鏡を見て、前髪を直してみたり髪を耳にかけてみたり……いろいろと試行錯誤しているうちに、紘也さんが帰ってきた。

　時刻は十八時半。インターホンのチャイムの音が聞こえ、跳ねるようにして玄関で彼を迎えた。

「おかえりなさい」

　すぐに飛び出したわたしに、紘也さんは少し驚いたようだ。

「なに、そんなに俺に会いたかったわけ？」

　からかいの言葉。いつもなら照れてしまい、否定する。でも今日はそれをしなかった。ありのままの自分で、素直な気持ちで彼の前にいたかったからだ。

「まぁ、そんなところです」

「え？」

　いつにもなく素直なわたしに、紘也さんは面食らったようだ。

「もうご飯の支度ができてます。少し早いですけど、食べましょう？」

「あぁ、荷物を置いて着替えてくる」

　ネクタイを緩めながら寝室に入った彼の姿を見て、わたしは料理の仕上げにとりかかった。

　彼に『おいしい』と言ってもらえる、今わたしができる最高の料理を提供できるように、できるだけ丁寧に気持ちを込めて調理する。最後にカルパッチョにパセリを散らしていると、「おいしそう」と声がした。

　オフホワイトのニットにブラックデニム姿の紘也さんが、お皿をのぞき込んでいた。なんてことない普段着なのに、見とれてしまうほどカッコいい。

　思わず思考を奪われてしまっていたわたしの隙をついて、彼の手がお皿の上のカルパッチョに伸びる。

「ちょっと、味見」

　彼は真鯛をひとつまみし、それを口に運んだ。

「うまっ」

　紘也さんは大きく目を見開いた。

　それを見て思わず笑ってしまう。

「もうちょっとだけ」

　伸びてきた彼の手を、パチンと叩く。

　紘也さんは「いてっ」と言って、大げさにわたしが叩いた手の甲をさすっている。

「ダメです。なくなっちゃう」

「いいだろ、別に。俺のために作ってくれたんだから」

　すねた表情が、ちょっとかわいい。

「そうです。だからこそ、ちゃんとおいしく食べてもらいたい。席に座ってください」

「わかったから、そんな怒るなって」

　ケラケラと笑いながらダイニングに座った彼を、キッチンから見つめる。

　ここ一週間、ひとりでこの部屋で過ごしていた。彼が戻ってくるまではなんとも思っていなかったのに、今ダイニングに彼がいるのを見て安心した。

　わたし、寂しかったんだ……。

　不本意な形で始まったふたりの生活に、いつの間にか慣れてしまっていた。彼がわたしのそばにいるのが当たり前になっている。

「明日香？　どうかしたのか？」

　名前を呼ばれてハッとする。

「ううん。なんでもないです。すぐにお料理をそっちに持っていきますね」

「手伝おうか？」

「大丈夫です。お疲れでしょうから、ゆっくりしてください」

　準備しておいた料理をダイニングテーブルに運ぶ。その様子を紘也さんがずっと見ていた。

「なにか変ですか？」

　気になって尋ねると、ダイニングに肘をついた紘也さんがうれしそうに笑った。

「いや、俺の選んだ服着てるなって。似合ってる」

　ストレートに褒められて恥ずかしい。顔が赤くなったの、気がつかないでほしい。

「ありがとうございます。自分では絶対選ばない服だから、そう言ってもらえてよかったです」

「やっぱり俺のセンス、最高だな」

　自画自賛する彼に、スパークリングワインのボトルを手渡す。彼が出張前、今日のために選んで準備してくれていたものだ。

　わたしが向かいの席に座ると、彼が器用にボトルを開けてくれた。ポンッという小気味よい音が聞こえる。テーブルに並べたふたつのフルートグラスにワインを注ぐと、わたしにひとつ差し出した。

「ありがとうございます」

　受け取ったグラスからは、シュワシュワと泡が弾ける音が聞こえてくる。

　彼もグラスを手に取り掲げた。

「俺たちに乾杯」

「ずいぶん大雑把ですね。俺たちの〝なに〟に乾杯なんですか？」

　わたしの質問に、「細かいな。まぁそれでこそ、明日香らしい」と言った後、彼は少し考えてからわたしの目を見つめた。

「俺と明日香の、過去と今と未来に、乾杯。で、どう？」

　彼の口にした『未来』という言葉に、一瞬胸が締めつけられた。

「いいですね、では……乾杯」

「乾杯」

　お互いのグラスを軽く合わせ、ひと口飲んだ。炭酸の喉越しもよく、辛口で爽やかだ。

「おいしいです」

「よかった。さて、どれから食べようかな……っと」

　紘也さんはまるで子供のようにウキウキとした様子でお箸を持って、テーブルの上に並んだ料理を見た。

「どれも俺の好きなのばっかりだな。やっぱ最初はこれだな」

　うれしそうに笑顔でミートローフを頬張り、「うまい」と満面の笑みを見せてくれた。

　くったくない様子が、彼の心からの振る舞いに思えて胸がいっぱいになる。

　それからも、次々と料理を口に運ぶ紘也さんをずっと見つめていた。どれも本当においしそうに食べる。

「たくさんありますから、ゆっくり食べてください」

「そうしたいけど、うますぎて止まらない。機内食を抜いたかいがあった」

「本当に抜いたんですか？」

　炊き込みご飯を頬張りながら『うんうん』とうなずく彼に、あきれたと共にうれしくなる。

　幸せだな……。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、紘也さんの視線に気がついた。

「明日香は食べないのか？」

「え？　……あ、はい。さっき味見しすぎたみたいです」

　あなたを見てるだけで、胸がいっぱいでなにも喉を通りません……なんて、もちろん白状できないのでごまかした。

「そう？　じゃあ、俺の食べるの手伝ってくれる？」

「はい、いいですけど」

　手伝うってどういうことだろう？　ＯＫはしたものの、なにをすればいいのか……。

　しかし迷ったのはほんの一瞬で、彼の要求していることがなんなのかすぐにわかった。

「茶碗蒸し、冷まして。俺、熱いの苦手」

　まるで小さな子のようなお願いに、思わず「プッ」と吹き出してしまう。

「笑うなって」

「だって、子供みたいで……」

「男はいつまでたっても子供なんだよ。それに明日香の前だけなんだからいいだろ」

　お箸を持ったまま少し照れたような表情を浮かべている。

　わたしだけ特別……彼の素顔を見ることができるのは、わたしだけ。

　将来、会社はおろか、日本の経済を引っ張っていくほどの人。その特別をわたしにくれたこと、それがたとえ不慮の事故からのハプニングのせいだとしても、それでもうれしかった。

　口を開けて待っている大きな子供に胸をキュンとさせながら、わたしは冷ました茶碗蒸しを彼の口に運んだ。

「うまい！　毎日食べたいくらいだ」

　紘也さんは目を見開き、白い歯を見せて歓喜の声を上げた。

「大げさです。はい、次」

　わたしがスプーンを差し出すと、それに素直に応じた。

　こんなことなら、毎日彼のために料理をしてあげればよかったな……。

　紘也さんを見つめていると、目が合った。

「どうかしたか？」

「ううん。なんでもないです」

　笑顔で寂しい気持ちを隠して、わたしはもう一度スプーンを彼に差し出した。




　ふたりで片付けをした後、料理のお礼に、紘也さんがわたしにコーヒーを淹れてくれた。

「どうだ？　うまいだろ？」

　わたしの様子を窺う彼の顔は、いつもの自信に満ちあふれていた。

　コーヒーのいい香りを吸い込み、その後ひと口飲む。

「あ、おいしいです」

「だろ？　君のスパルタ教育のおかげだ」

　得意げに話す彼に思わず顔をほころばせると、紘也さんもうれしそうに口元を緩ませた。

　今までこんなふうに男性とたわいないことで笑い合うことなどなかった。その相手が憧れの人なのだから、わたしは幸せだと思う。

　そう、十分に幸せなのだ。だけど、わたしはもっとわがままな申し出をしようとしていた。

　マグカップを両手で持ち、深呼吸をした。そしてわたしの隣に座っておいしそうにコーヒーを飲む紘也さんを盗み見る。

　今から言うわたしの言葉を聞いて、彼はどんな反応を示すのだろうか。

　チラリと横目で彼を捉えると、その視線に気がついたみたいだ。

「なに、どうかした？」

　わたしの様子がいつもと違うことに気がついたのか、不思議そうに顔をのぞき込んできた。

　わたしはゴクリと唾をのみ込んで、決意を固める。

　今がチャンスだ。

「あの、紘也さんが以前、言ったことなんですけど、覚えてますか？」

「ん？　なんの話だ？」

　言いづらい。でも、伝えないとわたしの望みは叶わない。意を決して思いきって口を開いた。

「最高の思い出にしてくれるって……あの言葉、まだ有効ですか？」

　紘也さんはしばらく考え込んだ後、「あっ」と小さくつぶやく。そしてマグカップをテーブルに置くと、まっすぐわたしの方を見た。

「明日香、本気なのか？」

　その目も言葉も、いつもの軽口を叩く彼とは違い、真剣だった。

　それまで和やかだった部屋の空気が変わる。張り詰めた空気の中、それでもわたしは自分の願いを伝えた。

「紘也さん、わたしの〝初めて〟の相手になってくれませんか？」

　じっと彼の目を見つめる。自分でも大胆なことをしている自覚はある。ぎゅっと拳を握り震える指を隠した。

　紘也さんはあの時の冗談を真に受けたことに、驚いているのかもしれない。

　彼の戸惑いが手に取るように伝わってきて気まずくなり、わたしは顔をうつむけた。

「明日香……君は後悔しないのか？」

　いつもの軽い調子ではなく、緊張した様子に彼も真剣なのだとわかる。

　コクンとうなずく。

　どうか……これ以上はなにも聞かないで……。

　彼の手が伸びてきて、思わずビクッとしてしまう。

　そんな様子のわたしを彼は小さく笑った。わたしの手からマグカップを取り、それをテーブルに置く。そしてこちらを向き、その大きな手でわたしの頬を包み込んだ。

　優しく上を向かされて、彼から目が離せない。

　自分から言い出しておいて不安がるわたしを、彼は今までに見たことのないような優しい目で捉えた。

「後悔なんか、させるつもりないけどな」

「んっ……っ」

　いきなり唇がふさがれ、驚いて目を見開いた。しかし触れた唇から彼の情熱が伝わってくると、ゆっくりまぶたを閉じて彼のキスに応えた。

　角度を変えて繰り返されるキス。彼は手をわたしの髪に差し入れ、覆いかぶさるようにして激しいキスを続けた。

　次第に息苦しさを感じたわたしは薄く唇を開く。するとそれを狙っていたかのように、紘也さんの舌がわたしの唇を割って侵入してくる。

　慌てたわたしは舌を引っ込めたが、無駄な抵抗だった。あっという間にわたしの舌を絡めとり、吸い上げた。甘い唾液がわたしに流れ込む。それは麻薬のように思考をとろけさせ、夢中にさせた。

　気がつけば体も心も彼に預けて、与えられる心地のいいキスに一途に応えていた。

「ん……ふっ……あん」

「かわいい声、出すんだな」

　唇を触れ合わせたまま、彼が笑った。恥ずかしくなったわたしが顔をそむけようとすると、また彼に唇を奪われる。彼から逃げることなどできない。

　強引でいて、それで甘やかなキスに応えるのに必死になっていた時、それまでわたしの頭を支えていた彼の大きな手がうなじを伝い、背中をなで、そしてワンピースのファスナーに手をかけた。

「あっ……」

　とっさに身をよじり、それ以上の侵入を止めた。キスが止まり、お互いの目が合う。

「あの、やっぱり恥ずかしくて」

「自分で誘っといて？」

　紘也さんはおもしろいものでも見るように、わたしをからかった。

「それは、そうなんですけど……」

　乙女心というのは心底複雑なのだと、こんな状況で実感した。彼にすべてを差し出すつもりだ。その気持ちは確かなのに、先に進むのが怖いという思いもある。

「安心すればいい。君の体がキレイなのは、俺が一番わかってるから」

　そうだった、彼はわたしのすべてを知っているのだ。今さら……と思うけれど、やっぱり緊張してしまう。

「あの、自分で――」

　脱がされるよりは幾分マシな気がしたけれど、即座に拒否された。

「ダメ、俺の楽しみ奪うつもり？」

「そんなつもりじゃないんですけど」

「自分で脱いでもいいけど、その間俺、明日香のことずっと見てるけどいい？」

　わざとわたしを恥ずかしがらせるように、煽るような視線を投げかけてきた。

「や、なんてこと……！」

　想像するだけでも恥ずかしくなってしまう。

「それくらい、一瞬も明日香から目を離したくないってこと。わかって」

「あっ……」

　最後まで言葉を言い終わらないうちに、彼の手がワンピースのファスナーを下げる。抵抗する間も与えられない。

「……んっ」

　ファスナーが下ろされ、素肌があらわになる。紘也さんはその背中を指でスッとなぞる。

「んっ、あっ！」

　わたしは思わず体をビクンと跳ねさせた。自分の上げた声に恥ずかしくなり、体温が一気に上昇する。

「かわいい声、もっと聞かせて」

　紘也さんが耳元でささやく。

　熱い吐息交じりの言葉はわたしの体を震えさせ、そして体の芯に火をつけた。今まで感じたことのない体の熱に、不安や羞恥心が溶かされていく。

　ふと、紘也さんの体がわたしから離れる。

　ほんの一瞬のことなのに、不安になってすがるような目で彼を見た。

「そんな顔するな。お前を置いてどこにもいかないよ。ほら、手」

　差し出された彼の手に、素直に自分の手を重ねる。力強い手がぎゅっとわたしの手を握ると、引っ張ってその場にわたしを立たせた。

　その反動で、ワンピースがパサリと床に落ちる。下着だけの姿になって、慌てて体を隠そうとするが、その前に紘也さんがわたしを抱き上げた。

「きゃぁ！　な、なにする」

「なにって、最後までここでやるつもり？　俺は構わないけど――でも、やっぱり初めてはベッドのほうがよくない？」

　どうやら行き先は彼の寝室のようだ。

　確かに……紘也さんの言うとおり。

「後悔させないって約束したし。俺もこんなところじゃなくて、ベッドでゆっくり明日香を愛したい」

『愛したい』。その言葉がわたしの胸を甘く締めつけた。ドキドキと心臓が早鐘のように音を立てている。

　抱き上げられて近づいた彼の顔に手を伸ばし、頬に触れた。

　今この瞬間、彼を独占しているのはこのわたしだ。甲斐建設の副社長でもない、マスコミをにぎわす不ふ埒らちなプレイボーイでもない。ただわたしだけを見つめてくれる、愛しい人。

「たくさん、愛してください」

　するっと大胆な言葉が出てきた。でも、これがわたしの心からの素直な気持ちだ。

「おおせのままに。お姫様」

　わたしの緊張を解く、少しおどけた彼の顔。ニッコリと得意げに微笑むその様子に、わたしも頬をゆるめた。

　そんなわたしを抱き上げたまま、彼は寝室に向かう。そしてベッドにわたしを下ろした途端、さっきまでの軽い雰囲気にとってかわり、彼の目に熱いものが宿っているのに気がついた。

「お遊びはここまで。ここからは、めいいっぱい俺を感じてほしい」

「はい」

　彼は自らの服を脱ぎ捨てると、優しくわたしをベッドに横たえた。そして覆いかぶさった彼は、熱にまみれた視線でわたしを射抜く。

「明日香の体……全部知ってるはずなのに、今まで見てきたのと全然違うな。すごくキレイだ」

　彼の言葉に思わず息をのむ。一瞬たりもとも、彼から視線が外せない。

　ゆっくりとわたしの髪の束を取り、そこに口づけた。その髪を耳にかけ、輪郭を指でなぞる。同時に、反対側の耳たぶを甘噛みした。

「ん……嫌、耳っ」

　普段は他人が触れることのない場所。そこに触れられると、ぞくぞくとなにかが体の中を駆け巡る。

　そんなわたしの反応を知ってか知らずか、紘也さんは耳への刺激を続けながら、全身を大きな熱い手のひらでなでる。その後を追うように、体中に彼のキスが落とされた。

　そのたびに、新しい熱がわたしの体を駆け抜け、あられもない声を上げさせた。

　そして、そんなわたしの様子を楽しむかのように、彼の愛あい撫ぶが激しくなった。つられて彼の呼吸も忙せわしなくなる。

　目を開けると、彼の熱のこもった切なげな瞳とぶつかった。

「明日香……痛かったり、無理だったら言って」

　体を起こした紘也さんの言葉で、ここから先に進むのだということがわかった。思わず唇を噛んで、うなずく。

「せっかく、気持ちよくさせてたのに、また体がこわばった。緊張してる？」

「……はい」

「そっか。でも俺も同じだから」

　意外な発言に、わたしは軽く目を見開いた。

「当たり前だろう。『最高の思い出にする』なんて言った手前、失敗できないし。それに……」

　一度言葉を区切り、わたしを抱きしめた。そして耳元でささやく。

「俺も明日香が欲しくて、そろそろ限界」

　熱い息が耳元をくすぐる。

　その後、彼の熱いキスを受けながら……わたしたちは、ひとつになった。

　そこからは、あまり記憶がない。ただ彼の情熱を一身に受けて、激しさの中に幸せを感じた。数ヶ月、自分の心を宿していた体――けれど、今わたしを抱いている彼の体は、わたしの知らないことばかりだった。

　大きく温かい手は、わたしを大切に慈しみ、喜びを与えてくれる。たくましく広い胸は、わたしを安心させてくれる。そして忙しない呼吸と、情熱のこもった眼差しは、彼に余裕のないことを教えてくれ、わたしの心を震えさせた。

　今日の紘也さんは、今までわたしの知っている彼とは違った。汗を浮かべ全身でわたしを欲してくれている彼を心底愛おしいと思う。

　好きです……大好き。こんなに幸せだなんて、思ってもみなかった。

　彼とひとつになった喜びで満たされたわたしは、自然と歓喜の涙を流した。

　それに気づいた紘也さんは、流れた涙をキスでぬぐってくれる。

　彼の背に回した手に思いきり力を込めた。この思いがどうか彼に届きますように……と。
















第六章










サヨナラの朝――ｓｉｄｅ紘也




　――ピピピッピピピッ。

　いつもの時間に目覚ましのアラームが鳴る。うるさいと思いつつもまだ心地よいまどろみの中から抜け出したくなくて、隣にいる明日香に手を伸ばす。

「ん……明日香……ん？」

　しかし感じるのは、冷たいシーツの感触だけ。一気に目が覚めた俺は、体を起こすと彼女の名前を呼びながら、ベッドから降りた。

　既にキッチンに立っているのかもしれない。そんな希望を胸に抱き、寝室のドアを開けた。しかしそこにいるはずの明日香の姿はなく、人ひと気けのない静かなリビングに違和感を覚えた。

　いつもと様子が違う。急いで明日香の部屋に向かった。

　まさか……まさか、な……。

　自分の中の嫌な予感が外れてほしいと切に願いながら、勢いよく彼女の部屋の扉を開けた。

　そこで俺が見たのは、きちんと整えられたベッド。そして彼女の私物がいっさいない、がらんとした部屋だった。家族写真を飾っていたドレッサーも空だし、クローゼットの中は俺が彼女に買った服だけが残されていた。

「なんだ……これ」

　焦った俺は早朝だということも忘れ、すぐに明日香へ電話をかけた。しかしすぐに留守電につながってしまう。

　だったら、自宅の電話に……。

　そう思ったが、とどまった。万が一明日香が自宅にいなければ、電話に出るであろう翼に余計な心配をさせるかもしれない。

「あー！　ったく、なんだってんだ」

　髪をかき上げて、天井を仰ぐ。

　少し落ち着こうと、キッチンに移動してミネラルウォーターを飲む。

　昨日、明日香をこの腕に抱いた。間違いなく彼女は俺の腕の中にいた。白くて華奢な体で、暴走する俺の心と体に必死で応えてくれた。

　お互いの気持ちが通じ合ったと思ったのは、俺だけだったのか。いや、違う。そんなはずない。

　そう必死で思い込もうとした。けれど現実は残酷で。いつも彼女が立って、朝食の準備をしているその場所は、ただ朝の冷たい空気だけが流れていた。

「どうなってるんだ」

　問いかけたところで、どうにもならない。

　ただ呆然と立ち尽くす俺は、鳴りっぱなしになっている目覚ましのアラームも止められないほど、動転していた。




　さっきから何度時計を確認しただろうか。腕時計の秒針が進むのをイライラしながらにらみつける。それでもいてもたってもいられず、部屋の中をぐるぐると歩き回る。

　いつもこの時間には、明日香は出社してくるはずだ。しかし今、副社長室には、焦って余裕のない俺だけしかいない。

　ポケットに入れてあった手を出して、もう一度腕時計を確認した。さっきから全然針が動いていない。この時計、壊れてるんじゃないのか!?

　少し落ち着こうと、髪をかき上げ息を吐く。しかしまったく効果がなく、余計にじれったさが募るばかりだった。

　もう一度腕時計を確認しようとした時、明日香のデスクのある部屋に人の気配を感じた。飛び込んでいきそうになる気持ちを押さえ、ゆっくりと扉を開けた。

　やっと待ち人来る……か。とりあえず無事が確認できてホッとした。

　元気な顔が見たいと思う。しかし明日香は俺が部屋に入ったのに気がついてるはずなのに、一向にこちらを見ないで、ロッカーにバッグをしまっている。

「明日香？」

　痺しびれを切らした俺が名前を呼ぶと、彼女の背中がビクッと震えた。

　どうしてそんな反応なのだろうか。考えたくもない不吉な予感が胸をよぎる。

「明日香」

　返事をしない彼女の名前をもう一度呼ぶ。すると次は勢いよく振り向いた。

「おはようございます。副社長」

　ビジネスライクな挨拶。泣きはらした赤い目。彼女の中でなにかがあったことは容易にわかった。けれどその理由がわからない。

　いったいどうしたっていうんだ。昨日なにかまずかったか？

　記憶をたどっても、ただただ幸せな時間だったとしか俺には思えない。それなのに、なぜ明日香はこんなにも悲しそうなんだ。

「こっち来て。話をしよう」

　俺は副社長室に彼女を呼び、話をしようとした。しかし……。

「わたしはこれから秘書課のミーテイングがありますので」

　その場を離れようとする明日香の腕をつかんだ。

「そんなもの、どうでもいいだろ？　俺たちにはもっと大切な話がある」

　振りほどこうとする明日香の腕をより強く握った。なにがあっても離すつもりなんてない。

「わかりました。では、ここでお話しましょう」

　完全に主導権は彼女だ。思い詰めた様子の彼女にこれ以上なにか言っても押し問答になるだけだろう。

「わかった。さっそくだけど……いったいどういうつもりだ。黙って部屋を出ていくなんて」

　きちんと整理整頓された部屋を見て、彼女が二度とあの部屋に戻るつもりのないことはわかっていた。その理由を知りたい。

「俺がなにかした？　昨日のことなら、謝るつもりはない。俺は――」

「謝ってほしいなんて思っていません。わたしからお願いしたんですから」

「だったら、どうし――」

　問い詰めようとする俺に、明日香が白い封筒を突きつけた。

　まさか……。

　受け取ったそれを見て、胸が締めつけられた。いつか見た、デスクの引き出しに入っていたもの――退職願だ。

　あれからいろいろあった。お互いの絆が深まり、昨日は身も心も結ばれたはずの俺たち。それなのにどうして今さら……。

　あの時に破り捨てていなかったことを後悔する。

「どういうつもりだ」

　言いたいことはたくさんあるのに、それだけしか声にならなかった。

「元に……元に戻るだけです」

「戻る？　どういう意味だ」

　思いを押さえつけ絞り出す声が掠かすれる。

「あの事故に遭う前、わたしは退職するつもりでした。それがあの事故で、わたしたちが入れ替わってしまい、なにもかも変わってしまった」

　明日香は、俺の方を見ず淡々と話す。

「体が元に戻った以上、わたしがここにとどまる理由はありませんから」

「理由がない？　俺自身は、お前を引き止める理由にはならないのか？」

　彼女の気持ちがわからず、責めるような言い方になってしまう。思いが通じ合ったと思ったのは、俺の勘違いなのか？

　俺の言葉にハッとした明日香が、初めて俺の目を見た。赤く腫れた目には涙の膜ができている。

「俺から離れるのがそんなにつらいなら、どうして辞表なんて出すんだ。昨日のあれはなんだったんだ？」

　理解ができず、彼女の両腕をつかんで揺する。すると彼女の瞳から涙がこぼれた。

「あなたの隣にいるのは、わたしには荷が重すぎるんです」

「……っ」

　明日香の訴えに、なにも言い返せなかった。

　俺と入れ替わってしまったばかりに、慣れない副社長の仕事をさせられ、監禁までされた。俺のそばにいることは、普通の恋愛とは違う。面倒な付き合いもしがらみも多い。『守ってやる』なんて偉そうに言ったけれど、彼女に大きな負担をかけたことは間違いない。だけど……だけど、明日香なら……そう思っていたのに。

　なんとか言いくるめて、自分のそばに置きたい。

　一瞬、自分勝手な思いが頭の中をよぎる。けれど彼女自身の決断を、俺がねじ曲げることはできない。そんなの、俺の好きな明日香じゃなくなる。彼女を言いなりにしていいはずなんてない。

　今、この瞬間ほど自分の置かれている立場を恨んだことなんてなかった。しかし俺のそばにいることがつらいと言われれば、これ以上なにもできなかった。

「わかった……今まで、悪かったな」

　彼女の腕から手を放す。おそらくこれが彼女に触れる最後になるだろう。彼女の顔をじっと見つめる。

「わたしこそ、お世話になりました。昨日もわたしのわがままに付き合ってくださってありがとうございました。副社長のおっしゃったとおり、忘れられない最高の思い出になりました」

　まだ泣き出しそうな顔で無理やり作る笑顔に胸が締めつけられる。

　そんな顔させたくない。

「本当にダメなのか？」

　どうしても諦められない。カッコ悪いとわかっていても、最後の悪あがきで彼女を引き止めようとする。

　すがるような目で明日香を見るが、それを振り切るように彼女は頭を左右に振った。

「では、秘書課に行ってきます」

　勢いよく頭を下げると、明日香は振り返ることもなく部屋を出ていった。

「はぁ……」

　天国から地獄とはまさにこのことだな。

　自分のデスクに座り大きく息を吐いた。部屋を見渡すと明日香の姿がそこかしこに思い出されてつらい。この歳になって失恋のつらさを初めて味わうなんて思ってもみなかった。

　引き出しを開けて、小さな箱を取り出す。

「まさか、無駄になるとはな……」

　箱の中に入っているのは、明日香に正式にプロポーズするため、出張前にオーダーして急いで作らせた指輪。入れ替わっていた時のものではなく、ちゃんと明日香のために作ったものだ。

　まさかこんな形でふたりの関係が終わってしまうなんて思ってもいなかった俺は、彼女の指輪を受け取った時の顔を想像して、喜んでいた。

　なんて間抜けなんだ。彼女の本当の気持ちもわかっていなかったなんて。

「クソっ！」

　固く握りしめた拳で、デスクを思いきり叩く。ガチャンとデスクが大きな音を立てた。

　どこで道を間違ったんだ。どうすればよかったんだ。

　考えても答えなど出てこない。ただ、明日香が俺の前からいなくなるという事実が、胸を締めつけるだけだった。

　ふと足元を見ると、明日香が大切にしている母親の形見のカメオのブローチが転がっていた。彼女が落としていったのだろうか。モチーフである天使たちが『まだ諦めるな』と言ってくれているような気がして、それを拾い上げると俺は天を仰いだ。










副社長の愛の告白




　今、何時ごろだろうか。時計を見て時間を確認する。今ごろはきっと定例会議の時間だから――。

　自宅のベッドに転がって職場に思いをはせる。いや、〝元〟職場だ。やることもなく、ぼーっとしているから余計なことばかり考えてしまう。だったら部屋の掃除でもしようと立ち上がったところで、スマートフォンが鳴りドキッとした。

　期待してディスプレイを見て、ガッカリする。退職前の有給休暇に入ってから五日間、同じことの繰り返しだ。

　紘也さんが電話をかけてくるはずないじゃない。

　電話の相手は石丸さんだった。次の秘書が見つかるまでの副社長の臨時秘書をしてくれている。急な退職で引き継ぎもあまりできておらず、迷惑をかけていた。なにかあればいつでも連絡をしてくれて構わないと伝えてあったので、頻繁に電話やメールがある。

「もしもし」

《あ、乾さぁん。石丸です。助けてくださぁい。今、お時間大丈夫ですか？》

　すがるような声から、仕事が大変なんだと察する。わたしのわがままで彼女にも迷惑をかけてしまったことが申し訳ない。

「大丈夫です？　なにかありましたか？」

《あの、探している資料が見つからなくて、前年度の……》

「あぁ、それなら――」

　説明すると、すぐに見つかったようだ。それに付随する仕事についても話をしておいた。彼女は見た目はのんびりしているが仕事が早い。きっと紘也さんの役にも立つだろう。

「そっちの様子はどう？」

　気になって聞いてしまう。

《いきなり副社長秘書になったから、お姉さま方の視線が怖いです》

　ため息交じりの声に、彼女の苦労が見て取れた。

　あぁ、それもあった。

「嫌がらせ、されてるの？」

《いえ、今のところは。副社長が気遣ってくださって、本当に必要な時にしかわたしを呼ばないので、乾さんの時ほどひどくはないです》

「そう……よかった。あの……副社長は元気でいらっしゃる？」

　なにを聞いているのだ。仕事の心配ならまだしも、元気かどうかなんて……。

《はい。なにかいろいろと仕事を抱えていらっしゃるようなんですが、わたしにはよくわからなくて……昨日も寝ずにお仕事されていたようで、朝、着替えに戻っていました。あ、もう行かなきゃ。ありがとうございました》

　すぐに通話は切れたが、わたしは電話を握りしめたまま彼のことを思う。

　ちゃんとご飯食べてるかな……。

　最後の夜に彼がわたしの作ったご飯をおいしそうに頬張った姿を思い出す。

　感傷に浸り、目に新しい涙がにじみそうになった時、部屋の扉をノックする音が聞こえた。

「はい」

　返事と共に部屋のドアが開く。そこには大地さんと翼が立っていた。

「姉ちゃん、大地さんがプリン買ってきてくれたぞ」

　翼の後ろで心配そうにわたしを見る大地さんの手には、近所のケーキ屋さんの箱があった。落ち込んだりした時に彼が昔からよく差し入れてくれたものだ。

「ありがとう」

　それを受け取りながら笑顔を浮かべたが、大地さんはまだ眉根を寄せたままだ。

「明日香ちゃん、ちゃんと眠れているの？」

「え？　大丈夫だよ。ちょっと昨日夜更かししてＤＶＤ見てたから寝不足なだけだよ。休暇を満喫してる」

　わたしの言葉に到底納得はしていないようだったが、大地さんは「そうか」とつぶやいた。

「心配しすぎだよ」

「それならいいけど……でも、つらい時は俺を頼ってほしい。いつだって明日香ちゃんの味方だからな」

「ありがとう……プリンいただくね！」

　少しは自然に笑えたかな？

「あぁ。じゃあ行くから。休みだからって、あんまりダラダラしてたらダメだぞ」

　本当の兄のようなセリフだ。

「わかった」

　大地さんを玄関まで見送って、翼と一緒にリビングに戻った。

「姉ちゃん、無理してるだろ？」

　プリンを冷蔵庫に戻そうとして、キッチンに向かっていた足が止まる。

「な、なに言ってるのよ……わ、わたしは」

「どうして僕にまで嘘つくの？　姉ちゃん、まだ紘也さんのこと――」

「やめてっ！」

　わたしは大声で翼の言葉を遮った。聞きたくなかった。きっと翼の言うことは真実だから。

　唇を噛み、心の中からあふれそうになる彼への思いを必死で抑えつける。

　しかしそんなわたしの気持ちを無視して、翼はわたしに意見する。こういう時、家族は遠慮がない。

「そんな顔するくらい、まだ紘也さんのこと好きなんだろ……だったら」

「翼にはわからないわよ。好きだけじゃどうしようもないこともあるの。別れることが、わたしにとっての彼への愛なんだから……」

　今わたしが身を引くことで、きっと将来の彼は幸せになることができる。今はまだわたしのことを気にかけていたとしても、いつかは忘れて彼に似合う人と幸せになるだろう。彼に似合う人と……それはわたしではない。

　切られたような痛みが胸に走る。

　翼はそんなわたしを見て、ぽつりとつぶやいた。

「そんなの……本当の愛じゃないよ」

　翼は自分の思いが伝わらないことがわかると、自室に戻った。

　ひとり残されたわたしの頬に涙が伝う。

　これが愛じゃないというなら、いったいこの感情はなんだっていうの？

　答えのない疑問が、またわたしを苦しめた。




「まだ十日か……」

　副社長の顔を見なくなってから、毎日カレンダーで日付を確認するのが日課になっている。

　自分から別れを告げたのに、いつまでこんなふうにウジウジ悩むのだろうか。

　わたしは頭をブンブンと振って、余計なことを考えないようにする。

　……わたしがしたことは、正しいんだから。こんなふうに落ち込んではいられない。まだケジメをつけなくてはいけないことが残ってるのだから。

　身支度を整えたわたしは、鏡の前で気合いを入れる。

「そうだ……あれっ？」

　ドレッサーの引き出しを開けて、カメオのブローチがないことに気がついた。

　いつからだろう……副社長の部屋を出る時は持っていたと思うのだけれど。この数日間大切なブローチがないことに気がつかないほどに、紘也さんのことしか考えてなかったようだ。

「しっかりしなさいっ！」

　鏡の中の自分を叱しっ咤たして、わたしは家を出た。




　都内の高級住宅街。どの家も大きくて立派だ。その中でもひときわ大きくて高い塀に囲まれた日本家屋の前にわたしは立っていた。

　数日ぶりに着たスーツ姿で、手には菓子折を持ち緊張してインターホンを押す。

《はい》

　お手伝いさんだろうか、年配の女性の声が聞こえた。

「わたくし、乾 明日香と申します。奥様とお約束をしているんですが」

《伺っております、どうぞ》

　ピッという電子音が響いて門が解錠される。

　わたしは中を窺うようにして、恐る恐る足を踏み入れた。

　伝統的な造りの日本庭園が広がる。大きな池には色鮮やかな錦にしき鯉ごいが泳いでおり、植えてある木々も手入れが行き届いていた。

　玉砂利の中の飛び石の上を歩き玄関に向かうと、そこには約束をしていた紘也さんのお母様がいた。待たせてはいけないと慌てるわたしを、「危ないからゆっくりいらっしゃい」と笑顔で迎えてくれ、胸が痛む。

　わたしなんて優しくされる資格なんてないのに。

　お母様の前に立ち、頭を下げた。

「お忙しい中、お時間をいただき申し訳ありません」

「いいのよ。どうせ暇してるんだから。あなたなら大歓迎」

　自分を温かく受け入れてくれた相手をわたしは裏切ったのだ。

　不義理を働いたわたしに、今までと変わらない優しい態度のお母様を見て、ますます罪悪感が募った。




　応接間に通され、高そうなソファに座る。おそらく年代物の素晴らしいものだろう。和室の雰囲気とよくマッチしていて、まるで大正時代の貴族の館のようだ。

　間もなくお手伝いさんが紅茶を運んできてくれたが、手をつけることもできず話し出すタイミングを計っていると、先にお母様が口を開いた。

「お話もいいけれど、先にお茶を飲みましょう。少しはリラックスできるはずよ」

　さすがは甲斐建設の社長夫人。わたしの雰囲気から、今日話す内容があまり喜ばしいものではないことを既に察しているようだ。

　お言葉に甘えて、カップを持ち上げ紅茶をいただく。

　どのように伝えたところで、お叱りを受けることはわかっている。わたしはもうひと口紅茶を飲んで、渇ききった喉を潤してから話を切り出した。

「今日は、謝罪にまいりました。紘也さんとの婚約を解消することにしました。申し訳ありません」

　勢いよく頭を下げた。顔を上げるのが怖くて、そのままうつむいてお母様の言葉を待つ。

「お顔を見せてちょうだい」

　怒ってひどい言葉を浴びせられても仕方ないのに、お母様の声色は温かかった。それでもわたしは恐る恐る、お母様の顔を見る。

「紘也からはまだなにも聞いていないの。理由を聞いてもいい？」

　怒りよりも悲しみが表情に出ていて、自分のせいでこの優しい人を傷つけているのだと思うと胸が苦しくなった。

　言い訳などする立場にないこともわかっている。けれど、お母様には誠実でいたい。

「わたしがそばにいたのでは、彼の役に立つことはなにもできないからです。彼にはもっとふさわしい人がいるはずです」

「もしかして、千佳子ちゃんと大乗専務の婚約のことを気にしているの？」

　言い当てられて、思わず目を見開いた。

　お母様はわたしのその表情を見て納得したようだ。

「つかさ銀行とのつながりは甲斐建設にとって、大きなメリットになります。それに千佳子さんは、以前は紘也さんの婚約者だったとか……」

「ああ、その話ね。小さいころの話よ。幼馴染みだったから、そうなればいいなって。うちはともかく、千佳子ちゃんは政略結婚するのが当たり前と言われて育てられたから、どうせなら知ってる者同士がいいって、それだけのこと」

　お母様はなんでもないことのように軽く話をするが、庶民のわたしにとってはそういう話が幼いころから出ること自体が驚きだ。

「紘也さんなら、たとえ政略結婚だとしても千佳子さんを大切にしたと思います。でも大乗専務は……」

　さすがに親類のことを悪く言うのははばかられる。あの監禁事件は彼がやったという証拠がないのだから。

「確かに、千佳子さんは幸せになるのは……難しいかもね」

　小さなころから知っている千佳子さんを思って、お母様も心を痛められている。

「千佳子さんは、パーティで会っても秘書のわたしにも優しくしてくれました。素敵な彼女だから、きっと紘也さんともうまくいきます」

「でも、大乗専務と結婚すると決めたのは彼女でしょう？　あなたが気にする話ではないわ」

「いえ、わたしと義務感で結婚するくらいなら、千佳子さんと政略結婚したほうが紘也さんのためになりますから。同じ愛のない結婚なら……彼のメリットになる相手のほうがいいです」

　言っていて悲しくなってきた。まだ覚悟が足りないみたいだ。

　しかしわたしの言葉にお母様は、疑問を持ったようだ。

「なに、どういうこと？　愛のない結婚って。あなたたちふたりは――」

　わたしは自分の失敗を、お母様に言われて初めて気がついた。ふたりの婚約は深く愛し合ってということだったのに、うっかり口を滑らせてしまった。

「あの、えっと……」

　わたしが焦っていると、お手伝いさんが電話を持ち部屋に入ってきた。

「紘也様からお電話です」

　その名前を聞いてわたしは、弾かれるようにソファから立ち上がった。

「失礼しますっ！　このたびは申し訳ありませんでした」

　深く頭を下げて部屋を出る。

「明日香さん、待って！　待ちなさい」

　失礼だとはわかっていながらも、止めるお母様の声を振りきって、心の中で謝りながらわたしは屋敷を飛び出した。

　直後にスマートフォンが鳴る。相手は……予想どおり紘也さんだ。

　しかしわたしは電源を落として駅に向かった。過去をちゃんと精算して前に進むため、彼の電話に今、応答することはできない。




　東京駅、スーツ姿のサラリーマンが多くいる新幹線のホームにわたしは立っていた。目の前には博はか多た行きの東とう海かい道どう新幹線が停まっている。

「明日香ちゃん、遅いよ。もう来ないかと思った」

　ホームでわたしを待っていたのは、大地さんだ。手には旅行用のボストンバッグを持っている。

「ごめんなさい。ちょっといろいろと用事があったの」

「全部解決した？」

「うん。まあね」

　解決と言っていいのだろうか。ただの自己満足かもしれないけれど、わたしが前に進むためには必要なことだ。

「岡山のおじさまたちには連絡した？」

　大地さんのお父様は国税局を退官した後、税理士として地元・岡山で開業していた。そのお父様が引退することになり、大地さんは東京での開業ではなく急きゅう遽きょ岡山でお父様の事務所の跡を継ぐことにしたのだ。

「ああ、久しぶりに会うから楽しみにしてるって言ってた」

　笑顔の大地さんは、久しぶりに帰る地元のことを思ってか、穏やかに笑顔を浮かべていた。

「そう」

　発車時刻まではまだしばらくある。わたしたちはゆっくりとホームを移動しながら話を続けた。

「向こうの事務所の準備はどれくらい――きゃあ！」

　背後から急に腕を引っ張られた。倒れ込みそうになったわたしを誰かが支える。

　ふわっと香る、爽やかな香水の匂い。その匂いを嗅いだだけで、その人物が誰であるかわかってしまった。振り向くのが怖くて、震えながらうつむいた。

　目の前にいた大地さんも驚いていたが、すぐにわたしの方に手を伸ばす。

「甲斐さん、今さらなにしに来た。すぐに明日香ちゃんの手を離すんだ」

　しかし、紘也さんはわたしをつかんでいるその手に逆に力を込めた。

「……行くな」

「えっ？」

　低く掠れた声は聞き取りづらい。

　でも、まさか。そんなこと……。

「行くな。明日香」

　今度はちゃんと聞こえた。だけど……どうして？

　そう言葉にしたいのに、突然の事態に喉が張りついたようになって声が出ない。

　すると紘也さんはわたしを振り向かせた。そしてまだ頑なにうつむいたままのわたしの頬に手を当てて、優しく視線を合わせるようにした。

　熱のこもった彼の瞳と目が合う。真剣な眼差しを受けると、捉えられたようになって、目が離せない。

「好きだ。明日香が好きだ。どこにも行かないで、ずっと俺のそばにいてほしい」

　迷いのない、よく通る声。わたしを見つめる、ひたむきな目。彼の言葉が、仕草が――彼のすべてがわたしにまっすぐ向かってきた。

「……っ」

　話をしようと思うけれど、驚きで唇が震えて声にならない。

　人混みの中、行き先のアナウンスやベルが鳴り響き騒がしいはずなのに、わたしには紘也さんの声以外、なにも耳に入らなかった。

　夢でも見ているのだろうか。紘也さんが、わたしを追いかけてきて好きだと言った。

　放心状態でなんの反応もできない。

　そんな時、今度は背後から大地さんがわたしの腕を引っ張った。

「なに勝手なこと言ってるんだ。明日香ちゃんは俺と岡山に行って、両親に結婚の挨拶をすることになってる。今さらのこのこ出てきて引っ掻き回さないでくれ」

「え……」

　大地さんの言動にびっくりして戸惑っていると、大地さんにつかまれているのとは反対の手を紘也さんが握りしめた。

「ダメだ！　明日香はどこにも行かせない。明日香を幸せにできるのは俺だけだ。それは絶対に自信を持って言える。愛してるんだ。明日香、君のすべてを愛している」

　人目もはばからず、思いの丈を告げられた。全身全霊でわたしに気持ちを伝えてくれている。

　喉の奥が熱い。胸が痛いほど締めつけられて、込み上げてくるものを我慢できない。涙をこらえようと目を閉じたまなじりから、涙がこぼれ落ちた。

　さっきまで彼から離れることだけを考えていた。思い出すだけでも胸が痛くて、この痛みはいつまでも消えないような気がしていた。それでも、彼と過ごした日々がいつかわたしの支えになってくれる。そう思って、覚悟をしたのに。

　後から後から流れ出る涙。

　紘也さんはわたしの泣き顔を見て、同じように目を赤くしていた。そしてわたしをそっと自分の胸に抱き寄せて、きつく抱きしめる。

　その時、大地さんの手がわたしの腕を離した。

「よかったね、明日香ちゃん。やっと彼の本音が聞けて」

　顔を上げると、大地さんは停まっていた新幹線の入り口に向かって歩き出していた。

「甲斐さん。明日香ちゃんは今日は俺を見送りに来ただけです。本当は一緒に連れていきたかったけど、あなたが好きだからって断られました」

　紘也さんは胸の中にいるわたしをチラッと見た。そしてなにかを考えた後、苦虫を噛みつぶしたような表情をしてから、天を仰き「アイツ……」と小さくつぶやいた。

　大地さんが新幹線に乗り込む直前に、紘也さんに言う。

「なにがあったか、聞きません。でも次に彼女が泣いたら、その時は私が彼女を奪いに来ますから」

　大地さんの言葉に煽られたせいか、紘也さんの腕に力がこもった。

「そんなことは、二度とない。彼女を泣かせるヤツ……それがたとえ俺自身でも許すつもりはないから。安心しろ」

　紘也さんの言葉に、大地さんはフッと笑いを浮かべるとわたしのほうを見た。

「明日香ちゃん、幸せにね」

　ニッコリと笑った大地さん。それは小さなころからわたしに向けられていた〝大地兄ちゃん〟の笑顔だった。










ただいまの場所




　大地さんを乗せた新幹線が出発した後、紘也さんはわたしの手をきつく握り直した。

「ついてきて」

　歩き出した紘也さんにつられて足を踏み出した。行き先を聞いていないけれど、もうその手を離すつもりなどないわたしは、黙って彼の後に続く。

　改札口を抜けたところで、前から走ってくる知った顔を見て驚いた。

「兄貴、よかった！　間に合ったのね」

「あぁ。悪かったな、心配かけて」

「幹也さんと……え？　千佳子さん……。どうしておふたりが？」

　幹也さんの後ろから顔を出したのは、千佳子さんだった。幼馴染みなので一緒にいてもおかしくはないのだが、わたしの質問に、幹也さんが千佳子さんの肩を抱き寄せる。

「こういうことなのよ」

　ニッコリと妖艶な顔で笑うと、幹也さんは隣に立っていた千佳子さんの頬にチュと小さな音を立ててキスをした。

　恥ずかしそうに顔を赤くした千佳子さんだったが、その顔はとってもうれしそうだ。

「え！　あの、え？」

　動揺しすぎて、変な声しか出ない。助けを求めるようにわたしは紘也さんを見た。

「そういうこと。千佳子が昔から好きだったのは、俺じゃなくて幹也ね。確かに俺との婚約話が出てたのは事実だけど、弟のことを懸命に思う女と結婚なんてできるわけないだろ？」

「そう、だったんですか……」

　すぐには状況がのみ込めずに、手を握り合っている幹也さんと千佳子さんを見る。

「だいたいお前が、千佳子をずっとほったらかしてるからこういうことになるんだ」

「兄貴に言われたくないわよ。明日香さんに逃げられたくせにっ」

　口調はオネェだが、紘也さんに負けていない。しかしわたしは兄弟喧げん嘩かの勝敗よりも、気になることがあった。

「じゃあ、大乗専務とのご婚約は？」

「もちろん白紙だ。それにアイツはもう〝専務〟じゃない」

「え？　どういう意味ですか？」

　まったく理解できずに、紘也さんに尋ねる。

「正確に言えば、大乗との婚約は俺が白紙にさせた。アイツのやったことを全部調べ上げて、会社にいられなくした。軽い横領から、取り引き先からのキックバック。まぁ、出るわ出るわ。これまで放置してたのがおかしい話だ。極めつきは例の監禁の件」

　紘也さんはあきれと怒りで、眉間に皺を寄せている。

「あれ、大乗専務が関係しているって立証できたんですか？」

「今まで、俺にできなかったことあるか？」

　そうだった。この人は甲斐紘也だ。いつだって不可能を可能にしてきた。それをそばで見ていたのは、わたし自身だ。

「これまでは創業者の親族だからとかばいだてする輩もいたみたいだが、今回ばかりは無理だったようだな。今日付けで解雇。その後、刑事告訴だ。そうでもしないと株主や取り引き先に示しがつかないからな」

「というわけで……千佳子は今、アタシと付き合ってるの、ね？」

　幹也さんの言葉に、千佳子さんは恥ずかしそうに、けれど幸せそうにうなずいた。

「ご心配をおかけしました。元はと言えば、わたしの勇気がなかったのが原因なんです。本当はずっと幹ちゃんのことが好きだったのに」

　千佳子さんは幹也さんをうれしそうに見つめていた。

「勇気がなかったのは千佳子じゃなくて、アタシよ。不安定な仕事だし、見かけもこんなだから千佳子には自分はふさわしくないって思って逃げてたんだから。でも千佳子の気持ちを聞いて、自分を抑えられなくなった。今までつらい思いをさせてごめんね」

　幹也さんの言葉に、うっすらと涙を浮かべた千佳子さんは首を左右に振っている。

「じゃあ、千佳子さんが言っていた〝好きな人〟って、幹也さんのことだったの？」

　以前、チョコレート専門店で話をしたことを思い出した。

「はい。え？　でもそのお話、明日香さんにしましたか？」

　突っ込まれてドキッとする。そういえばあれは、見かけが紘也さんだった時だ。

「え、あはは……いや、あの……幹也さんって、なんとなく男の人が好きなのかな？って思ってたから……なんだか意外で」

　なんとかごまかそうとしているわたしに気がついた紘也さんが、幹也さんと千佳子さんに向かって言う。

「悪かったな。わざわざこんなところまで来てもらって。千佳子が幸せだってわかったら、明日香も安心して俺の元に戻ってこられる」

「兄貴が謝るなんて！　嵐が来るわ。でも、まぁ……必死な兄貴なんて、珍しいものが見られてよかったわね。千佳子」

　弟の軽口に、紘也さんは軽く彼をにらみつけた。

「お～怖い！　じゃあ、アタシたち行くわね。明日香さん、今度またゆっくりお会いしましょう」

　手を振って去っていくふたりを見送ると、紘也さんはわたしの手をもう一度握り直した。今度は指先を絡めて、しっかりと。

　近くの地下駐車場に停めてあった車の助手席のドアを開けてもらい、乗り込む。彼は運転席に座るとニッコリと微笑んだ。

「じゃあ、行こうか」

「え、あの……どこへ」

「もちろん、俺たちの家だ」

　駐車場を出てふたりで暮らしたマンションに着くまで、なにから話をするべきなのかわからず、会話らしい会話をしなかった。紘也さんも黙ったまま運転をしていた。

　でも時折こちらに向けられる視線は優しく温かく……彼の隣に戻ってこられたことを実感して胸が熱くなった。じっと彼の顔を見つめていると、車はほどなくしてマンションの駐車場に到着した。




　紘也さんは部屋の鍵を開けると、わたしを先に中へ入れた。この部屋を出てから二週間も経っていないのに、懐かしさを感じてしまう。それほどわたしにとってこの部屋での生活は印象深く、そして幸せだったことを思い出す。

　玄関に立ったまましばらく思いを巡らせているわたしは、背後から大きな腕に包み込まれた。

「おかえり、明日香」

　紘也さんはわたしの首筋に顔をうずめて、強く抱きしめた。

「……っ、でも」

　本当に彼についてきてよかったのだろうか。自分の中にある彼への気持ちが抑えられなくて、彼の手が離せず、勢いでここまで来てしまった。

　逡しゅん巡じゅんするわたしに、彼がもっと腕に力を込めた。

「『おかえり』って言われたら、『ただいま』って返す。習わなかった？」

　少しからかうように笑いを含んだ声。

「いいから、ほら。『ただいま』って」

　乞うように見つめられて、「ただいま」と口にする。自分でも驚くぐらい小さな声だったが、その言葉を発した瞬間に胸の中にじんわりと喜びが広がった。

　わたし、帰ってきたかったんだ……ここに。

　声にして初めて気がついた。いや、本当はずっとそう思っていたけれど、胸のずーっと奥に押し込んで気がつかないふりをしていた。そうしなければ、寂しさできっと呼吸するのも苦しかったに違いない。

「おかえり。明日香」

　紘也さんはもう一度そう口にすると、クルリとわたしを自分の方に向けた。そしてじっとわたしを見つめた。

　熱のこもった、わたしを求めるような視線。その視線の意味をわたしは知っている。傾いた彼の顔が近づいてきて、わたしはそれに応えるようにそっと目を閉じる。

　温かくて柔らかい唇が、そっとわたしに触れた。

　本当に触れるだけの軽いキスだった。それでも、わたしの傷ついて寂しさでいっぱいだった心の中が、それまで押さえつけていた彼を恋しいと思う気持ちで満ちてゆく。

　そっと目を開けると、紘也さんの目がわたしを捉えていた。その柔らかくて愛情に満ちた視線に、わたしは彼の背中に回していた手に力を込め、彼の胸に自分の頬をつけた。

　しばらく抱き合った後、「コーヒーを淹れて」という紘也さんのリクエストに応えて、わたしは久しぶりにキッチンに向かった。

　自動で豆を引いてドリップしてくれるので最初のセットだけすればいいのだけれど、スイッチを押した後もわたしはそのままキッチンに立っていた。そして、ここからリビングでくつろぐ彼を見ていたことを思い出していた。思わず微笑んでしまうと同時に、もうひとつ胸につかえている〝あのこと〟が脳内に浮かび上がる。

「明日香」

　わたしの後ろに紘也さんが立った。考え事をしていたのとコーヒーのミルの音で気がつかなかった。

　彼はわたしの後ろからキッチンカウンターに手をついた。まるで後ろから抱きしめられるような格好だ。

「明日香、なにを考えてたんだ？」

　ふいに聞かれて、思っていたことを口にした。

「いつもここから紘也さんのこと見てたなって、思い出してたんです」

「そうだな。明日香がキッチンにいる時は、いつもいい匂いがしてた。たまに鼻歌なんかも聞こえてきて、俺、新聞の陰に隠れて笑ってたんだ」

　その時の光景がよみがえってきたのか、紘也さんはクスクスと笑っている。

「嘘っ！　わたし、歌なんて歌っていましたか？」

「気がついてなかったのか？」

　我慢ができなくなったのか紘也さんはおかしそうに声を出してひとしきり笑った後、わたしの腰に手を回して、前のところで交差し抱きしめた。

　胸が高鳴ると同時に、背中に感じる彼の温度に安心する。

「明日香がいなくなって……この家に帰ってくるのが虚しくなった。どこを見ても、明日香の存在が感じられて。でも、実際は俺ひとりで。圧倒的にひとりで住んでいた時間のほうが長いのに、いつの間にかこの部屋は明日香と俺のふたりの部屋になっていたんだなって実感した」

　黙ったまま聞いていると、彼はひと呼吸して話を続けた。

「正直、俺たちの体が入れ替わった時、明日香には悪いけどチャンスだと思った。これまで秘書として一線を引いていたけれど、これでずっとそばにいられるなって。卑ひ怯きょうだよな」

　わたしは彼の告白に驚いたけれど、自分も同じ気持ちだったと伝える。

「わたしも、ふたりの生活が続くなら、もう元に戻らなくてもいいかなって……考えていました」

「そうか。じゃあ、お互い様ってことか」

　わたしの告白に、彼はクスクスと笑った。

「俺たちの体が入れ替わっていた時も、見かけは男なのに、俺にとってはずっと明日香は明日香のままで、危なっかしいけど、時に強情で……でも一生懸命で。ますます君が好きになっていった。俺のせいで危ない目に遭わせて、しなくてもいい苦労もたくさんさせたこと、守りきれなかったことも本当に申し訳なく思ってる」

　さっきまでの態度とは違い、真摯に謝る彼に胸を打たれた。

「そんなことっ！　紘也さんはいつもわたしを助けてくれました。わたしが失敗ばかりするから……」

　監禁された時だって、わたしがもう少し注意していればあんなことにはならなかったし、紘也さんはちゃんと助けに来てくれた。彼が自分を責めるべきではない。

「それでもやっぱり、どんな形でも明日香のそばにいたいし、そばにいてほしい。俺たちはふたりでひとりなんだ。元に戻った今でも。俺はそう思っている」

　ふたりでひとり。わたしたちは離れられないんだと実感できる言葉だ。

「だから、この部屋を出ていった理由を聞かせてほしい。まだなにか気になることがあるんだろう？」

　鋭い紘也さんは気がついていたのだ。わたしが彼と別れようと決心した理由が他にもあると。そしてそれは、今もわたしの心の中にわだかまりとして残っていることも。

　でも、今なら聞ける。全身で愛を表現してくれているんだから、恐れることなんてなにもない。

「わたし、紘也さんとお母様が副社長室で話をされているのを聞いたんです。わたしたちの婚約が『間違ってる』って言っていたのを……」

　紘也さんはなにかを考えるような素振りを見せ、思い当たったのか「ああ……あれか」とつぶやく。そして、わたしの肩に顔を乗せると、「聞かれてたのか」とため息を交えた。

「あれは、明日香が思っているような意味じゃない。無理やり婚約って形をとっただろう？　それを反省していたんだ。俺としては、明日香を隣に置ける最高で最良の方法だったんだけど、明日香にとっては〝仕方なく〟だったのかもしれないってな。退職願も引き出しに入ってたし」

「知ってたんですかっ!?」

　慌てて体を離して紘也さんを見ると、「あぁ」と不満そうにうなずいた。

　まさかあの退職願が、こんな誤解を生むなんて……。

　一度は距離をとったものの、もう一度紘也さんはわたしを腕に抱いた。

「入れ替わる前に、もう俺から逃げ出そうとしてたんだろう？　それはどうしてだ？」

　紘也さんが理由を聞きたがるのも無理はない。言いづらいけれど、もうこれ以上誤解を生むのは嫌だ。

「あれは……」

「あれは？」

　決心したもののなかなか伝えることができないわたしに、紘也さんは先を促した。

「あなたが……紘也さんが好きだから、もうそばにいられないって……これ以上好きになるのが怖かったから」

　一瞬、わたしを抱きしめていた紘也さんの体がビクッと跳ねた。そしてその後すぐ、わたしの耳元でささやく。

「もう一回、言って」

　うつむき加減のわたしの顔をのぞき込みながら、彼が言った。その艶めいた目に、わたしが映っている。

「紘也さんが……好きです」

　そう言うや否や、わたしは力いっぱい彼に抱きしめられていた。これ以上ないほど強く、苦しいくらいに。

「俺がもっと早く、明日香に気持ちを伝えておけばよかった。ずっとそばにいてほしいって。明日香以外は欲しくないって」

　彼の言葉に心が震える。手放そうと思っていた彼への思いが完璧に報われた瞬間だった。目をつむり、彼の腕の中で彼の言葉と思いを噛みしめ幸せに浸る。

「明日香、これを受け取ってもらえるか」

　呼びかけられ、ふと目を開く。

　そこには、紺色の箱の中に指輪があった。以前彼が買った指輪とは違うものだ。

　プラチナの流れるようなしなやかなデザインのリングに、ブリリアントカットされたひと粒のダイヤが光る。

「これ――」

「結婚しよう。明日香」

　吸い込まれるほどの笑顔の紘也さんから、目が離せない。

　胸の奥から甘い幸せが込み上げてくる。苦しいほどの幸福感に、言葉が出てこない。

「俺たち、入れ替わった時からずっとふたりでひとりだろう？　たとえ体が元に戻っても、もうお前と離れていたくない」

　熱のこもった視線、真剣な声色。目の前にいる彼の存在がわたしにとっては愛おしくて大切で、かけがえのないものだ。

「わたしも、もう……離れたくないです」

「結婚しよう」

　懇願するようにもう一度言われ、「はい」と思いきりうなずいた途端……。

「きゃあ！」

　急に彼に抱きかかえられて、声を上げた。

「紘也さん、下ろして」

「嫌だ」

　彼は満面の笑みでそう返事をすると、「やった！」と子供のように喜びながら、わたしを抱き上げたままクルクルとその場で回った。

「きゃあ！　もう、ほんと危ないからっ！」

「ダメだ。離したら逃げていくだろ」

「逃げません……だって、わたしの居場所はここだから」

　わたしの言葉にピタッと彼の動きが止まった。ゆっくりとわたしを床の上に下ろしてまっすぐにわたしを見つめた。

「これ、指にはめてみて」

　差し出されたのは、紺色の箱から取り出された指輪だった。

　彼が丁寧にわたしの指にはめてくれた。

「ぴったりだな。まぁ、この前まで俺の体だったから間違えるわけないんだけど」

　指輪が輝くわたしの左手を見て、彼の顔に満面の笑みが浮かぶ。

「どうして紘也さんが笑ってるんですか？」

「だって、やっと俺のモンになったんだ。うれしくて当たり前だろう。やっぱり買い直してよかった、こっちのほうが明日香によく似合う」

　はっきりと言われて、胸がくすぐったい。

「これから先、なにがあってもお前は俺の隣で笑っていてくれ。俺がお前に望むことはそれだけだ」

「はい。ずっとそばにいます」

　わたしは自ら彼の胸に飛び込んだ。背中に手を回して、自分の居場所を確認する。

　彼の大きくて温かい手がわたしの頬に添えられる。ゆっくりと彼が近づいてきて、わたしはそれに合わせて目を閉じた。

　触れるだけのキスでは終わらない。角度を変えて何度も唇を求め合う。

　紘也さんは、とろけきったわたしを抱き上げた。

　二度目になる彼の寝室。そっと下ろされた後も、彼からの熱いキスが続く。お互いの舌を絡め合うキスは、羞恥心を溶かし彼へのまっすぐな思いをさらけ出す。

　キスをしながら、紘也さんの手がわたしのジャケットを肩からはぐ。ブラウスに彼の指がかかると、わたしも同じように彼のネクタイに手を伸ばした。

　お互いの服を夢中で脱がし合う。その間もひとときも離れたくないというわたしたちの思いはキスを激しくさせた。

　お互いが一糸まとわぬ姿になるまで、それほど時間はかからなかった。もどかしそうにはぎ取られたふたりの洋服たちが、床に投げ出されている。

　息が苦しい。けれど胸の高鳴りが、彼への抑えられない好きという思いが、そんなことはどうでもよくさせていた。

　チュッと音を立てて、彼の唇が離れた。

　……どうして？

　不満が顔に出ていたみたいで、紘也さんは軽く笑うとわたしをひとり立たせ、一歩後ずさった。

「明日香の体……よく見せて」

　彼の艶めいた眼差しがわたしを捉えた。薄灯りの中とはいえ、彼の視線に生まれたままの姿をさらすのは恥ずかしい。とっさに隠そうとした手を、彼が止める。

「ついこの前まで、俺の体だったんだよな？　でも全然違う。ここも……」

　紘也さんの手がわたしの肩をなでた。次いで背中。

「ここも……ここも……」

　次々と彼の大きな手が、わたしの形を確かめるようにして素肌の上を這う。

「どこも……キレイだ。俺の体だった時と全然違う。……柔らかくて、いい匂いがする。……全部、食べたくなるっ」

　噛みつくように首筋にキスをされた。

　本当に食べられそう……。驚いたけれど、嫌じゃない。むしろもっとしてほしい。もっとわたしを欲しがって……！

　全身を唇と手のひらで、翻弄される。勢いあまってベッドに倒れ込んだ。

　わたしに覆いかぶさった紘也さんが、わたしの胸元をきつく吸い上げる。チリッとした軽い痛み。そこには、彼の独占欲の象徴であるかのような、赤い印があった。

「全部俺のもの……明日香……かわいい。もっと欲しい。もっと深くまで愛していいか？」

　乞うような彼の目に、わたしはうなずいた。

「っ……ん」

「……っ、悪い。優しくできなくて」

　眉間に皺を寄せ、額に汗をにじませる彼の顔に、わたしは手を伸ばした。ゆっくりと彼の頬をなでると、その感覚を味わうかのように彼はうっとりと目を閉じる。

　彼の余裕のない表情が、わたしの心を満たす。

　もっと愛してほしい……もっとずっとそばにいてほしい。

　熱い吐息が絡まり合い、シーツの波間にふたりが溶ける。

　もつれていたふたりの愛の糸が、今しっかりと結ばれる。ベッドサイドに置いてあった、カメオの天使たちに見守られながら。










エピローグ




　キッチンに立つわたしは、白菜をざくざくと刻む。時計を確認すると、そろそろ翼が来る時間だ。

　結婚して半年――週末の土曜日、わたしたちはマンションに翼を招待して久しぶりに一緒に夕食をとることにしていた。

「明日香、コンシェルジュに翼のこと言ってあるのか？」

「あ、忘れてた」

　ここ最近、うっかりすることが多い。俗に言う〝幸せボケ〟というやつだろうか。

　紘也さんが苦笑しながら、コンシェルジュに連絡を入れてくれた。

　もう……しっかりしなきゃ。

　手元の野菜を大皿に並べた。あとは冷蔵庫に用意してあるお肉を出せば準備完了だ。

　久しぶりの三人での食事。メニューは翼のリクエストで、しゃぶしゃぶ。紘也さんに『うまい肉が食べたい』と自らリクエストしたみたいだ。

　紘也さんは惜しげもなく、わたしが今まで見たこともないような霜降りの高級な黒毛和牛のしゃぶしゃぶ用のお肉を買って帰ってきた。

　大皿をダイニングに運ぼうとすると、紘也さんがやってきた。

「俺も手伝う」

「ありがとう……じゃあ、あっちのお願いできる？」

　両手がふさがっていたわたしは、キッチンに用意してある野菜を盛り付けたお皿にチラッと視線を向ける。

「了解」

　そう言った彼の横を通り過ぎようとした瞬間、「チュ」と唇を奪われた。

「なっ……なに」

「礼は前払い」

　びっくりしたわたしをからかう紘也さん。とっさにこういうことをされると、いまだに恥ずかしくなってしまう。

　――ピンポーン。

　インターホンが鳴った。翼が到着したみたいだ。

「明日香、早くその赤い顔どうにかしないと、翼にイチャイチャしてたのバレるぞ？　まぁ、俺は見せつけてやってもいいけど」

「もう、変なこと言わないでよっ」

　相変わらず照れるわたしをおもしろがっている紘也さんは、わたしの文句を気にも留めず、玄関で翼を出迎えた。

「いらっしゃい」

「お邪魔します！　お兄さん」

　人懐っこい笑顔を浮かべる翼を、紘也さんは歓迎し部屋に招き入れた。

「うわ～すげぇ！」

　ダイニングに並んだお肉を見て、翼は歓喜の声を上げた。

「ほら、立ってないで座って。全部食っていいぞ」

「ありがとうございます！　お兄さん」

　わたしよりも仲がいいんじゃないの？　いつの間にこんな関係になったんだろう。

　さっそく食事を始めると、翼の胃袋にどんどん高級肉が消えていく。

「よく噛んで食べなさいよ」

　ちょっとあきれて注意するけれど、翼はわたしのお小言など聞かずにモグモグと口を動かしながら、次のお肉に箸を伸ばしている。

「いいぞ、いいぞ。全部食え」

　紘也さんは、成人しても底なしの胃袋の翼を煽りながら、翼がからっぽにしたワイングラスにワインを注いだ。

「本当に、至れり尽くせりだな。こんな素敵な人と結婚できてよかったな！　姉ちゃん。この僕にもっと感謝してくれてもいいんだぞ」

　ワインを飲んだ翼は、いつにも増して饒じょう舌ぜつだ。

　しかし、感謝ってなんでだろう？

「確かに迷惑をかけたけど……どうして感謝しなくちゃいけないの？」

「だってそれは、僕がふたりのキューピッドだか――」

「つ、翼くん！　もっと飲みたまえ」

　翼の言葉を遮るように、紘也さんがワインの瓶を差し出した。けれど酔っている翼の暴走は止まらない。

「あの日、僕が嘘つかなかったら、今ごろはふたりともどうなってただろうね？」

「おい！　翼――」

「嘘ってなに？」

　いつもは冷静な紘也さんが少し慌てているのを見て、なにかあるのだとピンときた。

「お兄さんが姉ちゃんの居場所探してたみたいだから、大地さんの両親のいる岡山に行くために東京駅にいるって言ったんだ。まあ、実際に大地さんとそんな話をしていたしね。我ながら機転が利くだろう？」

「嘘……」

「嘘じゃないよ。そしたらお兄さん焦っちゃってさ、その後は僕の話なんてろくすっぽ聞かずに電話切っちゃって――」

「もういいから、わかった！　わかったから。あ！　そうだ、翼、お前彼女と沖縄行きたくないか？　うちの別荘があるんだ。次の休みにふたりで行ってきたらどうだ？」

　焦った様子の紘也さんは、いつもの彼らしくない。

「え？　マジっすか！　うれしい。電話しよ～っと」

　ウキウキした様子でソファに移動した翼は、さっそく彼女に電話をし始めた。

　確かにあの日、どうして紘也さんが東京駅に現れたのか不思議だった。それに、大地さんの言葉を鵜呑みにしていた。それが翼の仕業だったなんて……。

　隣に座る紘也さんを見ると、手酌でワインを注ぎ、ぐいっと一気に煽った。

「紘也さん？」

「ん？　なんだ？」

　返事はしてくれるけど、こっちを見てくれない。ふと、彼の耳が赤いことに気がついた。お酒に強い彼が、今日飲んだ量のワインぐらいで酔わないことをわたしは知っている。

「こっち見てくれないんですか？」

「あ？　ん？」

　ゆっくりと振り向いてくれたけれど、目を不自然に泳がせている。

「もしかして、照れてますか？」

「な、なに言ってるんだ。俺は別に」

　こんな慌てた様子の紘也さんを見られるなんて……。

　なんだかうれしくなったわたしは、彼の肩にそっと頭をのせた。

「ありがとうございます。探してくれて、ここに連れて帰ってくれて」

　あの時、彼がわたしを探してくれなかったら、こんなに幸せな時間は訪れてなかった。逃げてばかりのわたしを、紘也さんはちゃんと捕まえてくれた。

「俺をあんなに必死にさせるのは、明日香だけだ。っとに、悪い女だな」

　鼻をぎゅっとつままれたわたしは、ちょっと唇を突き出しすねる。

「悪い女は嫌いですか？」

「ん？　好きに決まってるだろ」

　とがらせたままのわたしの唇に、紘也さんの小さなキスが落とされた。

　クスクスとお互い至近距離で見つめ合う。幸せな甘い時間が流れる。彼女との電話を終えた翼が気まずそうにしているのにも気がつかないほど、わたしたちはお互いに夢中だった。

「邪魔しちゃ悪いし、僕帰るね」

　翼がそそくさと荷物をまとめ始めて、わたしたちは自分たちの世界から現実に戻る。

「待って！」

「ちょっと待て」

　急いで同時に立ち上がったわたしたちは、お互いの体を強くぶつけ尻もちをついた。

「痛い……」

「……っ」

　立ち上がろうとして、自分の手を見る。

「え？　あれ……嘘」

「マジか!?」

　目の前には、いるはずのないわたしがいる。そして自分の体を確認する……。

「嘘ー！」

「嘘だろっ！」

　紘也さんとわたしの叫び声がマンションに響き渡る。

　結婚写真の隣に置いてあるカメオのブローチの天使たちがウィンクしたように見えたのは……きっとわたしの見間違いだ。
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副社長・甲斐紘也は心配性




　これは、まだふたりが結ばれる前の、副社長・甲斐紘也の涙ぐましい努力の記録である。




　新年度。株式会社甲斐建設にも、多くのフレッシュマンが入社した。秘書課も例外ではなく、しかも今年は男性が配属された。そしてその新入社員である丸まる山やま孝たか之ゆきの教育係に抜擢されたのが、俺の秘書である乾だった。

　先月まで大学生だった丸山は、俺から見れば子供も同然だった。見かけもくりっとした丸い目、少し癖っ毛のふわふわの髪が子犬のようで、社会人には到底見えなかった。

　やる気はあるようだが、いかんせん空回りしているように見える。

　今日も今日とて……乾に確認したいことがあり、副社長室の続き部屋への扉を開けると丸山の声が聞こえ、足を止めた。

「乾さん！　名刺のスキャンできました」

「ありがとう……って、これは昨日スキャンし終わった分じゃないかな？　今日お願いしたのは？」

「あっ……」

　丸山から意気揚々と報告を受けた乾は、デスクの上に取り残されている名刺を見て苦笑いを浮かべていた。

　俺は立場上、毎日多くの人と名刺交換をするので、その管理を秘書に任せている。ある程度たまると、スキャンをしてデータ管理することになっているのだが、それを丸山に任せたらしい。

　しかし……そんな仕事、アルバイトでもできるだろう。それさえもできないなんて、この男に秘書という仕事が務まるのか甚だ疑問だ。

　自分の失敗に気がついた丸山は、肩を落としている。

「すみません……うっかりしてて」

「大丈夫。急ぐものじゃないから。でも、わたしたち役員付きの秘書は間違いが許されない場面が多くあるの。だから、なにか行動を起こす前には段取りと確認を必ずすること。それだけでもずいぶんミスは減ると思うわ」

　しょんぼりと肩を落とす丸山に、乾は声をかけ慰めていた。

「わかりました！　ありがとうございます。次からは気をつけます！」

　きちんと頭を下げた丸山に「さ、すぐにとりかかって」と声をかけ、彼女も自分自身の仕事を始めた。

　大変そうだな。確か下請け業者の『丸山組』の次男坊だ。真面目なのだろうけれど、やはりまだ学生気分が抜けていない。まぁ入社してすぐだから、仕方のないことなのかもしれないが、乾は苦労しそうだな。

　彼女が俺の秘書になってから三年目。丸山の教育は乾自身のステップアップにつながると思ったが、なかなか骨が折れる仕事だろう。

　まぁ、乾自身は俄が然ぜん張り切って仕事をしている。そのせいで、連日残業続きだ。そろそろひと言言っておかないと、倒れるまでやりかねない。

「おい、乾。ちょっといいか？」

　隣の部屋に声をかけると、すぐに扉越しに返事があった。

「はい。すぐまいります」

　彼女は返事をして、すぐに副社長室にやってきた。俺の座るプレジデントデスクの前に彼女が立つ。

「これ、ここ三週間の君の勤怠データだ。大きな案件もない今、なにか問題でもあるのか？」

　彼女に俺のタブレット端末を見せる。このところいつもの時間よりも明らかに残業時間が増えていた。

「いえ……そういったわけではないんですが」

　乾は表情を曇らせ、うつむき加減で答えた。

「仕事を頑張るのはけっこうなことだが、過労で倒れられても困る」

「おっしゃるとおりです」

　本人も退勤時間が遅くなっている自覚はあったようだ。

「以前から言っているが、仕事とプライベートのバランスが社会人には大切なんだ。手本となる君がそんなに仕事ばかりしていたら、丸山に示しがつかないだろ？」

「はい。そのとおりです」

　シュンと肩を落として、反省している。彼女のいいところは、こうやって人の意見を素直に聞き入れるところだ。この素直さが仕事に活きていると思う。

　そんな優秀な秘書を今日はねぎらってやろう。ふと思いつきで、彼女を食事に誘うことにした。

「わかったら……今日は食事でも――」

「乾さんっ！」

　俺が誘い始めた途端、副社長室と秘書室をつなぐドアが「バンッ！」と開かれた。

　何事かと思い振り向くと、そこは血相を変えた丸山が立っていた。焦った様子で声を上げる。

「今、受付から連絡があって、今日の午後に来社予定の『佐さ藤とう建けん材ざい』の社長さんが既にお見えだそうで――」

「え？　どうして？」

　今朝報告を受けたスケジュールでは、佐藤社長の訪問は午後からだったはずだ。乾も聞いていなかったのか、動揺しているようだ。

「それが……僕、昨日受けた予定変更の連絡をすっかり忘れてて」

「え!?」

　乾が驚くと同時に、俺の口から「マジかよ……」と本音が漏れた。

「申し訳ありません」

　頭を下げる丸山を責めても仕方ない。とりあえず、今はすぐに来客応対の準備をしなくては。

　乾の顔つきが一瞬で変わった。そしてすぐさま動き出す。

「午前中の他のスケジュールの調整はすぐに行います。副社長は佐藤様との面会の用意をしてください」

　彼女の頭の中では新しいスケジュールが既に組まれているはずだ。彼女の管理能力を信じ、俺は自分の仕事に集中することにした。

　彼女に任せていれば間違いない。乾は俺の秘書なのだから。




「このたびは、申し訳ありませんでしたっ！」

　その日の業務終了後。俺の前で、丸山が思いきり頭を下げている。隣で、乾も真面目な顔で謝罪をする。

「わたしの確認不足でした。今後はこのようなことがないように気をつけます。すぐに報告書を――」

「いや、いい。そんな大げさにしなくて」

　俺は手を振って、乾の申し出を拒否した。

「でも……」

「ミスは誰でもする。今回は先方に迷惑もかからなかったし、これで丸山も失敗した時のリカバリーの仕方がわかっただろう。万事ＯＫ。この話はこれで終わり。とにかく今日は早く帰って休め。わかったな？」

「はい。ありがとうございます」

　乾と丸山はもう一度頭を下げて、副社長室の続き部屋に戻った。

　はぁ……怒涛の一日だったな。それでも乾がきちんとスケジュールの立て直しを図ったおかげで、なんとか乗りきれた。彼女も今日はさすがに疲れているだろう。

　だからこそ明日に備えて、早く帰宅するように促したのだ。




　……まったく、あれほど早く帰れと言ったのにっ！

　乾との食事が叶わず大乗専務と共に急遽行われた取引先の接待を終えて副社長室に戻ってくると、乾のデスクが置いてある副社長室の続き部屋から灯りが漏れているのに気がついた。そっと扉を開けてのぞくと、そこには彼女の姿があった。しかも机に突っ伏して眠ってしまっている。

　彼女の前にあるノートパソコンの画面には、なにやらフローチャートが映し出されていた。どうやらこれを作成中に眠ってしまったらしい。中身を見ると、スケジュール調整の手順についてまとめたものだった。

　こんなもの、肌で覚えるもんだろう……と思うけれど、新人ができるだけ早くひとりで仕事をこなせるように、彼女なりに工夫した結果だろう。マニュアルばかりに頼るのは仕事の失敗につながるが、マニュアルどおりのことさえできないのではなおさら困る。

　しかし俺の秘書は、ちょっと仕事しすぎだな。

「おい、乾……お～い」

　声をかけながら肩を揺すると、まぶたがゆっくりと開いた。だんだんと覚醒していき、目の前にある俺の顔に驚いたのか、いきなり椅子から立ち上がる。

「おかえりなさいませ！　今お茶を……」

　半分寝ぼけているのか慌てた様子に、思わず吹き出してしまう。

「ぶっはっ！　いや、こんな時間からお茶淹れてくれなくていいから。ほら、帰るぞ。送っていく」

　彼女は壁にかかっている時計を見て『しまった』という顔をした。この時やっと、自分がうたた寝をしていたことに気がついたようだ。

「申し訳ありません。まさか眠っていたなんて……もう少しで終わりそうなんですが」

「ダメだ！　今日はもうおしまい。運転手の田中さんももう帰したし、接待で飲んだから、タクシーだけど送っていってやる。早く退社準備をするんだ」

　俺がスマートフォンを取り出しタクシーを呼ぼうとすると、必死で止めてきた。

「副社長がお使いならば、わたしがすぐに手配します。わたしはまだ終電に間に合いますから」

「ダメだ。電車で眠りこけたらどうする。こういう時くらい上司に甘えろ。ほら、下に行くぞ」

「えっ……あ、はいっ！」

　これ以上の押し問答は不要だ。なにがあっても彼女を電車で帰すつもりなどない。半ば強引に彼女とタクシーに乗ると、彼女の自宅マンションへと向かった。

　夜の街を走り出したタクシーの中でも、彼女はずっと恐縮している。

「お気遣いいただいて、ありがとうございます。ですが、次からは弟に迎えに来てもらいますので――」

「弟？　男じゃなくて？」

　とっさに出た言葉だったが、セクハラまがいの言葉にすぐに後悔した。

　しかし言われた本人はまったく気にも留めていない。

「弟も、一応男ですけど？」

　的外れな答えだが、男の影がないことにホッとひと安心した。

「そうだな。弟も男だな」

　思わずクスクスと笑う俺を、乾は不思議そうな顔で見ていた。

　くだらない話をしていただけなのにあっという間に時間が過ぎ、彼女の自宅マンションまで到着した。

　運転手が開けたドアから乾が降りる。そして体をかがめて俺の顔を見た。

「送っていただいてありがとうございます。明日は十時より重役会議が入っておりますので――」

「わかった、わかった！　もう仕事の話はいいから。きちんと体を休めること。わかったか？」

「え……あ、はい！　では、おやすみなさい」

「あぁ」

　彼女がタクシーから一歩離れると、運転手が扉を閉めた。

　タクシーが動き出してもなお、彼女は俺の車を見送っていた。俺はそれを、バックミラーで確認できるぎりぎりのところまで見続けたのだった。




「入社早々、社員旅行なんて、ラッキーですっ！」

　朝の業務が始まる少し前、副社長室で今日の予定の確認をする前に丸山がはしゃいで声を上げた。

　甲斐建設では、二年に一回、社員の慰労の意味を込めて社員旅行に行くことになっていた。本社勤務の者は四組に分かれ順番に、またそれ以外の者は各支社がとりまとめて旅行を企画している。家族も参加可能なので、毎年けっこうな人数の参加者になる。

　俺はいつも第一弾の旅行に顔を出すことにしていて、今回は五十人ほどの規模での旅行になった。会場は、貸し切りバスで二時間程度の温泉宿だ。

　目の前で大騒ぎしている丸山を乾はたしなめるように諭す。

「副社長の前です。私語は謹んで」

「はい……」

　叱られた丸山は、さっきまで子犬のように尻尾を振っていたのに、今はしょんぼりと耳を垂らしているようだ。

　そんな彼に、乾は少々甘いように思う。俺から見れば、謝ればなんでも許しているように見えてしまうのだ。そして手取り足取り……そんなことまで？というようなことも事細かに教えている。彼女に弟がいるせいかもしれないが、少々世話をやきすぎだ。

　丸山もそれに甘えて反省しているのかいないのか、乾の浮かべた笑顔にうれしそうに尻尾を揺らしていた。

「わかっていただければけっこうです。では、副社長にスケジュールを伝えてください」

　いつもの、一日の始まりであるスケジュールの報告を受ける。

　ここ数日は、乾に代わり丸山が行っているが、正直どうでもいい。スケジュールなんて、一ヶ月先の会食まで頭に入っているのだ。

　それでも慣習として受け入れてきたのは、朝から乾の顔を見られるから、という理由なのだが、もちろんそれをおおっぴらに宣言するわけにもいかず……。

　結局、緊張した丸山から意味のない予定の確認をされている。実に時間の無駄だ。

「わかった。次回からは、スケジュール確認は直前に変更になったものだけでいい。それがなければ、必要ない」

　俺としてはそれさえも不要だったが、以前ミスがあったことを乾が気にしているので、この程度は付き合おう。

「そうですか……明日からは、またわたしがスケジュールをお伝えするつもりだったのですが――」

　なにっ！　それを早く言えっ！

　慌てた俺は、さっき自分が口にしたばかりの言葉を撤回する。

「あぁ、そうか……まぁ、でも先日行き違いがあったばかりだからな。やっぱり朝のスケジュールの報告は今までどおりお願いしようかな」

「そうですか……副社長がそうおっしゃるなら、構いませんが」

　なんとも言えない不思議な表情をした乾だったが、頭を下げて丸山と部屋を出ていった。

　はぁ……危なかった。

　呼びつければすぐに乾はやってくる。だからわざわざ顔を見るためにスケジュールを伝えてもらう必要なんてない。だけど、やっぱり朝一番に彼女の姿を見ることができるならば……。

　我ながら、惚れた弱みとはなんとも情けないものだ。けれどまぁ……それさえも楽しんでいる今の状況も悪くないと思ってみたり。

「男心は複雑だな」

　誰もいなくなった副社長室でひとりつぶやいてから、仕事に戻った。




　社員旅行当日。

　既に社員たちは貸し切りバスに乗り込み出発していた。毎年、宴会だけ顔を出すことにしている俺は、自分の運転する車で現地に向かっていた。

　ゴールデンウイークが終わった五月の高速道路はそこまで混雑しておらず、しばしひとりのドライブを満喫する。もともと運転が好きなことも手伝って、いい気分転換になっている。

　普段こんなふうに運転を楽しむ時間さえもない日々だ。自分も十分、働きすぎだ。乾のことをとやかく言えないな。

　予定よりも早く出発したせいか、途中のサービスエリアで社員たちの乗ったバスに偶然遭遇した。

　確か、これに乾も乗っているはずなんだが。

　トイレ休憩をしているのか、バスの乗降口は開きっぱなしだった。周りを見渡すと、自動販売機の前にあるベンチに座っている彼女を見つけた。

　近づいていくと、周りの社員が俺に気がついて一斉に皆が頭を下げる。

「副社長！　おはようございます」

　既に昼が近いが、丸山がデカい声で挨拶をする。

　その声に弾かれたように、乾がベンチから立ち上がろうとしたが、体がグラッと傾く。

「危ないっ」

　とっさに支えて座らせる。「すみません」とか細い声で言う彼女の顔をのぞき込むと、ハンカチで口元を押さえていて、顔は真っ青だ。

「おい、どうした？　体調が悪いのか？」

「え、はい……どうやら車に酔ってしまったみたいで」

　なんとか笑顔を浮かべようとする姿が痛々しい。

「大丈夫なのか？」

「はい……今、丸山くんがお水を持ってきてくれたので」

　ベンチに置いてあるミネラルウォーターのペットボトルの中身はわずかに水が減っているだけだ。おそらく水を飲むのもつらいに違いない。

「薬は？」

「あぁ、さっき飲んだんですけど、もう少し時間がかかりそうで……。でも、もうバスの集合時間なんで行かなきゃ」

　ふらふらしつつ立ち上がろうとする乾を、丸山や秘書課の後輩である石丸さんが心配そうに見つめている。

　このままバスに乗せるのはあまりにも酷だ。

「丸山、悪いが乾の荷物をここに持ってきてくれ」

「え？」

　驚いた丸山は固まってしまっている。

「早く。バスの出発時間が迫っているんだろう。彼女は少し休ませてから俺の車に同乗させる。バスよりはマシだろう……」

「はい、わかりましたっ！」

　状況を把握した丸山は、走ってバスに向かった。

「副社長、そんな……お車に乗せていただくわけには――」

「いいから黙って。君のせいでみんなの予定が狂うよりはいいだろう」

　乾は青白い顔で必死になって俺の申し出を断ろうとする。しかしこんな状態の彼女を放っておくわけにはいかない。彼女の場合は、他人に迷惑をかけるのを嫌うから、こう言えばおそらくうまくいくはずだ。

「確かにそうですけれど、ご迷惑じゃないですか？」

　まったくそんなことはない。それよりもこんなぐったりした状態でバスに乗せるほうが心配だ。

「体調が悪いんだから、気にしなくていい」

　そうこうしているうちに、丸山が乾の荷物を持ってきた。それを受け取り、皆が乗ったバスを見送る。

「……申し訳ありません。副社長にご迷惑を」

「まだ言ってるのか？」

　相変わらずだな、と思う。

　彼女が周りに迷惑をかけるのがなによりも苦手だということは知っている。しかし困った時ほど頼ってほしいという俺の気持ちも少しは理解してくれればいいのに。

「いいから、もう少しゆっくり休め」

　彼女の肩を引き寄せ、自分にもたれさせかけた。

　俺の行動にびっくりした乾は急いで体を離そうとしたが、強引に彼女の頭を俺の肩に乗せた。

　俺の行動に抵抗を諦めたのか、彼女の体から力が抜ける。そしてゆっくりとその体を俺に預けてきた。

　ベンチに座り、彼女の体温を感じる。爽やかな五月の風がふたりの間をすり抜けた。普段とは違い、緊張感もない時間がゆっくりと流れる。

　隣に座る乾の苦しそうない息遣いが落ち着いてくる。それに安心すると同時に、俺に与えられた穏やかな彼女との時間があとわずかだと思うと、少し残念なような気もした。




　薬が効いてきたおかげか、顔色が元に戻ってきた彼女を車に乗せて、今日の宿を目指す。最初は恐縮しきりだった彼女だが、わずかに開けた助手席の窓から感じる風を頬に受け、気持ちよさそうにしていた。

「よかったな、復活できて」

「はい。副社長のおかげです。わざわざ車にまで乗せていただいて」

「気にしなくていい。俺もひとりのドライブが飽きてきたところだから、乾がいてくれて楽しいよ」

「えっ!?」

　普段はあまりこういった会話をしないせいで、驚かせてしまったみたいだ。旅で気がゆるんでいるせいか、思わず本音がこぼれ出てしまった。

「そ、そうですか……お役にたててよかったです」

　さっきまで青かった彼女の顔が、今度は耳まで赤くなっている。恥ずかしそうにしている姿を見ると、なんだかもっと恥ずかしがらせたくなるのはどうしてだろうか。

　彼女に関することになると、自分が変態じみて感じてしまう。まぁ、男ってそういうものなんだろうな。

　変な理由をつけて自分を納得させつつ、会話と彼女の戸惑い、照れた顔を堪能しながら目的に向かった。

　途中の蕎そ麦ば屋やで軽く食事を済ませて宿に向かったが、一行は食事と観光でまだ到着しておらずふたりで庭を散策することにした。

　彼女とは毎日顔を突き合わせているが、プライベートな時間を一緒にするのはせいぜい出張先での食事程度だった。こんなふうにゆっくりとした時間を過ごすのは、初めてかもしれない。それは、自ら彼女とは一線を越えないようにと、自分を律していたからなのだが。

　そろそろ我慢も限界に近い。笑顔で真っ赤なツツジをめでる彼女を見ていると、そんなふうに思った。

　社員旅行も悪くないな。今までは義務として、社員の慰安の邪魔にならないように顔と金だけ出して終わらせていた。それが上に立つ者の役割だと思うし、社員のための旅行なのだから。

　それでも、今回は自分もちょっとばかりリラックスして彼女との時間を楽しんでもいいのではないかと思う。

　そんなことを考えていると、ツツジからミツバチが飛び出してきて、それに驚いた彼女が砂利に足を取られてつまずいた。

「きゃぁ」

「危ないっ」

　慌てて支えると、とっさのことに彼女も必死に俺にしがみついた。ぎゅっと体を抱きしめると、その柔らかさに思わず体が反応しそうになる。

　いかん……中学生でもあるまいし。

　瞬時に神経を集中させて、意識を他に向けた。

「大丈夫か？」

「は、はい！　本当に申し訳ありませんっ」

　仕事中はしっかりしている彼女の、時折見せるこういう抜けた部分がかわいいと思う。自分にも他人にも厳しい俺が、彼女だけは特別だなんて自分でも不思議だ。けれど実際そうなのだから、もうどうしようもない。

　俺から離れようとする彼女の手を、握って引き寄せた。

「……っ！　ふ、副社長？」

「ん？」

　心底驚いて、そして顔を赤くする彼女を見ると、からかいたくなる。俺を意識しているのはあきらかで、もっと俺のことで頭の中がいっぱいになればいいと思う。

「あの……手、わたし、もう大丈夫ですから」

「そう？　でもまたハチが出てきて転びそうになったらダメだから、な？」

　強引に押し切ろうとすると、無言で彼女がうなずいた。もちろん嫌がっていたらやめるつもりだったが、この反応なら彼女も受け入れてくれているのだろう。

　気をよくした俺は、それからしばらく彼女の白くて柔らかい手に指を絡ませて庭園の散策をした。いや、本当に俺が心の底から楽しんだのは、彼女の恥ずかしそうにする初々しい態度だった。




　ラウンジでお茶を飲んでいると、他の社員が到着する姿が見えた。

　もう着いたのか……。

　そうガッカリしたのだけれど、もちろん顔にも言葉にも出さない。

　乾も少しは俺と同じ気持ちでいてくれるのだろうか……気になるけれど、それも聞けないまま、ふたりの時間は向こうから走ってきた丸山によって強制的に終了させられた。

「乾さん、大丈夫ですか？」

　おいおい、まずは俺に挨拶しないのかよっ。

　丸山の頭の中は乾のことでいっぱいなのか、俺のことは眼中にないみたいだ。

「副社長がいろいろとよくしてくださったの」

「あ、副社長！　お疲れ様です」

　やっと気づいたのか？　失礼なヤツだな。

　丸山にムッとしていた俺に、乾が丁寧に頭を下げた。

「本当にありがとうございました」

「あぁ。当然のことをしたまでだ。気にすることはない」

「乾さん、元気になったみたいだから、秘書課のみんなで夕食まで観光に行きませんか？」

　チラッとこちらを窺うような丸山の目が気に入らない。

「わかった。じゃあ、先に行っててくれる？」

　乾に言われて丸山が先に皆の元に向かう。

　彼女は改めて、俺の方に向き直り姿勢を正した。

「でも……あの、ご一緒できて楽しかったです。今年の社員旅行は……特別な思い出ができました」

　恥ずかしそうに、でも自分の気持ちを伝えようとまっすぐに俺を見る彼女の瞳に、脳内でなにかが弾けるような気がした。

　このままもう一度彼女を車に乗せて連れ去ったらどうなるだろうか？

　そんなことが頭をよぎった瞬間、「乾さん！」と彼女を呼ぶ丸山の声が聞こえた。

「では、わたしは皆のところに戻ります。本当にありがとうございました」

　立ち上がった彼女はもう一度きちんと俺に頭を下げると、秘書課のメンバーの元に歩いていった。




　そして迎えた、宴会の時間。乾杯の音頭をとるために冒頭は参加することにしていた。毎年自腹で離れの内風呂付きの部屋を予約しているので、今年も早めに切り上げて部屋でゆっくりするつもりだった。

　始まりの時間に大広間へ到着すると、社員のほとんどは既に席についていた。総務部長に案内された席に座って、司会役の若手社員から乾杯の音頭を促される。

「皆さん、二年に一度の社員旅行です。日ごろの疲れを十分に癒し、週明けからまたしっかりと頑張っていきましょう。乾杯！」

「乾杯！」

　社員たちの声が上がり、宴会がスタートした。

　こういう時に、難しい話も長い挨拶も興醒め以外の何物でもない。俺はさっさと自分の席に戻り、次々にやってくる社員たちの酌に付き合う。

　普段、社員には自分から声をかけるようにしているせいか、こういった席でもわりとざっくばらんに話をしてくる社員が多い。子供が生まれただとか、もうすぐ結婚するとか、新しいプロジェクトのリーダーになったとか、酒が入っていながらも少し緊張した社員たちとの会話を楽しんだ。

　周りも大分酒が進んできたころ、そろそろ部屋に戻ろうかと総務部長を探す。二次会に向かう社員のために、気持ちばかりの軍資金を渡すためだ。

　辺りを見渡し探すが、総務部長が見つかる前に目に入ってきたのは乾の姿だった。なにやら丸山と話をしているようだが、いつもの様子と少し違って見えた。やりとりが聞こえてきて、神経がそちらに集中した。

「乾さんっ！　もっと飲んでください。俺、一緒にお酒が飲めてうれしいです」

「あ、うん。でもさっきいただいたから――」

　やんわりと断る乾に、丸山はしつこく迫る。

「いいから、俺こう見えてもけっこう力があるんで、酔いつぶれたら運びますから」

　丸山はぐいぐいと近づいていって、酌をしようとしている。立場が逆ならアルコールハラスメントだと思われても仕方ない。

「ちょっと、丸山くん。やりすぎだよ」

　見かねた石丸さんが止めに入ったけれど、本人はまったく気にしていない。

「今日、俺、乾さんと一緒に過ごすの楽しみにしてたんですっ！　お酒一緒に飲めるの、楽しみにしてたんですよ」

　完全に酔っ払って、何度も同じことを言いながら絡み始めた。

「そうだったんだね。でもちょっと落ち着いて……」

　乾がたしなめても、まったく取り合わない。

「乾さん、もしかして俺のこと嫌いですか？　俺、乾さんのこと――」

　丸山が乾の手をとり、ぎゅっと握りしめた。周りも新人の突然の暴挙に驚くばかりで、なにもできないでいる。

「ちょ、ちょっと丸山くんっ――きゃあ！」

　丸山のバカが乾に抱きつこうとした瞬間、なにも考えずに体が動いた。そして乾と丸山の前にさっと手を差し込み、ヤツの動きを止める。

「乾、ちょっと急ぎの仕事の話があるんだ。来てもらえるか？」

「は？　……えぇ。かしこまりました」

　乾は宴会の席でいきなり仕事の話をされてきょとんとしていたが、俺の真剣な顔を見てうなずいた。

　突然現れた副社長の姿を見て、丸山の酔いは少し冷めたようだ。バツが悪そうな表情を浮かべてこちらを見ていた。

　俺はさっきまで丸山が握っていた乾の手を強く握り、それをわざと丸山に見せるようにした。

「乾は借りていく。あ、石丸さん。これ、二次会で使ってもらうように総務部長に渡しておいて」

　用意してあった封筒を渡す。

「あ……承知しました」

　石丸さんは戸惑ったままの表情で、その封筒を受け取った。

　呆気にとられた周りなど気にも留めずに、俺はさっさと乾の手を引いて会場を後にした。

　かなり強引だったかもしれないが、あのままあそこに彼女を置いておけない。それはもちろん上司としてではなく、甲斐紘也として、あんな状態の場所に彼女を放っておくわけにはいかなかったからだ。

　どんどん歩いて、離れに向かう。乾は黙ったまま俺に手を引かれてついてきていた。

「あの、副社長……急ぎのお話って……」

　そういえば、急ぎの仕事だと言って、あの場から連れ出したんだっけ？

「あ～悪い、あれ嘘なんだ。丸山に絡まれてたから、連れ出した。迷惑だった？」

　俺の言葉に、乾はブンブンと勢いよく頭を左右に振った。

　しかしこのまま部屋に連れていっていいものだろうか。仮にも社員旅行だ、変な噂がたっては彼女が困るだろう。俺はまったく構わないけど……俺のモンだってわからせるには絶好のチャンスなんだがな。

　離れの入り口までやってきて、そこでやっと彼女に目をやる。丸山に対する怒りの感情が先行していて、うっかりしていた。少し様子がおかしいことに気がつく。

「乾……おい、大丈夫なのか？」

　はぁはぁと息が上がり、顔色がよくないように見えた。

「あの、少し酔ったみたいで。自分の部屋に戻ります……」

　ふらふらと歩き始めようとした彼女の肩を抱き、体を支える。

「悪い。君の様子を確かめる前にこんなところまで連れてきてしまって。その様子じゃ部屋までもたないだろう。いいからこっちにきなさい」

「でも……」

　それでも遠慮しようとする彼女を俺は抱きかかえた。

「きゃあ！　ふ、副社長。こんな、困ります」

「困ってもなんでも、このまま静かにしてもらわないと、俺だって困る」

　抵抗する彼女を、離れの部屋まで連れ帰った。

　部屋に入ると、敷かれていた布団に問答無用で彼女を寝かせる。

　布団の上で取り乱した様子の乾が、必死に謝ってきた。

「も、申し訳ありません。あの、わたしすぐに――」

「すぐにどうするっていうんだ？　とてもひとりで歩いて帰れるとは思えないけどな」

　ずっと本調子ではなかったに違いない。様子に気づいてやれなかったことに今さらながら後悔する。

　部屋にあるミネラルウォーターをグラスに入れて手渡す。

　それを受け取った乾は、ふた口ほど飲んで「ありがとうございます」と少し落ち着いた様子を見せた。

「悪かったな。昼間あんなに連れ回して」

　無理して付き合わせてしまった。どれだけはしゃいでたんだよ……情けない。

　自分のふがいなさに思わずため息が出た。

　それを彼女が誤解したみたいだ。

「あの！　違うんです。昼間は本当に元気で、副社長とご一緒できてうれしくて。あの、あんなふうに一緒に過ごせるなんて思ってなかったから……あ、わたし、なに言って……」

　慌てふためきつつも、なにやら必死に伝えようとしている。どうやら彼女も俺との時間は有意義だったと思ってくれているみたいだ。

「いいからちょっと、落ち着いたら？」

　もう一度、水を飲むように促すと、彼女は手に持っていたグラスを傾けた。

「実はわたし、毎回社員旅行を楽しみにしていて……普段はあまり旅行なんて行かないから少し無理してしまったんです。それで……お恥ずかしい話、温泉で少しのぼせてしまって……そのままお酒を飲んだので少し気分が悪くなったみたいで。今日はご迷惑ばかりおかけして申し訳ありません」

　恥ずかしそうにする姿は、さっきの青白い顔色が幾分落ち着いたように見えた。

　確か、乾は大学生の弟を養っていたはずだ。おそらく自分のことよりも弟のことを優先してきたんだろう。

「少しは落ち着いた？」

「はい。こんな素敵なお部屋を見たら、ちょっとテンションが上がって元気になりました」

　照れている彼女を見ていると、こんな部屋ぐらいいくらでも準備してやりたくなる。まぁ、他の社員の手前、そういうわけにはいかないが。

「よかったら、こっちに来ないか。中庭がキレイにライトアップされているのが見えるんだ」

「え？　見たい！　……です」

　素直に喜ぶ様子に、少しくらいなら大丈夫だと判断して、中庭に面するソファに彼女を座らせた。

「わぁ……なんかすごく幻想的です」

　離れの特別室には、ひと部屋ごとに、手入れの行き届いている小さな庭園がある。昼間は日が差し込み明るく、夜はライトの光に照らされて美しく、現実世界とは思えないほどだ。昼と夜で、また違った雰囲気が楽しめる。

「こんな素敵な景色を独り占めできるなんて、贅ぜい沢たくですね」

「あぁ、そうだな。まぁ今は〝ふたり占め〟だけどな」

　彼女の隣に座ってそう言うと、彼女は「そうですね」とクスクスと笑った。

　しばらくの間、黙ったままふたりで庭を眺める。これといって話をするわけでもない。けれど、そこに流れる空気は心地よい。

　ふと、丸山のことを尋ねてみようと口を開いた。

「乾、丸山とは――」

　しかし彼女は返事もなく、そのまま俺の体にもたれかかってきた。

「お、おい!?」

　いつになく積極的だな。そんなふうに思ったのはぬか喜びで……。

　彼女の顔をのぞくと、気持ちよさそうに目をつむっていた。

「はぁ……なんて無防備なんだ」

　俺の肩に頭をのせて、気持ちよさそうに寝息まで立て始めた。仕事中の彼女を知っている人は、こんな気の抜けた顔をするなんて思ってもいないだろう。いや、誰も知らなくていい。こんな安心しきった顔をするのは俺の前だけでいい。

　彼女の頬にかかる髪を耳にかける。くすぐったそうにする彼女を見て、思わず顔が緩んでしまう。

　まさか自分がこんなに彼女に思いを寄せるなんて想像もしていなかった。しかも自分の中でこの気持ちをじっくりゆっくり大切にするなんてこと、今までの俺からすれば考えられない。それでも、今のこの感情が間違いなく俺の原動力になっている。

　しかし、そううかうかしていられない。そろそろ俺だけのものにしてもいいころだ。

「まずは……邪魔者から片付けるか」

　確か大阪支社で秘書が足りていないという話があった。そろそろ丸山も独り立ちしていいころだ。

　さっそく明日、支社長に連絡をすることにした。

　悪い虫はさっさと取り除くに限る、なんてことを考えていると、職権乱用を目論んだ俺に神様が罰を与えた。

「んっ……」

　気持ちよさそうに身をよじった乾の浴衣がわずかにはだける。普段着慣れていないせいか、わずかな動きで着崩れてしまったようだ。

　目に入ってきた白い肌に、煩悩が暴走しかける。

　違うこと……乾以外のこと考えないと！

「寿じゅ限げ無む寿限無……あーーーーっ！」

　頭を激しく振って、邪な考えを振り払い、なんとか自分を抑えて耐える。

「あぁ、なんて拷問だ！　煩悩退散!!」

　この後、彼女が目覚めるまで、人生最大の我慢を強いられることになったのは言うまでもない。

　それでもいいか。今はこの寝顔を独り占めできているだけで満足しよう。

　そんなふうに悟りをひらいた俺を試すように、寝ぼけたままの彼女の体が余計に密着する。

「あぁあああ！」

　なんでこんなに無防備なんだっ！

　俺、甲斐紘也の心配と我慢の日々は、まだしばらく続きそうだ。










副社長・甲斐紘也はヤキモチやき？




　これは、ふたりの体が元に戻った後に起こった。ちょっとした事件の話。




「乾さーん！　俺、戻ってきました！」

　終業時刻が少し過ぎた時間、副社長室の続き部屋から男のはしゃいだ声が聞こえた。

　……この声はまさかっ。

　確認をするために、扉を開けのぞく。

　そこには、大阪支社に送り込んだはずの丸山の姿があった。

「丸山くんっ！　久しぶり。元気そうだね」

　明日香は弾んだ声で、久しぶりに会う丸山に笑顔を見せていた。

「はい！　でも、乾さんがいなくて寂しかったです～」

　相変わらずなれなれしく、明日香に近づく姿が気に入らない。新入社員だった時はなにも知らないで済まされたけれど、今、明日香は俺のものだと社内の誰もが知っている。

「これ、たこ焼きせんべいです」

「え？　わざわざお土産まで。ありがとう。あとで秘書課のみんなでいただくね」

　ふたりはまだ俺がここにいるのが見えてないようだ。

　それほど再会を喜んでいるのか。俺だけ別世界にいるようでムッとするのは心が狭いのだろうか。

　イライラしながらふたりの様子を見ていると、たわいのない会話を終えた丸山が急に真剣な声色になる。

「あの、乾さん。俺、確かめたいことがあって」

「ん？　なに？」

　明日香はもらったばかりのたこ焼きせんべいの包みを開けていて、丸山の様子がさっきと変わったことに気がついていない。

「乾さん、副社長と婚約したって本当ですか？」

　真剣な顔で丸山がたずねた。

「え？　あ、うん……」

　恥ずかしそうに頬を赤く染めて答える明日香を見て、丸山はショックで呆然としている。

　内心〝ザマーミロ〟だ。まぁ、俺の明日香のよさに気がついたこと〝だけ〟は褒めてやろう。

「俺……乾さんのこと――」

　そうはさせるか。

　タイミングを見計らっていた俺はふたりの会話を遮る。

「はい、そこまで」

「副社長？」

　突然話に割って入った俺に、ふたりは驚いたようだ。しかし、これ以上は放っておくことはできない。

「丸山、久しぶりだな」

「はい。来週から本社勤務になりました」

「あぁそうか。なら覚えておけ。明日香は俺と結婚する」

　はっきりと宣言してやった。

「でも、俺……」

　丸山は目の前で悔しそうに唇を噛んでいる。

　まだ諦められないのか。仕方がない。ならば諦められるようにしてやる。

「明日香」

「ん？　えっ!?」

　背後から彼女に手を回し、強く抱きしめる。首筋に顔を埋めてチラッと丸山の様子をうかがった。

　目を見開いて驚いている。もうひと押しだな。

「婚約したおかげで、おおっぴらにこういうことができるようになってよかったな。昨日のキスマークをうまく隠しやがって。どうせなら見せつけてやればよかったのに」

「な、なに言って――」

　反論しようとする明日香に、俺は回した腕に力を込め、話を合わせるように伝える。

「あぁ、今日も早く仕事終わらせよう。早くふたりっきりになって、あんなことやこんなことして――」

「う、う、うわーー!!」

　そんな俺たちの様子を見て、丸山は声を上げながら廊下に出て走っていった。これで淡い恋心の芽を完全につぶせただろう。

　最後に『ごちそうさま』とでも言わんばかりに、彼女の頬に小さなキスをした。

　そこで、徐々に現実に戻ってきた明日香の顔が不機嫌になる。

「な、なんで、あんな丸山くんの前でっ!?」

　恥ずかしいのか顔を赤くした明日香が、さっきの行動を責める。

「生意気にも、俺の明日香に手を出そうとするのが悪い」

「なんのことを言ってるんですか？」

　そうだった、明日香はこの手の話に恐ろしく鈍感だった。きっと丸山の気持ちにも気がついてないだろう。

「嫌だった？」

　顔をのぞき込み尋ねると、赤いままの顔で「そんなことはないですけど……」と少し唇をとがらせる。

　その顔がかわいくて、職場だということも忘れ、もう一度彼女を抱きしめようと腕に力を込める。そして至近距離で見つめ合う。

　今日はもう仕事どころじゃないな。お互い、元の体に戻ったんだ。婚約した男女らしく過ごしても問題ないだろう。

「明日香、今日――」

「あ、忘れてました。翼が熱を出したみたいなんで……今日は自宅に戻りますね」

「な……あぁ、そうか」

　残念さをにじませないように、なんでもない顔で返事をした。しかし内心がっかりしてうなだれた。

　さっきの丸山への仕打ちの罰が下ったのだろうか。それとも、清廉潔白な俺の秘書に不埒で邪な妄想をかき立てたことへの罰なのか……。

　俺がどれだけ落胆しているかなんて気がつきもせず、明日香はさっさと業務を再開させていた。

　俺、甲斐紘也が彼女を本当に自分のものにできるまで――あと少し時間がかかりそうだ。
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あとがき




　初めましての方も、お久しぶりの方も、このたびは『副社長と秘密の溺愛オフィス』をお読みいただきありがとうございます。




　今回のお話は【男女入れ替わり】がテーマなのですが、皆さんは入れ替わってみたいと思ったことはありますか？

　そういえば子供のころ「男の子に生まれたかったなぁ」なんて思ったことがあったのですが、ふと今、男性になりたいかと聞かれると……「別にいいや」って思った次第です。夢も希望もないな……。

　強いて言うなら、猫になりたいかな。日がな一日暖かい場所で眠りたい。

　しかし、そうも言っていられないので、今日も元気にパソコンに向かって仕事をしたいと思います！




　さて恒例のお礼コーナーです。

　表紙イラストを描いてくださった「村崎翠」さん。明日香と紘也を素敵に描いてくださり、ありがとうございます。村崎先生がコミックベリーズで連載されている作品もおもしろいですよ！　おすすめです～♡




　担当編集の中尾さん。いつもいただくメールの文章が美しく、心が洗われるようです。わたしも見習いたいと思います！

　編集協力していただいた、ヨダさん。今回もたくさんお世話になりました。おかげで素敵な作品に仕上がりました。




　いつも最後になって申し訳ないのですが、読者の皆様には感謝しかございません。

　この本を読んでいただいて、少しでもハッピーになっていただければ幸いです。

　またお会いできる日まで。感謝を込めて。








高たか田だちさき
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